
[image: ]


[image: ]






[image: ]





[image: ]




紅こう牙がのルビーウルフ　６


自由の風が吹く夜明け
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第１章　帰き郷きようの途と







　今一番欲ほしい物は何かと問われたら、迷まよわず水だと答える。


　それはルビーウルフだけでなく、他の者たちも同様だった。皆みな、一様に額ひたいから汗あせを流し、けだるそうに暑さに耐たえている。早朝だというのに、すでに太陽は強い日差しを大地に降ふり注いでいた。


　大陸最さい南なん端たんの国、エピドシス。季節はすでに秋だったはずなのに、この国では一年を通して夏なのかもしれない。そんなことを考えながら、ルビーウルフは顎あごまで滴したたってきた汗の雫しずくを手の甲こうで拭ぬぐった。そして隣となりに並ならんで歩く金きん髪ぱつの青年にちらりと目を向ける。


　青年──ジェイドはその視し線せんを受け、首を横に振ふった。わかっていたこととはいえ、ルビーウルフは小さく溜ため息をついた。


　ジェイドはグラディウスの魔ま導どう騎き士しだ。精せい霊れいに自身の名を伝えることでその力を借りる魔ま導どう師しにして、騎士。彼の手にかかれば水など簡かん単たんに手に入る。


　しかし、魔導の力を操あやつる者はすべからく貴き族ぞくの血を引いている。砂さ漠ばくの国であるエピドシスの、決して文化的とは言えない小さな街で術じゆつを使えば当然のように目立ってしまう。自みずからその身分を宣せん伝でんするようなものだ。


　だから、どこに人の目があるともわからない場所では魔導の力は使えない。水なら他でも手に入るのだから、なおさらだ。


　しかし、雨の少ないエピドシスでは水さえも貴重品だ。井い戸どには蓋ふたがされて鍵かぎまでかけられている。グラス一いつ杯ぱいの水に金を払はらわなければいけない土地なのだ。


　手持ちの金はある。しかし、それも節約をしなければいけない。身分を隠かくしながらの旅は、自分たち以外に頼たよることができないということなのだから。いざという時に金がなくて立ち往おう生じようなんてことになったら目も当てられない。


　ルビーウルフはざっと一同を見み渡わたした。できるだけ建物の陰かげに入りながら街の通りを歩くのは、ルビーウルフとジェイド、そっくりな顔立ちをした少年が二人と、白と砂すな色いろの狼おおかみが二頭。そして一組の男女だ。


　この全員が王族と、それに仕つかえる者たちだった。それも神国と呼ばれる四つの国のうち、三国の王族が揃そろっている。ルビーウルフは神国グラディウスの女王だ。


　日陰を歩きながら、舌したをだらりと垂たらして荒あらい息をしている狼たちを見やる。ルビーウルフと共に育ったこの獣けものたちも、ジェイドと同じくグラディウスの騎士だ。しかし、今はすっかりばててしまっている。立りつ派ぱな毛皮で全身を覆おおわれた彼らにとって、この環かん境きようはつらいだろう。


「フロストとケーナがもう限げん界かいだよ。どこかで休もう」


　ルビーウルフが言うまでもなく、ジェイドは宿を探さがしているようだった。快こころよく頷うなずき、一軒けんの宿屋を指差す。


　暑さで考えることを放ほう棄きしつつある一同は休めるならどこでもいいと宿屋に飛び込こんでいった。


　宿屋の女将おかみは六人もの客に驚おどろきつつも、商売っ気たっぷりに愛あい想そ笑いで出で迎むかえた。小さな町に宿はここしかないようだし、訪おとずれる旅人は少ないのだろう。金づるが大所帯で来たと、その笑え顔がおの頰ほおに書いてある。


　しかし、その表ひよう情じようがあるものを見て変わった。ぎょっと目を見開いている。その視線の先にいるのはフロストとケーナ──狼たちだった。


「あらまぁ、大きな犬だこと！　お客さんがたの犬かい？」


　女将はまず驚きの声を上げ、そして困こまったようにルビーウルフたちを見やった。普ふ通つう、人のための宿に獣は泊とめないものだ。せいぜい馬を厩きゆう舎しやに繫つないでおく程てい度どだろう。彼女が困こまるのも無理はない。


　しかし、怖こわがられることがないのは幸いだ。エピドシスには狼がいないのだと、旅たび慣なれた仲間の一人が言っていたのを思い出す。だから誰だれも狼だと言って逃にげたりしないが、毛足の長い大きな『犬』が珍めずらしいのだろう。今まで通つう過かしてきた村でも、この街でも、指を指されて注目されるほどに目立っていた。


　女将の困り顔に、ルビーウルフは追い出されることを覚かく悟ごした。しかし、すかさず歩み出た若わか者ものが慣れた調子で女将へ恭うやうやしく礼をしたことで空気が一変する。


「珍しい犬でしょ？　でもこれ、実は犬じゃないんだ。遠い北の国グラディウスに住む狼っていう獣なんだよ。そしてなんと、こいつらは人間の心を読む。心が清い人には何もしないけど、根こん性じようの悪い奴やつが近づけば……」


　そう言いながら若者はジェイドの服を引っ張り、狼たちのほうへ彼を近づけた。そして同時に、女将からは見えないようにして白い雄おす狼──フロストの尻尾しつぽの付け根をつねる。


　当然、フロストは唸うなった。彼も、急に近ちか寄よってきたジェイドがやったのだと思ったのだろう。金色の目で鋭するどくジェイドを睨にらんでいる。ジェイドは小声で違ちがう違うと弁べん明めいしていたが、フロストはふんっ、と鼻から息を吐はいてそっぽを向いた。


「この通り、威い嚇かくする。でも、あなたには唸ったりしない。つまり、あなたが心の清い人ってことだ。困っている旅人を追い出したりしないよね？」


　呆あきれるくらいわかりやすい駆かけ引きだ。大きな獣を連れているからといってルビーウルフたちを追い出せば、女将は心根の悪い女ということになってしまう。


　女将は迷まよっていた。人の心がわかるなんて信じられないといった様子だが、珍しい獣の神しん秘ぴ的な金色の目を見て、そういうこともあるのかもしれないと揺ゆらいでいる。それに何より、頰が赤らんでいた。まだ若い女将で、三十手前だろう。褐かつ色しよくの肌はだの若者に熱い視し線せんで見つめられ、もじもじと目を逸そらしていた。


「わ、わかったよ。どうぞ、泊まってって。でも、犬は外に……」


「そうそう。この犬はね、グラディウスでは幸運の象しよう徴ちようなんだ。この犬に気に入られた人は絶ぜつ対たいに幸せになれるってさ。だからグラディウスの人間でこの犬を飼ってる人は旅に必ず犬を連れて行く。旅の安全を願う意味もあるし、旅先で出会った人に幸運を分けてあげるためさ。この犬のために寝ね床どこや食事を用意したら、きっといいことが起きるよ」


　よくもまぁ、口からでまかせがぽんぽん飛び出すものだ。ルビーウルフは呆れて若者の言葉を聞いていた。


　彼の名はラーク・レウカンサ・サルヴロース。グラディウスと同じく神国であるサルヴロースの王子だ。濃のう淡たんに分かれた茶ちや髪ぱつと褐色の肌、そして孔く雀じやく石いしに似にた鮮あざやかな緑色の瞳ひとみ。傍はた目めには爽さわやかに映うつる快かい活かつな笑顔を武ぶ器きに、彼はどんな女の心でも容易たやすく掌しよう握あくする。──ルビーウルフや、ある一部の女たちを除のぞいて。


　狼たちに向けられる女将の目は、興きよう味み深そうな色に変わった。神国であるグラディウスで行われる習しゆう慣かんには、神の加か護ごがあるのかもしれないと思い始めたのだろう。ラークの言葉にすっかり騙だまされている。


　それでもまだ少し迷っているようだった。そこで、もう一押おし。ラークは流れるような自然な動作で女将の手を取り、その甲こうに口づけをした。


「麗うるわしいご婦ふ人じんに幸運を授さずけたいと願うことは罪つみなのかな？」


「どうぞどうぞ泊まってって！　お犬様もご一いつ緒しよに！」


　頭から湯気が立ち上りそうなほど顔を赤くした女将は反はん射しや的に承しよう諾だくの言葉を口走っていた。彼女が正気に戻もどる前に部屋を二つ借り、人数分の水を買って、ここでラークの役目は終わりだ。部屋まで案内してくれた女将に、扉とびらを閉しめる間ま際ぎわまで愛想を振りまいていた彼は誇ほこらしげに笑う。扉の向こうで、宿の主人らしき男だん性せいの声が、異い様ように顔を赤くした女将──妻つまの様子に驚き、病気ではないかと騒さわいでいた。不ふ憫びんだ。


　部屋は二つ借りたが、ひとまず一同は一部屋に集つどっていた。休む前に、いくつか決めておくべきことがある。


　水を一気に飲み干ほした双ふた子ごの少年たちが座ざを整えた。街で仕入れてきた地図を兄のリオンがテーブルに広げる。その間に、弟のティグルが部屋にあるだけの椅い子すを集めてきた。この宿には二人部屋しかないらしく、この部屋も例外ではない。当然、椅子も二脚きやくだ。六人に対して少ないが、この場では女二人が座すわって休めればそれでいい。そういう意図でティグルは椅子を用意した。


　その女のうちの一人がルビーウルフなわけだが、せっかくのティグルの気き遣づかいを無む駄だにするのは悪いと思いつつもルビーウルフは座らないままでいた。周囲の男たちは年下の双子を含ふくめ、全員ルビーウルフより背せが高いから、狭せまいテーブルを囲むには立ったままでいたほうが地図もよく見える。


「ここが、今僕ぼくらがいるエピドシスですね」


「うわ、本当に南の果てなんだなぁ。こんな暑いところもう嫌いやだよ。早くグラディウスに帰りたいよ」


　ティグルが大陸図の最さい南なん端たんを指差すと、リオンは顔をしかめて情なさけない声を出した。


　共に鉛なまり色いろの髪かみと鉄てつ紺こんの瞳。二人を外見のみで見分ける方法はただ一つ、兄のリオンが髪を束ねているということだけ。


　この双子もルビーウルフやジェイドと同じく、グラディウスの出身だ。まだ十四歳さいという幼おさなさだが、魔ま導どう騎き士し見習いとしてルビーウルフに仕えている。


　リオンが不満そうな声を出したことに、ルビーウルフは申し訳わけなく思った。本当なら今いま頃ごろは秋も深まりつつあるグラディウスで両親や妹と共に平へい穏おんに過すごしているはずだった彼らを、こんなことに巻まき込んでしまったのはルビーウルフだ。


　女王となって一年目。その記念式典の席で、グラディウスの神具〈導みちびきの剣けん〉が奪うばわれた。それを取り戻すために訪おとずれた島で、それぞれの意思とは関係なく集められた神国王家の血と名を継つぐラークたちと出会ったのだが、奪われた神具は灰はいとなって消えてしまった。


　消える直前、コロナードの神具である〈栄光の宝ほう冠かん〉からは四つの種が生じた。それらは、今はルビーウルフやラークの身に宿っている。どうしてそのようなことになったのかは不明だが、すべての神具が集うことを恐おそれた神の意思ではないかと思われた。


　どうすれば元の神具に戻るのかはわからない。わからないことを材料不足のまま鍋なべで煮にても答えが出るものではないし、ともかく今はそれぞれの国に帰ることが先決だ。あれこれ悩なやむのは、少しでも安全と言える場所で落ち着いてからのほうがいい。何せ、神具を奪った者たちの仲間は、いまだ姿すがたを見せることなく息を潜ひそめているのだから。


　どれだけの人数なのか、どういった者たちなのか、ルビーウルフたちは知らない。そんな仲間は本当はおらず、恐きよう怖ふ心しんを与あたえるためだけの妄もう言げんだったのかもしれない。それでも慎しん重ちようにならざるを得なかった。


　だから、海路は使えない。陸から遠く離はなれた沖おきで船ごと沈しずめられたら抵てい抗こうのしようもないからだ。船を壊こわせばその張ちよう本ほん人にんも海に沈むことになるが、彼らは死ぬことを厭いとわない。生まれ育った島を離れれば、命が削けずられてしまうのだ。それを承知で外界へ出た者たちだからこそ、捨て身の手段を使うことも考えられる。


　よって、陸路での移い動どうを決めた。ルビーウルフらグラディウスの者たちは、大陸最南のエピドシスから最北のグラディウスを目指すことになる。かなりの長旅になるだろう。


　それでも、帰らなければ。グラディウスの女王という役目からルビーウルフは逃にげられないし、逃げてはいけないのだから。


　涼すずしい気候に慣れているグラディウスの面々にとって、エピドシスの暑さは強きよう烈れつだった。リオンがしかめっ面つらになったのは長旅に対する不満はもちろんのこと、この暑さに参ってしまっているためでもある。


　日に当たらないで済すむ分、屋内はまだ涼しいほうだった。フロストとケーナは冷たい床ゆか板いたに腹はらをべったりとくっつけるようにして寝ねそべっている。外に放ほうり出されなくて、本当に良かった。


　そう思いつつ狼たちを見てルビーウルフが微笑ほほえんでいると、その視し線せんを遮さえぎるようにしてラークが顔を寄よせてきた。


「やっぱりルビーちゃんは狼おおかみと一いつ緒しよのほうがいいよね。俺おれの働きぶり見た？　褒ほめて褒めて」


　言いながら、甘あまえる猫ねこのように頭を摺すり寄せてくる。ルビーウルフがうんざりしてその頭を押おし返そうとしたところ、二人の間にジェイドがさりげなく割わり込んできた。地図をじっくり眺ながめようとするふりをしてごまかしているものの、彼が気き遣づかってくれたのを悟さとったルビーウルフは少し嬉うれしくなった。


　その時だった。がんっ、と耳みみ障ざわりな音が室内に響ひびいた。全員の視線がそちらへ向く。


　用意された椅子に、当然のように腰こし掛かけた女がそこにいた。白いリボンを編あみ込んで垂たらした亜あ麻ま色の髪は艶つやめいて、薄うすい灰はい色いろの瞳ひとみには高い矜きよう持じの光を宿している。


　ここが咲さき誇ほこる薔ば薇らの園そのや、大理石の大広間であればさぞかし絵になったことだろう。しかし残念ながら今彼女がいるのは粗そ末まつな宿屋の一室で、身にまとう衣服も安あん価かなものだ。その上、むすっと拗すねた顔つきをしているので、あまりお近づきになりたくない印象を放っている。先ほどの音は、彼女が陶とう器きの器うつわをテーブルに叩たたきつけた音だった。


　エミリエンヌ・シェリール・コロナード。ここに集う三人目の王族。神国コロナードの末すえ姫ひめだ。


　コロナードとサルヴロースは隣りん国ごく同士であるため、エミリエンヌとラークは幼おさない頃ころからの付き合いらしい。


　とは言うものの、二人は特別仲が良いわけではないようだ。ラークは一方的に慕したわしげな話題を振ふるものの、エミリエンヌは清流の真ん中でつんと取り澄すました白しら鷺さぎのようにそっけない。それでも諦あきらめずにラークが突つつき回すと癇かん癪しやくを起こして喚わめき散らすのだから周りの者たちにしてみれば迷めい惑わくな話だった。怒いかりの矛ほこ先さきがラークにだけ向いている間はいいが、飛び火してとばっちりを食うのはごめん被こうむりたい。


　なのに、今のエミリエンヌの怒りはどういうわけかラークとルビーウルフに向いていた。眉み間けんに深い皺しわを刻きざみ、灰色の瞳で二人をきつく睨にらんでいる。ラークと違ちがって、ルビーウルフとエミリエンヌはつい先日会ったばかりなのに、何がそんなに気に入らないのか。


　たしかに彼女が着ていた絹きぬの衣い装しようは長旅に相応ふさわしくないからと言って無理やり剝はぎ取り、安価な旅りよ装そうに着き替がえさせたのはルビーウルフだ。しかし、コロナードの末姫として愛めでられながら育ってきた彼女は着替えだって一人ではできないし、ルビーウルフ以外に女はいないのだから仕方がない。エミリエンヌだけに特別粗そ末まつな服を与あたえているわけでなく、皆みなも似にたような格かつ好こうだ。文もん句くを言われる筋すじ合あいはない。


　わけがわからないまま睨まれたルビーウルフは、反はん射しや的に睨み返していた。売られた喧けん嘩かはつい買ってしまう。


　エミリエンヌはぷいっと横を向いた。何が不満なのかも言わないから、ルビーウルフはすっきりしない気分になる。とはいえ、彼女の不ふ機き嫌げんはいつものことだ。急に不本意な長旅をさせられることになってしまったのはかわいそうだが、始し終じゆうしかめっ面でいられるのも困こまる。


　それに、今日はこの宿屋に入った時点ですでに機嫌が悪かった。一同の最さい後こう尾びでラークと女将おかみのやりとりを眺めつつ、エミリエンヌがきりきりと眦まなじりを吊つり上げていたのをルビーウルフは見み逃のがさなかった。


「進路はどうしましょう？」


　険けん悪あくになりかけた空気を変かえようと、ティグルが全員に問いかけた。機嫌の悪いエミリエンヌになど構かまっていられないので、ルビーウルフも地図に目を向ける。


　くすんで汚よごれた布ぬのに描えがかれた大陸図。その南の端はしの国がルビーウルフたちの現げん在ざい地ちだ。先ほどようやく地図が手に入ったので、今から進路を決めなくてはいけない。


「どうするって言っても、ほぼ決まったようなもんだけどなぁ」


「ですね。東寄りに北上するのが賢けん明めいかと」


　ラークのつぶやきにジェイドが同意して頷うなずく。


　エピドシスの北には三つの国が接せつしている。西側から、ヒュノーラ、リゼリル、ディアノイアだ。


　最短距きよ離りを選べば真ん中のリゼリルを北上するのが早いが、それは躊躇ためらわれた。


　リゼリルは神の存そん在ざいを否ひ定ていする国だ。力こそがすべてと唱となえる。神具を持ち、王族が神の子の末まつ裔えいであると言われる神国にも反発的だ。


　もとは内陸の小国であったリゼリルは、隣接する国々を武ぶ力りよくによって支し配はいしてきた。その国土も、今では神国に匹ひつ敵てきする広大な土地となっている。


　ただでさえ穏おだやかとは言えない気き質しつの国を、神国の王族が連れ立って通つう過かするのは危き険けんすぎた。少し回り道をしてでも避さけたほうがいい。


　それと同様に、西側のヒュノーラも回かい避ひすべきと言える。ヒュノーラはリゼリルの属ぞつ国こくとなって久ひさしい国だ。国といってもリゼリルとの境さかいはあってないようなもので、ヒュノーラ地方と呼よぶべきだろうか。当然、この地に踏ふみ入るのも賢明ではない。


　よって、東側のディアノイアを北上しようとラークもジェイドも考えたのだ。この国はまだリゼリルの力に染そめられていないはずだ、とラークは言う。奔ほん放ぽうな性格で、旅慣なれた彼の言葉は自信と説得力に満ちていた。


　ディアノイアを越こえれば、そこはコロナードだ。王おう城じようまで行けば残りの旅の資金や必要な品々も調達できるはず。それに何より、エミリエンヌを祖そ国こくに送り届とどけたことになる。


　ラークとジェイド、そして双ふた子ごたちはディアノイアをどう進むか、どれほどの行こう程ていになるのかを話し合いはじめた。


　普ふ段だんはふざけてばかりいる印象のラークが今はその中心となって受け答えしている。足で覚えた彼の土と地ち勘かんは相当なもので、エピドシスでも立りつ派ぱな案内役となっていた。一行の旅の命運は彼の双そう肩けんに掛かかっていると言ってもいいだろう。彼自身もそれを自覚しているようで、男相手でも悪あく態たいをつくことなく真しん剣けんな目でジェイドたちの話を聞いている。


　その光景を一歩引いた所から眺ながめ、ルビーウルフはぽつんと取り残されていた。難むずかしい話し合いになると、野や性せいの勘と度ど胸きようだけを頼たよりに生きてきたルビーウルフは一いつ切さい口出しできなくなる。下へ手たに引ひっ搔かき回すより、ここは知ち識しきを持っている彼らに任まかせておいたほうがいい。


　しかし、こうして待っているだけというのもつらい。何せ、先ほどからずっと気づかないふりをしている視し線せんが──


「ねぇ、ちょっと」


　あえて見ないふりをしていたのに、その視線の主はそんな気き遣づかいさえ踏み倒たおして声をかけてきた。仕方なくルビーウルフがそちらを向く。


「何？」


「暑いのよ。扇あおいでちょうだい」


　そう言ってエミリエンヌは開いた扇おうぎをルビーウルフに差し出してきた。黒い絹きぬのレースが張はられた扇だ。上等な品である。こういった物を身につけていると、金目のものを狙ねらう輩やからに襲おそわれる危険性があると言ってルビーウルフは処しよ分ぶんすることを薦すすめたのだが、エミリエンヌは断だん固ことして手放さなかった。服を質しつ素そなものに着替えさせられても、これだけは絶ぜつ対たいに嫌いやだと言い張ったのだ。


　結局、人目につくところでは使わないことを条じよう件けんに、ルビーウルフは妥だ協きようした。だというのにこの女は、椅い子すにふんぞり返って扇げと言う。呆あきれてしまった。


「自分のことは自分でやんな。着替えだって、そろそろ一人でできるようになってよね」


　自分の世話もろくにできないエミリエンヌの諸もろ々もろの手伝いをやっているうちに、彼女はルビーウルフを侍じ女じよか何かと勘かん違ちがいしてしまったのだろうか。エミリエンヌは十九歳さいでルビーウルフより三つほど年上だが、こちらはグラディウス女王であちらはコロナードの王女。位だけで見ればルビーウルフのほうが上だ。ただしルビーウルフはそういったことで目くじらを立てるつもりはないし、むしろどうでもいい。ただ単に、自分でできるはずのことを覚えようともしないで他人にやらせようとするエミリエンヌの言動や態度が気に入らないだけだ。


　横おう柄へいな態度を取る女は他ほかにも知っている。しかし彼女はそれが許ゆるされるだけの力を持っていたし、いざとなれば自分のことは自分でできる人だった。はじめから人に頼たよろうという気でいるエミリエンヌとは違う。


　要求を突つっ撥ぱねられたエミリエンヌは、ふてくされた顔で扇を閉じた。あくまでも自分で扇ぐつもりはないらしい。


　灰色の双そう眸ぼうは憎にくらしそうにルビーウルフを眺めていた。そして、ぽつりと言葉を零こぼす。


「信じられませんわ。こんな子がグラディウスの女王だなんて」


　小声で言ったつもりだろうが、生あい憎にく聞こえてしまっている。


　もちろん、女王に見えないと言われてルビーウルフは憤ふん慨がいなどしない。むしろ大歓かん迎げいだ。人前ではあまり口にできないが、今でも自分の本分は盗とう賊ぞくだと思っている。だから、正直にそう告げた。


「あたしだって信じられないさ。ずっと盗賊やってたんだから。できることなら……戻もどりたい」


　苦く笑しようして言うと、エミリエンヌは目を逸そらした。独ひとり言ごとを聞かれていた気まずさもあるだろうが、ルビーウルフの言葉に含ふくまれる意味を悟さとったのだろう。
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　ルビーウルフが盗賊と狼おおかみに育てられた特とく異いな過か去こを持つ女王だということは、その珍めずらしさから瞬またたく間に世に広まった。エミリエンヌも知っていた。それでも人々が想そう像ぞうするのはこんな小こ娘むすめではなく、凜りんとした佇たたずまいの威い厳げんある女王だろう。自ら望んで王位を奪だつ還かんしたと思われている。


　けれど本当は違う。かつての仲間を殺された復ふく讐しゆうの結果がこれだ。養ってくれた仲間を守れなかった罪つみに対する罰ばつ。ルビーウルフにとってそれは、望まない女王という役をこなすことだった。己おのれの平へい穏おんと幸福を踏ふみにじったもののために自由を捨すてる自じ虐ぎやく行こう為いで、自身を罰している。


　自覚はなかった。けれど気づかされた。そしてそれすらも、罪ざい悪あく感かんから身を守ろうとする自じ己こ防ぼう衛えいだと悟さとった。


　なのにやめられないでいるのは、ルビーウルフは人が思うよりも強くはないからだ。心の奥おく底そこを抉えぐった傷きずは癒いえることなくじくじくと痛いたみ続けている。


　エミリエンヌとルビーウルフのやりとりに、話し合いに夢む中ちゆうになっている男たちは気づいていない。


　世に流れる噂うわさとの違いを、エミリエンヌはルビーウルフに会って知った。今の立場にある、その経緯いきさつも。だからルビーウルフが死んだ仲間のことを思い出していると悟って、目を逸らした。すると逆ぎやくに沈ちん黙もくが気まずくなったのか、そっぽを向いたまま新たな話題を振ってくる。


「だ、だいたい、その格かつ好こうはなんですの？　まるで男みたい。服は、まぁ、今はわたくしも似にたようなものですけど……。髪かみくらい伸のばしたらいかが？　女がそんなに髪を短くするなんて、聞いたことがなくてよ」


「そうなの？　注意されたことないけど。グラディウスでは街に出ると髪の短い女もいるし。グラディウスとコロナードの習慣の違いじゃない？」


　とはいえ、女の短たん髪ぱつといってもせいぜい肩かたのあたりまでだ。ルビーウルフほどさっぱりと切ってしまっている女は見かけない。男みたいと言われても仕方がないし、実じつ際さいに男に間ま違ちがえられたことだってある。


　髪は伸びれば自分で切っていた。幼おさない頃ころからそうだったが、特にこだわりがあるわけではない。編あんだり束ねたり結ゆい上げたりという作業がない分、短いほうが楽だったからだ。


「庶しよ民みんの女はそれでも構かまわないの。だって社交界とは縁えんのない者たちですもの。だけど、あなたは女王となって一年も経たつんでしょう？　その役目を負うと決めたのなら、それに見合った格好をなさいよ。結い上げて花や宝ほう石せきで飾かざることもできないような髪では、どんなに綺き麗れいなドレスを着ていても貧ひん相そうだわ」


　たしかに言われてみれば、ルビーウルフが盛せい装そうしなければいけない時に世話役の女官たちが髪型をどうするかで四苦八苦していたのを思い出した。短さのせいで結い上げることができず、髪そのものを糸の代わりにして真しん珠じゆを結んだりしていた。最近では、金具で髪を挟はさむだけで装着できるものを主に使っている。


　女官たちの腕うででどうにか様にはなっていたが、エミリエンヌの言うことはもっともだった。グラディウス王おう城じようではルビーウルフの自由を尊そん重ちようしてか髪型で注意されることはなかったが、社交慣なれしているエミリエンヌから見て貧相だと思われるようなら、これも改めるべきかもしれない。


「ご忠ちゆう告こくどうも。考えてみるよ」


　ルビーウルフが素す直なおにそう言うと、エミリエンヌは拍ひよう子し抜ぬけしたような顔でこちらを向いた。どうやら、ルビーウルフが反発するものと思っていたようだ。つまらなそうに溜ため息をつく。


　よほど喧けん嘩かがしたいのだろうか。エミリエンヌの態たい度どや行動は常つねに不ふ可か解かいだ。


　話題がなくなってしまったが、ルビーウルフからは特に話したいこともない。エミリエンヌは居い心地ごこち悪そうに扇おうぎを開いたり閉じたりしていた。


　二人の間には沈黙が流れていたが、部屋の中は無音ではない。ジェイドたちが道どう程ていについて意見を言い合っていた。それもまとめに入ったようで、ふいにラークは女二人のほうへ振り返ってテーブルの地図を指差した。


「ルビーちゃん、エミリー、明日からのこと大まかにだけど決まったから説明するよ」


　そう言われ、ルビーウルフは話し合いの輪に戻もどった。しかしエミリエンヌは再ふたたびむすっと拗すねた顔になってラークを一いち瞥べつし、そっぽを向く。説明を聞く気など、まるでない。


　ラークは彼女のこんな態度には慣れているようで、そのままルビーウルフにだけ説明を始めた。その話を聞きつつ、ルビーウルフの耳はエミリエンヌの小さなつぶやきを聞き拾っていた。


「どうしてわたくしの名前が、その子より後なんですの？」


　子こ供どもみたいなわがままに呆あきれ、ルビーウルフは溜め息をついた。





　　　　†




　エピドシスの昼間、外を出歩く者は少ない。


　日の光が真上から降ふり注ぐ時間帯に日ひ陰かげから出れば、肌はだが焼けて身体からだからは水分が奪うばわれ、下へ手たをすれば命を落としてしまうからだ。そのため、人が活発に活動するのは早朝と夕ゆう暮ぐれ時。夜になると今度は昼間の熱気が噓うそのように冷え込こむから、深夜もまた人の活動は抑おさえられていた。


　それでも、どうしても昼間や深夜に外へ出なければいけない時は、日光や夜の冷気から身を守るために全身を覆おおうフード付きの外がい套とうを羽は織おるのが当たり前だ。だからエピドシスの人々は皆みなが示しめし合わせたように似たような姿すがたをしている。人ごみの中で逸はぐれてしまったら、互たがいを捜さがすのにも苦労しそうだ。


　しかし、ルビーウルフたちにはそんな心配はあまり必要なかった。移い動どうは深夜から早朝にかけて行うと決めていたからだ。岩と砂すなばかりの寒々しいエピドシスの街や村を、冴さえた月の下をひたすら歩いて北上していく。


　夜に移動するのは、体力の消しよう耗もうを抑えるためだ。歩いて体を動かしていれば夜の冷気には耐たえられるが、炎えん天てん下かを歩いていれば熱中症しようなり脱だつ水すい症しよう状じようなりで倒たおれてしまう。だから夜に歩いて必要なものは早朝に買い、昼間は休むと決めていた。


　それに、深夜は人目にもつきにくい。この土地では珍めずらしい狼おおかみたちの姿で目立つこともない。狼たちにしても、深夜の移動のほうが負ふ担たんは軽かった。


　季節が秋ということもあり、ディアノイアの北部まで行けば昼夜の寒かん暖だんの激はげしさも和やわらぐそうだ。ディアノイアの南部とエピドシスの北部──つまり国こつ境きよう付近が、以前訪おとずれたことのあるプラージュと同じような気候だとラークが言っていた。


　そんなわけで、一行は昼間に宿を取って眠ねむる。二部屋借り、男女に分かれるのが常だ。女部屋にはフロストとケーナもいるが、人間はルビーウルフとエミリエンヌだけなのでそれぞれ寝しん台だいも確かく保ほできるし、狭せまくるしさもあまり感じない。


　対して、男部屋は大変そうだった。本来なら二人用の部屋に、節約のため四人も詰つめ込まれているのだ。そのことに最も不満げだったのはラークだが、宿の主人らに無茶な要求を飲ませるのも彼だった。文もん句くを言いつつも、長旅の苦労を知っているために私し情じようより実利を優ゆう先せんさせている。


　簡かん素そな部屋だ。隙すき間ま風が通り抜ぬけていく。壁かべは泥どろを長方形に固めた煉れん瓦がのようなものを積み重ね、木の骨ほね組ぐみや柱と共に屋根を支ささえている。煉瓦のような、とは言っても、本物の煉瓦のように窯かまで焼いたりはせず、ぬかるんだ土に粘ねん土どを混まぜて乾かわかすだけらしい。雨季にまとめて拵こしらえておくそうだ。黄土色のざらついた壁へき面めんに指を滑すべらせると、細かな粒りゆう子しの砂すな粒つぶがついた。


　強度は低そうだな、というのがルビーウルフの感想だった。雪深いグラディウスでは考えられない建けん築ちくだ。エピドシスで今まで見かけてきた建物のほとんどが背せの低い家屋だったし、上からの圧あつ力りよくに対しては無む防ぼう備びといっていいだろう。


　しかし、通気性には優すぐれていた。この時間帯の屋外は人間さえ一いつ瞬しゆんで干ひ物ものになってしまいそうな暑さなのに、建物の中にいるとまだ涼すずしいほうだ。


　気候や土地の環かん境きように合わせて衣食住は変化する。面おも白しろいな、と微笑ほほえんでルビーウルフは指についた砂を払はらった。


「よくまぁ、笑っていられますこと」


　毛もう布ふしか置かれていない、ベッドと呼よぶのも相応ふさわしいか迷まよってしまう寝台の上で膝ひざを抱かかえているエミリエンヌが不満げにつぶやいた。彼女の機き嫌げんが良くなる時なんてあるのだろうか。そう思ってしまうくらい、常つねに苛いら々いらと眉み間けんに皺しわを寄よせていた。


「こんな生活もう嫌いやよ。ベッドも椅い子すも硬かたいし、あまり清せい潔けつじゃないわ。お食事だって、あんなのが人の食べるものなの？　信じられない」


「文句言っても環境が変わるわけじゃないよ。それに、食事だってあたしから見りゃあ上等なもんだ」


　宿の女将おかみが用意してくれた食事は、野菜と肉を煮に込こんだトウモロコシのスープだった。味もしっかりついているし、栄養もある。ルビーウルフが山で生活していた頃は、もっと粗そ末まつな食事をしていたこともあるから、むしろ贅ぜい沢たくなくらいだ。


　エミリエンヌの口に合わないのはわかる。しかし、空くう腹ふくに耐えられるほど彼女は強くない。出されたスープはしっかりと平らげていた。


「せっかく作ってもらったものを食べておきながら、人の食べるものじゃないってのは聞き捨ずてならないね。嫌ならはじめから食わなきゃいい。不ま味ずい不味いって言いながら、そのわりによく食う奴やつのことを下げ衆すの謗そしり食いって言うんだよ。覚えときな」


　ルビーウルフの言葉に、エミリエンヌは顔を赤くして戦慄おののいた。


「下衆ですって!?」


　寝台から降りてルビーウルフに摑つかみ掛かかってきそうな勢いきおいに、床ゆかで寝ねそべっていたフロストが反はん応のうした。さっと立ち上がってルビーウルフの前に立ち、金色の瞳ひとみでエミリエンヌを睨にらみつける。


　その眼がん光こうにエミリエンヌは怯ひるみ、寝台に戻もどった。高い所に避ひ難なんしたつもりだろうが、その程度の高さに逃にげたところであまり意味はない。フロストにしても、エミリエンヌが本気でルビーウルフに危き害がいを加えるような度ど胸きようなど持っていないと悟さとっているので、それ以上のことはせずに再ふたたび床に腰を下ろす。


　エミリエンヌは悔くやしげに唇くちびるを嚙かんでいた。ルビーウルフに文句を言いたいが、フロストが怖こわくて何も言えずにいる。これ以上エミリエンヌの愚ぐ痴ちに付き合いたくないルビーウルフも、あえてフロストを下がらせずに黙だまっていた。


　どうしていいのかわからず、身動きも取れないでいるエミリエンヌを見かねたのはケーナだ。暑さでばてていた体を重そうに持ち上げ、エミリエンヌの寝台に前まえ脚あしをかける。砂すな色いろの尻尾しつぽを控ひかえめに振ふりつつ彼女の顔を心配そうに覗のぞき込み、その心情を探さぐるようにふんふんと鼻を鳴らした。


　しかし、エミリエンヌには逆ぎやく効こう果かだったようだ。びくりと震ふるえて身を縮ちぢこませ、ケーナを追いやるように手を振る。


「近寄らないで！　暑苦しいのよ、毛むくじゃら！」


　甲かん高だかい声でそう叫さけんで、頭から薄うすい毛布を被かぶってしまった。眠ねむっていなくても寝たふりをしてくれるだろうから、静かになって丁ちよう度どいい。


　しかし、拒きよ絶ぜつされたケーナは寂さびしげに項うな垂だれた。振っていた尻尾も動きを止めてだらりと下がる。


「ケーナ、おいで」


　ルビーウルフは自分の寝台に上がって、ケーナを呼んだ。ひょいと飛び上がって体を摺すり寄せてくるケーナを慰なぐさめるように抱だきとめ、黄土色の壁の向こうに目を向ける。


　壁一枚まい隔へだてたあちら側はジェイドたちが借りている部屋だ。通気性の良い壁だから、空気と一いつ緒しよに音も漏もれやすい。ルビーウルフとエミリエンヌの言い争いを聞きながら、はらはらしていたであろう彼の顔が見えるようだ。


　エミリエンヌの言動をルビーウルフが快こころよく思っておらず、同じくエミリエンヌもルビーウルフを好意的に見ていないと素す早ばやく察したジェイドは、絶ぜつ対たいに喧けん嘩かをしないようにとルビーウルフに言いつけていた。


　ルビーウルフもエミリエンヌも国の名を背せ負おっている身だから、その諍いさかいは個こ人じんのものでは収おさまらなくなることがある。特にエミリエンヌの身勝手な言動は有名で、父王は苦労してばかりだという。王である父さえ振り回す姫ひめ君ぎみと敵てき対たいするのは得とく策さくではない。


　だからルビーウルフも必死で気を落ち着けていた。本当なら、今までに何度拳こぶしを振り上げそうになったことか。それを堪こらえているのだから、文句を言うくらいは許ゆるしてほしいところだ。


　ケーナを抱だきながら横になる。暑かろうが苛いら々いらしてようが、昼間は少しでも眠っておかなくてはいけない。夜になれば砂と岩ばかりの悪路を歩いて北上しなければいけないのだから。


　とにかく、早くコロナードへ着きたい。ひとまず安全を確かく保ほできる国だし、何よりエミリエンヌを放ほうり出せる。


　先を急ぐ理由は、今のルビーウルフにとっては後者のほうが大きかった。もちろん、他の事だって気には掛けているけれど。


　無む意い識しきのうちに、右手で胸むな元もとに触ふれていた。ここに吸すい込まれるように消えたあの光を思い出す。


　神具は灰はいになった。ラークとエミリエンヌが、それぞれの国の神具が崩くずれていく様を見ていた。ルビーウルフが持っていたグラディウスの神具〈導みちびきの剣けん〉と、傍そばにあったトライアンの神具〈裁さばきの天てん秤びん〉も同じように消えたと、見ていた少年が教えてくれた。


　神具が消える直前に、コロナードの〈栄光の宝ほう冠かん〉から転がり出た種。光を発する種はラークとエミリエンヌ、そして離はなれた場所にいたルビーウルフのもとに現あらわれて、その身に吸い込まれたのだ。


　神国の王族は神具の守り手であり、運び屋でもある。このまま無事に国へ帰れば、種から再さい生せいするのだろうか。


　しかし、どうやって再生するのか。その時、この体には何か変化が起こるのだろうか。そう思うと胸元がむず痒がゆくなるような気がして、薄うす気き味み悪わるい気分に襲おそわれた。


　不安に思っているのはルビーウルフだけではない。誰だれもが神具再生という未知の事じ態たいに戸と惑まどっているはずだ。それなのに誰もこのことに関しては不自然なくらい話題にしない。


　当事者であるルビーウルフやラーク、エミリエンヌはもちろんのこと、ジェイドや双ふた子ごたちも口にしないのは、話題にすることでどんどん嫌な想そう像ぞうが膨ふくれていくとわかっているからだ。噂うわさと同じで、不安というものにも背せびれ尾おひれが付くものなのだから。


　神具が再生しても何も起こらないのかもしれない。何かが起こるという確かく証しようも、予よ兆ちようすらない。わからない、ということそのものがすでに心の負荷となっているから、そこに積み重なっていく感情も自然と重苦しいものになるだけで。


　天てん井じようを仰あおいでいた目を閉とじて、片かた腕うでを瞼まぶたの上に置いた。細く長い溜ため息をつく。


（眠れない？）


　すぐ耳元で囁ささやくケーナの声。エミリエンヌは暑苦しいと言ったけれど、この柔やわらかい砂色の毛け並なみはどんな上等な毛布より心地ここち良よい。


（今は少しでも休んでおけ。おかしなものが近づいてきたら俺おれとケーナが察さつ知ちする）


　床で伏ふせているフロストも静かに告げた。


　懸け念ねんは他にもあった。どこにいるか、いるのかどうかもわからない敵てきの存そん在ざいだ。いつ襲われるだろうかとぴりぴりしていたら、神しん経けいが参ってしまう。


　共にいる人々の中で、ルビーウルフは最も鋭するどい感覚を持っている。それをわかっているから、ルビーウルフは無意識のうちに誰よりも先に外敵の気配を察しようと気を張ってしまっているのだ。


　しかし、その鋭い感覚も常じよう人じんより鍛きたえられているとはいえ、狼たちには敵かなわない。得意分野は彼らに任まかせておいて、身しん体たい能のう力りよくで劣おとる人間たちはとにかく疲ひ労ろうの回かい復ふくに努めるべきだ。


「わかってる。フロストとケーナも無理しないでね」


　そう答え、ルビーウルフは体から力を抜ぬいた。もう一度深く長く息を吐はき出すと、すぐに眠気が襲ってくる。


　慣なれない気候の土地は、自覚している以上に体を疲ひ弊へいさせているようだった。





　　　　†




　その城しろは植物園に囲まれていた。


　世界各地から集めてきた植物。その植物園の中では珍ちん種しゆの動物も遊ばせている。それらの管理をする庭にわ師しだけでも数十人は召めし抱かかえ、暑さや寒さに弱い動植物には特別な囲いを拵こしらえさせている。


　上空から見たならば、環かん状じように生おい茂しげった緑の中央に王おう城じようが白い輝かがやきを放っていることだろう。その森のような様相の土地が、王都の中心に据すえられている。


　コロナード王都、シャリテ。百年も前の時代、当時名を馳はせた建けん築ちく家かや造園師を招しよう集しゆうして建て直されたという王城と、区画整理された都市。王城を中心に、真円を描えがくように王都の中は仕切られている。王城の外は貴き族ぞくらの住まう区画で、そのまた外は富ふ裕ゆう層そう、さらに外は庶しよ民みんの街だ。木の年輪のような姿すがたをした都市である。


　王城に至いたる道は四よ筋すじ。東西南北に大通りが走っている。隔かく壁へきごとに門があり、そのすべての門を潜くぐれるのは王族か貴族、または王家の許きよ可かを得た者だけ。その他、年に何度か祭事で開放されることもあるが、基き本ほんは各門で手続きを行わなければ許可を得た者でも通つう過かできない。


　厳げん重じゆうに守られる王家を、街の者たちは誇ほこらしげに称たたえる。なぜならこの街の中心にある王城は、世界で最も富とみ栄さかえ、その恵めぐみを民たみにもたらす王家が住まう城だからだ。何重もの囲いで守られて当然だと、この王都に身を置く者は考えている。


　王家の財ざいを使って景観を保たもたれた街は各家や商店の庭先に咲さく花も季節に合わせて統とう一いつされ、散った花びらも王家に雇やとわれた清せい掃そう員いんによって毎日片づけられている。逆に、公共の場を故こ意いに汚よごす者は厳きびしく罰ばつせられる法があるのも、この国の特とく徴ちようだった。


　そんなシャリテの街に、西門から駆かけ込こんできた一いつ騎きがあった。門番に一言声をかけるだけで、その者はあっさりと通される。鞍あん上じようの人が身にまとっている臙えん脂じ色の服が、コロナード王家の魔ま導どう騎き士しを示しめすものだからだ。その他、馬具や腰こしに佩はいた刀とう剣けんにもコロナードの紋もん章しようが刻きざまれており、それそのものが通行証となっている。


　シャリテの最さい奥おう──コロナード王城で彼を迎むかえた王は、その報ほう告こくに愕がく然ぜんとした。


「エミリエンヌが、消えた……？」


　五つ目の神具〈全知の書〉が見つかったという報を受け、グラディウスに向かった娘むすめ──エミリエンヌが消えたなどと言われても、すぐには理解できなかった。


　報を持ち帰ったのはエミリエンヌの警けい護ごを務つとめていた騎士だ。彼は王城に戻ってくるなり、王の姿を自ら捜さがした。王城を取り囲む植物園の、人工池の畔ほとりは王が好んで散歩をする場所だから、人を使って帰城を報しらせるより自ら赴おもむいたほうが早いと判はん断だんしたのだろう。


　エミリエンヌと共にグラディウスへ向かったはずの騎士がたった一人で戻ってきた。それも、急いで。表面上は落ち着いているものの、隠かくしきれない焦あせりを王は彼から感じ取っていた。良くない報せを持ってきたのだ、と。


　けれど、まさかこんな報せだとは。信じられない……いや、信じたくない思いから、ふざけたことを言うなと怒ど鳴なりそうになる。しかし、どうにか踏ふみとどまって堪こらえた。今は冷静さを欠いてはいけない。


「……何があった？」


　感情を押おし殺すため、低い声音で問う。騎士は片かた膝ひざをついた姿し勢せいで、事の次し第だいを報告した。


　エミリエンヌと共にコロナードを出立した一いち団だんは、サルヴロースの平野を横おう断だん中に一人の若者と合流した。サルヴロースの王子、ラークだ。彼もグラディウスに向かう途と中ちゆうだったようで、サルヴロースの神具〈守しゆ護ごの盾たて〉を身につけていた。


　エミリエンヌとラークは、エミリエンヌが一方的に嫌きらっているとはいえ旧きゆう知ちの仲だ。このコロナード王城にもよく出入りしているラークがいつものようにエミリエンヌと話をしていたところ、ふいに二人が消えたという。


　あまりに突とつ然ぜんのことで、誰も対たい処しよができなかった。騎士はそのことを悔くい、深く詫わびた。


「そのまま行方ゆくえ知れずということか……」


　王は重苦しい溜ため息をついた。眉み間けんに皺しわが寄よる。人工池で飼かわれている魚が跳はね、ぽちゃりと水面を揺ゆらす音が場ば違ちがいなほど長閑のどかに響ひびいた。


　騎士はさらに続ける。


「消えたのは、エミリエンヌ様とラーク王子殿でん下かだけではありません」


　その言葉に王は眉根を寄せた。どういうことかと、騎士に話の先を促うながす。


「〈全知の書〉が見つかったというグラディウスからの報せを持って来た使者も、混こん乱らん後に姿を消していました」


　エミリエンヌを送り出すきっかけとなった報せ。神国の王族に対し、神具を携たずさえて集つどうよう呼よびかけるものだった。それの報せを持って来た使者が、エミリエンヌたちと同時に姿を消した。それはつまり──


「我われ々われはグラディウスに騙だまされたということか？」


「わかりません。ただ、私はこの次第をご報告すべく一団より先に馬を走らせ戻もどって参りました。共にいた他の騎士らも、それぞれサルヴロースとトライアンに報せを、そしてグラディウスには説明を求める書しよ状じようを持って向かっております。まずは陛へい下かのご指し示じを仰あおがねばならないと存ぞんじてはおりますが、シャリテへの帰路と往おう復ふくする時間は惜おしいと判はん断だんし、勝手ながら各国へ使者を走らせました」


　その報告に王は頷うなずく。エミリエンヌが姿を消したことにグラディウスが関かかわっているなら、一いつ刻こくも早くその無事を確かく認にんしたい。それと同様に、サルヴロースにも何か手て掛がかりがあるかもしれない。ラークが共に消えたのだから。


　そう、ラークが一いつ緒しよだ。王が今平静を保たもっていられるのも、エミリエンヌが一人きりではないという僅わずかな支ささえがあるから。


　コロナードはおろか、シャリテからも、ましてや王おう城じようからも滅めつ多たに出たことがない娘だ。甘あまやかしてしまったせいか、わがままな性せい格かくに困こまらせられることもあるけれど、それさえも愛いとおしい我わが子。自身がどれほど世間知らずであるかを自覚させるために断だん腸ちようの思いで使いに出したが、こんなことになるなんて。


「シャティナ、といったか。グラディウスの新しい女王は……」


　盗とう賊ぞくと狼おおかみに育てられた娘だと聞いた。会ったことはないが、その姿を見た者の話によると、エミリエンヌより若わかいが気き迫はくに満ちた少女だったという。彼女と会えば、エミリエンヌにも良い刺し激げきになるだろうと期待していたのに。


　エミリエンヌの失しつ踪そうにグラディウスが絡からんでいるのなら、この裏うら切ぎりは決して許ゆるさない。




　第２章　砂すなの旅路







　ディアノイアまで、あともう一息。


　今夜は最後の砂さ漠ばく越ごえだ。エピドシスの人々は砂漠の中でも生きていく知ち恵えを持っているから、村落は思いのほか点てん在ざいしていた。かといって、どこでも住めるというわけではないようだ。地下深くを走る水脈に添そって、井い戸どを掘ほれば水が湧わく場所に人が集まっている。


　だから、水の出ない場所に人は近寄らない。エピドシスの南に広がる荒あれ地ちには水が出ず、そのうえどういうわけか、どんな土地にでも根を張はる強きよう靱じんな穀こく類るいさえ実ることなく枯かれてしまうという。だから、エピドシスの人里は北部に集中していた。ルビーウルフたちが南の荒地から来たと聞いた宿の主人らが、あんな場所になんの用があるんだと驚おどろいていたほどだ。


　北上するごとに村や町は増ふえ、食料などの調達も楽になった。夜の砂漠を歩くのにも慣れ、空を見上げる余よ裕ゆうもできてきた。──ただ一人を除のぞいては。


「もう疲つかれましたわ。少し休みましょうよ」


　後方から聞こえた声に、またかと溜ため息をつく。ルビーウルフは隣となりに並ならんで歩いていたジェイドと顔を見合わせ、肩かたをすくめた。


　振ふり返ってみると、エミリエンヌが少し離はなれた場所で不満そうに唇くちびるを尖とがらせていた。ラークが手を引いて励はげましつつ歩かせていたが、もう自分はここで休むんだと勝手に決めてしまったらしく、一向に動く気配はない。


「さっき休んだばっかりじゃないか。そんなにちんたら歩いてたら朝になっちゃうよ。それとも、昼間に日光浴びながら歩くほうがいい？」


　ルビーウルフの苦言に、エミリエンヌは呻うめいた。言い返す言葉が見つからないのか、悔くやしそうにルビーウルフを睨にらみつけてくる。


　堪こらえ性しようのないエミリエンヌはすぐに休みたがる。本当に体力が足りないなら考えてやらないこともないが、彼女の場合はただ単に自分の足で歩くことが嫌いやなだけだ。いつになったら馬車を用意してくれるのとか、靴くつに砂が入って気持ち悪いだとか、口を開けば不満ばかりだ。


　先ほどもエミリエンヌが疲れたと言い出したので休んだばかりだし、そんなに何度も休きゆう憩けいに付き合っていられない。次の町に着く前に朝になってしまったら、炎えん天てん下かの砂漠を歩かなくてはいけないのだから。


「足が痛いたいのよ。それに、ほら。これから坂を上らなくてはいけないでしょう？　だからその前に足を休めておかないと、途と中ちゆうで力尽つきてしまいますわ。そうなってから斜しや面めんで休むより、この平らな場所のほうが座すわるのにも楽でしょう？」


　どうにか自分の主しゆ張ちようを正当化しようと、エミリエンヌは前方を指差しながら言った。


　彼女の言う通り、一行の目の前には砂の丘おかが迫せまっていた。


　砂漠は平原ではない。風に運ばれた砂が吹ふき溜たまって凹おう凸とつを拵こしらえ、まるで波のような小山と谷が延えん々えんと続いている。今ルビーウルフたちがいるのは、丁ちよう度ど一山越えた場所。擂すり鉢ばち状じようの盆ぼん地ちだった。どちらを向いても砂の壁かべで、エミリエンヌはうんざりしてしまったのだろう。しかし、今はそんなわがままに付き合っていられない。ルビーウルフはさっさと先頭を切って歩き出そうとした。


　主張を無む視しされたことに、エミリエンヌは拗すねてしまったようだ。その場に座り込む。ルビーウルフがもう一度振り返ってみると、彼女はそっぽを向いて目を合わせようとしなかった。


　ルビーウルフとエミリエンヌのちょうど真ん中を歩いていた双ふた子ごが困こまったように二人の顔を見み比くらべていた。リオンもティグルもエミリエンヌのわがままに呆あきれてしまっているようだが、自分たちから彼女に文もん句くは言えないので、ルビーウルフに一いつ喝かつしてもらいたいらしい。


　ルビーウルフは深く溜め息をついた。無む駄だに気位の高い女は扱あつかいにくくて困る。どう言えばエミリエンヌを歩かせられるだろうと考えていると、ラークが皆みなの気を引くように声を上げた。


「今まで歩いた距きよ離りを考えると、次の町に着くのは夜明け前だと思うよ。この先も速度を落とさずに歩いていけば充じゆう分ぶん余よ裕ゆうはあるから、定期的に休んでもいいかもね。ただし、一回の休憩に割さく時間は短くする。それでどうかな？」


「ええ、良くってよ」


　エミリエンヌが即そく座ざに賛さん成せいした。とにかく彼女は自分の意見を通せればそれでいいらしい。どうせ休憩の終わりには、まだ休んでいたいとか、急せかさないでとか、ぶつくさ言うに決まっているのに。


　しかし、ここで言い争っていても無駄な時間を使うだけだ。今はエミリエンヌを納なつ得とくさせて、騙だまし騙し行くしかない。もしそれでも彼女がごねるようなら、全員で示しめし合わせてさっさと進んでしまおうとルビーウルフはこっそりジェイドに耳打ちした。さすがにエミリエンヌも、こんな砂漠の真ん中で一人きりになりたくないだろうから必死についてくるはずだ。ジェイドも同意し、頷うなずく。


「エミリエンヌ様には申し訳わけないが、譲じよう歩ほはこれで最後だな……」


　我が慢まん強づよい性せい格かくのジェイドでさえ、彼女のわがままにはついていけないようだ。疲れたように溜め息をつく。


　ルビーウルフは双子と狼おおかみたちに休憩の指し示じを出した。


　仕方なくその場に腰こしを下ろした皆に、ラークは顔の前で両手を合わせて苦く笑しようした。エミリエンヌに代わって謝あやまっているようだ。


　何かとちょっかいを出してエミリエンヌをからかっているラークだが、なんだかんだ言いながら彼女を庇かばっている。子こ供どもの頃ころから知る仲だというし、ラークにとってエミリエンヌは妹のような存そん在ざいなのかもしれない。


　我がを通せたエミリエンヌは少し機き嫌げんが良くなったようだ。ふふん、と得意げに鼻を鳴らす。


「ほら、わたくしの言った通りでしょう？　急いで歩いたって疲れるだけですわ。せっかちな人って、嫌いやね」


　独ひとり言ごとを装よそおっているが、明らかにルビーウルフに向けた嫌味だ。相変わらず喧けん嘩かを売ってくれる。


　立ち上がって言い返してやろうとしたルビーウルフだったが、隣に座るジェイドに腕うでを摑つかまれて踏ふみとどまる。


　勢いきおいを殺そがれたおかげで、ルビーウルフはどうにか苛いら々いらを飲み込こむことができた。さらに気持ちを落ち着けるために深しん呼こ吸きゆうをして、ジェイドにだけ聞こえる声でぽつりとつぶやく。


「次の町に着いたら、針はりと糸を調達しなきゃね」


「繕つくろい物か？」


「うん。エミリエンヌの口をちょいちょいっと」


　言いながら、ルビーウルフは宙ちゆうで手を動かして縫ぬい物の動作をしてみせる。するとジェイドは頰ほおを引きつらせた。


「冗じよう談だん、だよな？」


「わりと本気」


　彼の言う通り冗談のつもりだったが、真まに受けられたのでわざと真しん剣けんな顔つきで言ってみた。けれど、一いつ拍ぱくの間を置いてすぐに笑ってみせる。つられたようにジェイドも緊きん張ちようを解き、笑った。からかわれたことに気づいたようだ。


「いくら腹はらが立ったって、そんなことしないよ。気分的にはやりたいけど」


「だろうな。目が笑ってなかった」


　表ひよう情じように出してしまったとは思っていなかった。ルビーウルフは苦笑する。今度は自然に笑えたと思う。


　坂の上から風が吹き降おろしてきた。夜の砂さ漠ばくの風は冷たい。羽は織おっている外がい套とうを搔かき合わせる。日にち較かく差さが激はげしいため、もし昼間に外を歩くようなことになったら、この外套は熱から肌はだを守る大切な防ぼう具ぐになるのだ。強い風が吹いても、吹き飛ばされて失なくしたりしないよう気をつけなければ。


　砂地の上を撫なでるように走る風。細かな砂が吹き上げられ、顔にかかる。けれど、外套のフードをさっと目ま深ぶかに被かぶることでそれも防ふせいだ。ルビーウルフだけでなく、皆が同じことしている。砂漠での過すごし方もだんだん慣れてきていた。ただ一人エミリエンヌだけが砂を避よけ遅おくれ、小さく悲鳴を上げていたけれど。


　冴さえた月に照らされた砂原の表面には風ふう紋もんが描えがかれている。どこまでも続く縞しま模も様ようだ。この風紋は風が吹くたびに少しずつ様相を変え、同じ景色は二度と見ることができない。


　よって、砂漠を歩く場合は目印というものがほとんどない。頼たよりになるのは方位磁じ石しやくと、夜ならば星だ。先ほどからラークが方位磁石と空を交こう互ごに見ながら方角を確かく認にんしている。


　その真剣な様子に学習欲よくを刺し激げきされたのか、リオンとティグルが彼の傍そばに寄って行って方位磁石を覗のぞき込んだ。するとラークは鬱うつ陶とうしそうに顔をしかめる。


「なんだよ、寄ってくんなよ。ただでさえ暗いんだから手元に影かげ作んな」


　そう言いながらラークは双ふた子ごを追い払はらおうとする。


　先ほどまで西の端はしに見えていた残照も地平の向こうに沈しずみ、明かりは月明かりと星明かりのみだ。遮さえぎるものがない砂漠ではそれだけでも充分な明かりだったが、さすがに手元に影を落とされると何も見えなくなってしまう。ラークが双子に注意したのはもっともだ。とはいえ、もし近寄ったのが女だったらあんなにきつい言い方はしなかっただろう。


　実を言うとルビーウルフも星の見方には少し興きよう味みがあった。土地が違ちがえば星の見え方も違ってくるし、何より山育ちのルビーウルフはあまり星を頼りにしたことがなかった。山やま陰かげや樹じゆ木もくに遮られ、星の配置など正せい確かくに読み取れることが少なかったからだ。方角を知る方法なんて他にもいくらでもあったし、必要のない知ち恵えだった。


　ジェイドも知識の上では知っていたようだが、実じつ際さいに星を頼りに歩いたことがあるラークには敵かなわない。リオンとティグルもだ。方向感覚に優すぐれているフロストとケーナなら自力で北を目指すこともできるだろうが、ディアノイアやコロナードなどの国を経由してグラディウスに帰るという細かな行こう程ていをこなすのは不ふ可か能のうだ。


　だからラークも真剣なのだ。歩いている最中も、ずっと磁石と星を気にしていた。


　退しりぞけられたリオンとティグルは互たがいに顔を見合わせた。そして二人は揃そろった動きで両手を胸むねの前で構かまえる。月光の一部を借り受けたような姿をした光る蝶ちようを呼よび出そうというのだろう。それでラークの手元を照らすつもりだ。しかし、それを制せい止しする声が響ひびいた。


「おやめなさい」


　リオンもティグルも、ぎょっとして声の主に目を向けた。彼らだけではない。ルビーウルフとジェイドも、その人が今までになく凜りんとした声を発したことに驚おどろいた。


「それは明かりを作る術じゆつね。何度か見たことがありましてよ。たしかに明るければ手元はよく見えるでしょうけど、逆に星は見えにくくなってしまいますのよ。強い光は他の光を飲み込んでしまうの。だから、控ひかえなさい」


　ラークの背はい後ごで座り込んでいたエミリエンヌがぴしゃりと双子を叱しかりつけた。それも、今までのような理り不ふ尽じんな癇かん癪しやくでなく、納なつ得とくのいく言葉で。そのことにリオンもティグルも面食らった顔をしていたが、すぐに自分たちの非ひに気づいたようだ。揃って頭を下げる。


「申し訳わけありません」


「僕ぼくら、よく知らなくて……エミリエンヌ様はお詳くわしいんですね」


　感心したようにリオンが言うと、どういうわけかエミリエンヌは動どう揺ようした。うっと言葉を詰つまらせ、まるで自分は何も言わなかったんだというような素そ振ぶりでそっぽを向き、外套のフードを目深に被ってしまう。てっきり得意げになるかと思ったのに。しかし、彼女の不可解な態度はいつものことなので、むしろこちらのほうが自然に見えてしまって妙みように安心した。


　不思議そうに首を傾かしげている双子の少年たちに視し線せんを向けられても、エミリエンヌは無視を決め込んでいる。そんな彼女をちらりと肩かた越ごしに見やり、ラークは口元を緩ゆるめた。そしておもむろに、方位磁じ石しやくをリオンに投げて渡わたす。急なことでリオンは慌あわて、摑つかみ損そこねた磁石は手の上を生きの良い魚のように跳はねる。そのまま砂の上に落ちそうになったのを、ティグルが宙ちゆうで受け止めた。


「あ、あの……？」


「教えてやるよ」


　怪け訝げんそうなティグルに向かい、ラークは白い歯を見せて笑った。先ほどと打って変わって上じよう機き嫌げんだ。そんな彼の後ろで、エミリエンヌが居い心地ごこち悪そうに膝ひざを抱かかえて縮ちぢこまったのをルビーウルフは見み逃のがさなかった。


　どうやらエミリエンヌが動揺したこととラークの上機嫌は何らかの関係があるようだ。とはいえ、あまり深く掘ほり下げようとするとエミリエンヌが怒おこり出すだろうとわかっているから誰だれも触ふれようとはしない。


　方位磁石を珍めずらしそうに見つめている双子に、ラークは空を見るように言う。どの星を目印にすればいいかを教えているようだが、無数にきらめく星の中からそれを見つけるのは不ふ慣なれな者には難むずかしく、リオンたちは首を傾げている。


　彼らの会話を意い識しきの端はしで聞きながら、ルビーウルフも天空を仰あおいだ。


　仄ほの白じろい光を放つ月。その柔やわらかな光は闇やみ夜よを青く照らしている。帯のように群むれた数多あまたの星も、まるで中空に乳にゆう白はくの光の道が走っているようだ。


　雨の少ない土地。雲もなく、空から注ぐ光は何に遮さえぎられることもなく地上に届とどく。ぎらぎらとして、美しいけれど少し怖こわくもある。ずっと見上げていると星がすぐ目の前まで降ふってきたような錯さつ覚かくに襲おそわれ、頭がくらりとした。頭上にばかり気がいって、自分の存そん在ざいさえ忘わすれてしまいそうだ。星空というぬるい海に放ほうり込まれたような、漂ただよう感覚。


「酔よいそうだな」


　並ならんで座すわっていたジェイドがつぶやく。その声に、ルビーウルフは星の海から意識を引き上げられたような気分だった。はっとなって彼の顔を見る。それと同時に、強く砂すなを握にぎり込んだ。自分は地上にいるんだということを確かく認にんするために。


　ジェイドも空を仰ぎ見ていた。どうやら、彼も溢あふれる星にルビーウルフと同じような感情を抱いだいたらしい。


　今の言葉は独ひとり言ごとのようだった。ルビーウルフの返事を待っている様子ではない。それでも、同じ感覚を共有していたことがなんとなく嬉うれしくて、ルビーウルフは小さく頷うなずく。
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「何も考えられなくなるね。星で方角を知るなんて、この酔いに慣れるまでは難しそうだ」


　ラークの手て解ほどきを受けている双ふた子ごが空を見上げ、あーだこーだと言い合っている声が聞こえる。目印の星を見つけるのに苦戦しているようだ。


　ルビーウルフの言葉がリオンたちへの揶や揄ゆだと悟さとったジェイドは苦く笑しようした。


「星の見方なんて教えてくれる人は今までいなかったし、仕方ないさ。土地が違えば星も知らない並びになるから──それでも、月だけはどこでも同じだな。当然のことなのに、不思議に思えるよ」


　そう言ってジェイドはまた天空を見上げる。その視線の先には見事な満月があった。


　彼の言う通り、月はどんな場所にいても同じ姿すがたを見せてくれる。


「砂さ漠ばくの国に生きる人も山で育ったあたしみたいなのも全然違う生活をしてるのに、見ている月だけは同じっていうのは改めて考えてみるとたしかに変な感じがするね」


　空から降る光なら陽光も同じだが、太陽は直じかに目で見ることができない。それに、グラディウスではエピドシスのような炎えん天てん下かになることもない。だからこそ、月だけが変わらない姿で悠ゆう然ぜんと空に浮うかんでいる様は奇き妙みように思えるのだ。


　ルビーウルフは月を仰ぎ見る目を細めた。あの姿は土地によっても変わらないが、どんなに時間が経たっても──幼おさない頃とも変わらないと思って。


「……みるか？」


　ジェイドの言葉。けれど、ぼんやりしていたルビーウルフは聞き取ることができなかった。今のは独り言ではなくルビーウルフに対する問い掛かけだったから、流すこともできない。


「ごめん、聞こえなかった。何？」


「グラディウスに帰ったら、一度行ってみるか？　なんだかんだで、まだ行っていないからな。──レターナには」


　そこは、ルビーウルフが育った廃はい鉱こう。


　昔を懐なつかしむようなことを言ったから、ジェイドは気き遣づかってくれたのだろう。今までにも何度か行こうと誘さそわれたことがあったけれど、自分が無知であるためにジェイドに負ふ担たんをかけているのを知っていたルビーウルフはやんわりと断わっていた。今回だって長く国を離はなれていたから、帰ったらまた彼は休む間も惜おしんで働くはずだ。それでも、その気持ちはありがたく受け取っておく。


「そうだね。帰ったら、ね」


　答え、曖あい昧まいに笑ってみせた。


　ジェイドの貴き重ちような時間を割さいてまで、わがままに付き合わせるつもりはない。どんなに長い時が経ってから訪おとずれてもレターナは逃にげないのだし、何よりその場所でルビーウルフを待っている者はもう──いない。


　一いつ瞬しゆんだけ胸むねにちくりと痛いたみが走った。けれどすぐ、思考に霧きりが掛かかって痛みは和やわらぐ。深く吸すい込んだ息をゆっくり吐はき出すと、その霧も晴れて気持ちは落ち着いた。


「帰ったら、っていえば、もう一つあるよね」


　頭がすっきりするのと同時に思い出した。以前、彼が言ったことを。


「あたしに言いたいことがある、って。何なの？」


　とたん、ジェイドが身を硬かたくしたのがわかった。忙せわしく視線を動かし、言い淀よどんでいる。


「いや、それは……」


「なんで動揺？　自分から言い出したことなのに」


　彼の様子を怪け訝げんに思い、ルビーウルフは眉まゆ根ねを寄よせた。グラディウスに帰ったら話があると言ったのは間ま違ちがいなくジェイドなのだ。何を今さら慌あわてる必要があるのだろう。


　ジェイドは視線を外はずしたまま、小さく咳せき払ばらいをしてから口を開いた。


「……帰ってからと約束したから、今はまだ言えない」


　たしかに、そうとも言っていた。だから、今ここで答えを聞けるなんてルビーウルフも思っていなかった。ただ、なんとなく思い出したことを言ってみただけで。


「そっか。まぁ、いつか教えてもらえるならそれでいいや。でも、長いこと黙だまったままで何を話すか忘わすれた、ってのはやめてよね。出掛かったくしゃみが止まっちゃったみたいで気持ち悪いから」


「ああ、忘れないさ」


　その返事は先ほどと違って力強かった。翠みどり色いろの瞳ひとみが、今はまっすぐにルビーウルフを見ていた。彼が秘ひめている何かがその瞳の中に垣かい間ま見みえるような気がして、今度はルビーウルフが視線を逸そらした。知りたいと思っていたはずの何かを、ルビーウルフは無意識に恐おそれたのだ。


　ジェイドの視線から逃げて、すぐに後こう悔かいした。この恐れと向き合わなければとわかっているのに、できると思っているのに、いざとなるとどう対たい処しよしていいのかわからなくなるから困こまったものだ。


　この恐れの正体さえわかれば、対処のしようもありそうなのだが……。


　いつの間にか軽けい快かいな早はや鐘がねを打っていた胸むな元もとに手を添そえ、ひとまず落ち着こうと深呼吸する。


　その時だった。冷たい風を気持ち良さそうに受けていたフロストとケーナの表情が変わったのは。


　素す早ばやく立ち上がった獣けものたちは全身の毛を逆さか立だたせて唸うなる。二頭とも北に──進行方向に向かって警けい戒かいを発していた。


　一いつ拍ぱくの間を置き、ルビーウルフもその気配を察した。いや、気配というよりも情じよう念ねん──強い憎にくしみの塊かたまりだった。ざわりと悪お寒かんが走る。


　ルビーウルフはジェイドに視し線せんを送る。彼も、ルビーウルフと狼おおかみたちの様子に何かを察したのだろう。小さく頷うなずき合い、ラークたちのもとへ駆かけた。少しばかり先行して、斜しや面めんの中ちゆう腹ふくで休んでいたルビーウルフたちは砂に足が沈しずまないよう注意しつつ坂を駆け下る。多少走り難にくいが、雪山に比くらべればどうということはなかった。


　ルビーウルフたちが突とつ然ぜん駆け寄ってきたことに、ラークと双子も異変を察したようだ。顔をこちらに向け──その表情が驚きよう愕がくの色に染そまった。


　大きく見開かれた目。彼らの視線は遠くに──ルビーウルフの背はい後ごに向けられていた。しかし、その表情は次の瞬間に見えなくなっていた。闇やみ色いろに塗ぬり潰つぶされたのだ。


　ルビーウルフは咄とつ嗟さに背後を振ふり仰あおいだ。先ほどまで明るくきらめいていた星も、仄ほの白じろい光を放っていた月も、どこにも見当たらなかった。雲が掛かったように何かに覆おおわれてしまっているのだ。明かりが失われた代わりに轟ごう音おんが迫せまってくる。


「砂すな嵐あらし!?」


　少し離れた場所から聞こえたのはラークの声。しかし、それもほぼ轟音に搔かき消されていた。砂嵐という言葉から、月と星を覆い隠したものの正体は砂煙の塊だと悟るので精せい一いつ杯ぱいだった。


　鉄てつ砲ぽう水みずを連想させる早さで砂嵐は迫っていた。ルビーウルフが振り返った時には、すでに目前まで砂の濁だく流りゆうは駆け下ってきていた。その視界の隅すみでジェイドが何か防ぼう御ぎよの術じゆつを使おうとしていたが、間に合わない。


　砂嵐に飲み込こまれる瞬しゆん間かん、ルビーウルフはとっさに外がい套とうのフードを目ま深ぶかに被かぶって背せ中なかを丸めた。その背中に、暴ぼう走そう馬車に撥はねられたかと思うほどの衝しよう撃げきが襲おそう。砂さ塵じんを伴ともなった暴力的な風に、ルビーウルフの体は軽々と吹ふき飛ばされた。


　臓ぞう腑ふがもみくちゃになるような浮ふ遊ゆう感の後、砂地の上に放り出される。けれど勢いは止まらず、そのままごろごろと転がった。


　幸い、砂地が柔やわらかかったため落下の衝撃は少なかった。とはいえ、まだ砂嵐はやんでいない。これ以上吹き飛ばされないよう、必死で踏ふん張る。


　吹きつける砂塵が焼けるように痛いたかった。紙かみ鑢やすりで皮ひ膚ふを摩ま擦さつされているみたいだ。


　砂嵐の只ただ中なかに光はなかった。視界はまったくといっていいほど利きかない。いや、そもそも目を開けていられない。砂が入らないよう目を細め、フードが飛ばされないよう手で押おさえる。


　そうしたうえで、うずくまった。フードの一部で口と鼻を覆う。こうでもしなければ砂を吸い込んでしまうのだ。呼こ吸きゆうもやっとのことで確かく保ほできる程てい度どだから、声を上げて皆の無事を問うこともできない。


　フードで顔を庇かばいつつ、周囲の様子を窺うかがう。誰か近くにいないかと無む作さく為いに片かた手てを伸のばし──何かに触ふれた。柔やわらかく温あたたかい。人の手だ。


　ルビーウルフはその手を強く握にぎった。しなやかな指。苦労知らずの細い腕うで。こんな手の持ち主は、一人しか思い当たらない。


　エミリエンヌの手に力はなかった。ルビーウルフの手を握り返してくることもない。


　まさかと思い、手首に触れて脈を取る。幸い、落ち着いた脈がルビーウルフの手のひらに伝わってきた。吹き飛ばされた衝撃で気を失っているだけのようだ。


　しかし、安心してもいられない。むしろ意識がないのは危き険けんだった。砂を吸い込んで窒ちつ息そくしてしまう。


　握った手を頼たよりに、ルビーウルフは吹き荒あれる砂嵐の流れに逆さからいエミリエンヌに這はい寄った。砂が入らないよう細く目を開け、彼女の様子を窺う。


　視界が悪いためよく見えないが、仰あお向むけに倒たおれているのがわかった。軽く頰ほおを叩たたいてみるが、反はん応のうはない。


　仕方なくルビーウルフはエミリエンヌを抱かかえ起こし、彼女の頭を抱だいて自身の胸むねに押し付けた。これで砂を吸い込むことはないはずだ。


　けれど、これではもう身動きが取れない。エミリエンヌを抱え、フードで自分の顔を庇い、この荒らぶる砂嵐の中を歩き回るなんてルビーウルフの力では無理だった。嵐が去るまで耐たえるしかない。


　どれぐらい続く嵐なのかと考えていると、風ふう圧あつ以上にルビーウルフを圧する気配に気がついた。それは──すぐ目の前にいる。


　砂嵐の直前に感じた、あの憎ぞう悪おの塊。その思念を発する者がそこにいた。


　ルビーウルフは弾はじかれるように顔を上げた。薄うすく開けた視界に、暗くら闇やみの中で輪りん郭かくが曖あい昧まいになっている人ひと影かげが飛び込んでくる。


　男なのか女なのかもわからない。ルビーウルフたちと同じような外套を羽は織おっているから、なおさらだ。


　ただ、異い常じようだということはわかった。その外套は、この砂嵐の中で風に煽あおられることもなく落ち着いていたのだ。ルビーウルフやエミリエンヌの外套はばたばたと耳みみ障ざわりな音を立てて暴あばれているというのに。


　本当にそこに人がいるのか。幻まぼろしではないのか。そう思ったが、この押し潰つぶされそうな憎にくしみの激げき情じようは本物だ。


　ルビーウルフはエミリエンヌを片かた手てで抱えたまま、腰こしに佩はいた短たん剣けんを抜ぬいた。被っていたフードが飛ばされ、吹き付ける砂さ塵じんに顔が晒さらされる。息ができない。目を開けていられない。息苦しさに堪こらえきれず、短剣を握る腕を口元に当てた。それでも、刃やいばの切っ先は闇の中の気配に向けたまま逸そらさない。


　背中にじわりと汗あせをかいた。正直、こんな状じよう況きようでは何もできない。逃にげるにしても、立ち上がれば暴風に煽られて倒たおれてしまうのは目に見えている。それに何より、エミリエンヌを見み捨すてるわけにはいかなかった。


　砂嵐の中、悠ゆう然ぜんと立っている何者かの動向に意い識しきを集中する。


　すると、何かが聞こえた。声だ。まだ歳とし若わかい男の声で、囁ささやくように何かを言っている。


「神の子の血を引く御み子こたちは……蛇へびに巻まかれて息いき絶たえるのか……」


　神国と、その王家を呪のろう歌のような薄うす気き味み悪わるい言葉。それはさらに続く。


「蛇に絞しめ殺されるもいいが、私はこの手で……友の無念を……」


　薄く開いた目を凝こらして見ると、砂嵐はこの男を中心にして起こっているようだった。彼の周囲だけ風が止やんでいるのも、そのためだろう。


　砂の煙えん幕まくが一瞬薄れ、月明かりが差した。冴さえた光に照らし出される彼の姿すがた。


　黒い髪かみと、紫し紺こんの瞳ひとみ。


　その独どく特とくの容よう姿しは、間ま違ちがいなくあの島の出身を示しめしていた。


　瞬まばたきをするような、ほんのわずかな時間だった。彼の姿は再ふたたび砂塵に隠かくされる。だが、視界が闇に染そまる直前、ルビーウルフは見た。月明かりを照り返す、刃の輝かがやきを。それが振ふり上げられるのを。


　短剣を握る手に力をこめた。身動きができないなら、振り下ろされる太刀たち筋すじを見み極きわめて打ち払はらうしかない。


　全神しん経けいを昂たかぶらせ、砂塵の向こうの外がい敵てきを睨にらみ据すえる。見える見えないは関係なかった。殺気を嗅かぎ取るのだ。


　しかし、刃は振り下ろされなかった。ルビーウルフの焦あせる様を見て嬲なぶっているのかと思ったが、どうも違うようだ。忌いま々いましげなつぶやきが聞こえる。


「蛇が……！　お前にとってもこの者たちは邪じや魔まなはず……！」


　声は何かに抵てい抗こうしているようだった。苦しげな声で呻うめいている。


　それから、しばし黙だまり込んだかと思うと、ふいに気配が遠のいた。砂すな嵐あらしが一いつ層そう激しさを増まし、ルビーウルフの背はい後ごから吹ふきつける。たまらず伏ふして──すぐに風が静まった。今までの荒あれようが噓うそのように、そよともしない。


　恐おそる恐る目を開けると、そこにはもう誰だれもいなかった。頭上には幾いく千万の星が瞬またたき、月は何事もなかったかのように闇夜を照らしている。


　不思議なことに、髪や衣服に砂がかかっていることもなかった。なんの名残なごりもない。あの男が砂嵐を連れてきて、連れ帰った。そんな感じだった。


　威い圧あつするような敵意も去っていた。ほっと息をつく。すると、思い出したように腕の中に重みを感じた。


　抱えていたエミリエンヌの体を砂の上に横たえ、肩かたを叩たたく。もし頭や首を痛いためていた場合、強く揺ゆすったりすると危き険けんだからだ。


「エミリエンヌ、大だい丈じよう夫ぶ？」


　呼よびかけてみるが、反はん応のうはない。ルビーウルフは少し語気を強めた。


「エミリエンヌ！　起きて！……エミリー！」


　何度も呼ぶには、彼女の長い名は舌したがもつれそうになる。ラークが呼んでいた愛あい称しようを、ルビーウルフは自然と口にしていた。


　その呼びかけが利きいたのか、エミリエンヌが小さく呻いた。薄く瞼まぶたを開け、灰はい色いろの瞳が戸と惑まどったように揺ゆらぐ。


「……何？」


　それは、この状じよう況きようを説明しろという意味だろうか。彼女自身も何を言っていいか、何を問いたいのかわかっていないようだ。


　ともかく、意識が戻もどってよかった。今の砂嵐はきっと自然に発生したものではなくあの男の術じゆつによるものだろうから、ルビーウルフに説明を求められても答えられない。そもそも本物の砂嵐がどういうものかも知らないし、そういうことはラークたちのほうがきっと詳くわしいはず──


　顔を上げ、彼らの姿を捜さがしたルビーウルフの思考はそこで途と切ぎれた。立ち上がり、ゆっくりとその場で一回転する。


　どちらを向いても、砂しか見えなかった。そこにいるべき人たちの姿は、どこにも見当たらなかった。


　ジェイドがいない。ラークがいない。リオンとティグル、フロストやケーナも。


　冷たい風が何もない砂地を舐なめるように渡わたっていく。唯ゆい一いつ、立っているルビーウルフだけが風の道行きを邪魔していた。嵐に比べれば凪なぎとすら思えるそよ風が、邪魔なルビーウルフに悪あく態たいをつくように葡ワ萄イ酒ン色の髪を吹き乱みだす。


　目にかかった前髪を搔かきあげる余よ裕ゆうも失なくしていた。きょろきょろと、道に迷まよった子こ供どものように辺りを見渡すしかできない。


「……どうしたの？　ラークたちはどこへ行ったの？」


　上半身を起こしたエミリエンヌも、ようやく彼らがいなくなったことに気づいたようだ。不安げな眼まな差ざしをルビーウルフに向けてくる。


　しかし、答えられない。ルビーウルフも何がどうなっているのかわからないのだ。


　砂嵐に襲おそわれた時、ルビーウルフは風に飛ばされた。けれど、もといた場所から遠く離はなれてしまうような風ふう圧あつではなかったはずだ。そんな距きよ離りを飛ばされたなら、いくら柔やわらかい砂地とはいえ落ちた時に無事でいられるはずがない。


　けれど、だからといって遠くまで飛ばされていないと言い切れる自信もなかった。どこまで行っても砂ばかりの砂漠は、すぐに方向感覚を失ってしまう。目を瞑つむったままその場でぐるぐると回って、次に目を開けたら自分がどっちから来たのかなんてわからなくなるのだ。だからラークはずっと方位磁じ石しやくと星を気にして、迷わないよう注意していた。


　ルビーウルフとエミリエンヌが遠くまで飛ばされたのか、それともジェイドたちが飛ばされたのか。どちらにしろあまり考えられなかったが、人数的なことで言えば逸はぐれたのはこちらだろう。砂さ漠ばくに女が二人、取り残されてしまったのだから。


「ちょっとだけ耳塞ふさいでてくれる？」


　困こまり顔で辺りを見渡していたエミリエンヌに、ルビーウルフは警けい告こくした。エミリエンヌはきょとんと目を丸くしただけで、言った通りにはしない。何を言われたのか理り解かいできなかったのだろう。ならば、どういうことかやってみせればいい。


　ルビーウルフは大きく息を吸った。そして月が輝かがやく夜空に向かい、雄お叫たけびを上げる。


　突とつ然ぜんの獣けものじみた咆ほう哮こうに、エミリエンヌは反はん射しや的に耳を塞いだ。はじめからそうしていれば良かったのだが、わけがわからなかったのだから仕方ないだろう。


　遠とお吠ぼえでフロストとケーナを呼ぶ。しかし、応おうじる声はなかった。


　長く尾おを引くように、声を窄すぼめて吠える。何度も何度も。


　近くにいるなら必ず反応があるはずだ。なのにフロストもケーナも答えない。声が届とどかない場所にいるということか。


　こんな短時間に、どこへ。本当に風に飛ばされてしまったのだろうか。ルビーウルフの一方的な呼びかけが夜の砂漠にこだまし、いっそう虚むなしさが増ます。


　しばらく遠吠えを続けていたが、とうとうルビーウルフも諦あきらめた。その場に座すわり込こみ、唇くちびるを嚙かむ。


　皆みなは無事なのか。それさえ確かく認にんできないことが歯がゆくてたまらなくて、不安だった。


　ルビーウルフが黙だまり込んだことで、エミリエンヌは耳を塞いでいた手を下ろした。よほどうるさかったのか、顔をしかめている。


「狼おおかみが満月に向かって吠えるって本当ですのね」


　彼女からしてみれば、ルビーウルフが急に喚わめきだしたようなものだろう。フロストとケーナに呼びかけたのだと、思い至いたらないようだ。ただ迷めい惑わくそうにしているだけの彼女の態たい度どが、焦あせりも相あい俟まってルビーウルフを苛いら立だたせる。


「みんなと逸れたんだよ。誰もいないの、見てわからない？　フロストとケーナ……狼たちを遠吠えで呼んでみたけど、答えない。声の届かない場所にいるってことだ。これがどういうことか、わかる？」


　苛立ちを隠かくすことなく問いかけると、エミリエンヌは身を硬かたくした。ルビーウルフの雰ふん囲い気きに怯ひるんだのか状じよう況きようの悪さを理解したのか。──たぶん、両方だ。


　ジェイドたちは無事でいる。今はそれを信じるしかない。この場で最悪の事態を想そう像ぞうして嘆なげいていても何も始まらないのだ。


　ルビーウルフたちが今すべきこと。それは日が昇のぼるまでに砂漠を越こえることだ。そうでなければジェイドたちと再さい会かいを果たすことなく行き倒だおれてしまう。


　しかし、どうやって行けばいいのか。それが問題だった。


　方位磁じ石しやくと星を見て方角を確たしかめていたラークはいない。獣じみているとはいえ、ルビーウルフは人間である以上フロストとケーナのように見知らぬ地を踏とう破はするほどの方向感覚を持っていない。まして、ジェイドや双ふた子ごたちのように魔ま導どうの力で灼しやく熱ねつの太陽から身を守ることもできない。


　こんなことなら、星の見方をラークに習っておけばよかった。悔くやんでも今さらだが、そう思わずにはいられない。


　砂嵐を起こした、あの男。ルビーウルフたちに刃やいばを突つき立てなかったのは、灼熱の太陽に焼かれて明日にでも息いき絶たえると見み越こしてか。一息に殺されなかったのは救いだが、進む方角を間ま違ちがってしまったら本当にそうなってしまう。


　考えている暇ひまが惜おしかった。とにかく歩こう。逸れてしまった彼らにはラークがついているのだから、きっと次の目的地に辿たどり着ける。ルビーウルフはエミリエンヌを連れて、それに合流しなければいけない。


　生きている。無事でいる。それ以外の可か能のう性せいは意識的に頭から追い出した。足が止まってしまわないように。心が折れてしまわないように。


「どこへ行くの？」


　立ち上がり、歩き出したルビーウルフに追ってきたエミリエンヌが問う。自分の足で歩けるようで安心した。一行の中で最も体力のない彼女がこうして無事でいるのだから、他の皆も大だい丈じよう夫ぶに決まっている。


　そう自分に言い聞かせながら、ルビーウルフは大おお股またで前へ進んだ。頼たよるのは勘かんだけだ。今はそれしかない。


「エピドシスとディアノイアの国こつ境きように行くんだ。もともと、そこにある町が次の目的地だったからね。逸はぐれた仲間と手っ取り早く合流するには、共通の目的地に向かうのが一番なんだよ」


「だから……どうしてそっちへ行くの？」


　心底不思議そうなエミリエンヌの問いに、ようやくルビーウルフは振り返った。今の言葉は、まるで彼女には正しい道がわかるというような──


「あなた、真北へ向かおうとしているわ。たしかに、直線的に見ればグラディウスの方角ではあるけれど……。ディアノイアを通って行くなら東寄りに進まなくてはだめよ。下手をすればリゼリルの土地に入ってしまいますわよ」


　空を見上げ、エミリエンヌが言う。彼女は間違いなく星を読み取っていた。


　そういえば、リオンとティグルがラークから星の見方を教わっている時にもそんな素そ振ぶりを見せていたような気がする。


「方角、わかるの？」


　少しばかり驚おどろき、同時に希望が湧わいた。本当にエミリエンヌが正しい方角を把は握あくできるなら、干ひからびずに済すむかもしれない。


　ルビーウルフの問いに、エミリエンヌは言葉を詰つまらせて俯うつむいた。いつの間にか取り出していた扇おうぎを開いて顔を隠かくし、ぼそりとつぶやく。


「昔……教わりましたのよ……ラークに……」


　なるほど、とルビーウルフは納なつ得とくした。あの時ラークが上じよう機き嫌げんになったのは、エミリエンヌが星の見方を覚えていたことが嬉うれしかったからだろう。


　人の教えを心に留とめておくような性せい格かくとは思えないエミリエンヌが、ラークの言葉を覚えていた。ということは、彼女はつっけんどんな態度でいるものの、彼のことを憎にくからず思っているのではないだろうか。


　そんなことをルビーウルフが考えていると、エミリエンヌは聞いてもいないのに言い訳わけのように言い募つのった。


「お、教わったとは言いましてもですね、わたくしが乞こうたわけではありませんのよ？　あの人が勝手にぺらぺらぺらぺら喋しやべっていただけよ？　ただ、少し面おも白しろい話だから、印象に残っていたの。それだけですわ」


　言えば言うほど必死に見える。教えてもらった知ち識しきがこうして役に立っているのだから、素す直なおに感かん謝しやすればいいのに。


　とはいえ、それを指し摘てきしたところで彼女はもっと頑かたくなになるだけ。それはもうルビーウルフも知っているから、苦く笑しようして相あい槌づちを打つ。


「はいはい。わかってるよ、エミリー」


　溜ため息混まじりの何気ない一言。しかし、エミリエンヌはそれにさえ嚙かみつく。


「お待ちなさいよ。どうしてあなたがその名で呼よぶの？」


「だって、エミリエンヌって言いにくいんだもん。ラークだってエミリーって呼んでるんだし、いいじゃないか。それとも、『エミリー』って呼ぶのはラークだけって決まりでもあるの？」


　そう言うと、再ふたたびエミリエンヌは言葉を詰まらせた。言い返したいようだが、どうしても秘ひめていたい何かがそこにあるように思えた。闇やみ夜よの中にあってもわかるほど、彼女の頰ほおが赤い。


　しばしの沈ちん黙もくの後、エミリエンヌは小さな溜め息をようやっと吐はき出した。


「……いいわ。好きにお呼びなさいな。けれど、わたくしもあなたのことを『ルビー』と呼びますわよ。あなただけ愛あい称しようで呼ぶなんて、ずるいもの」


　対たい抗こう意識を燃もやしたエミリエンヌは、どこまでもルビーウルフと対等か上位に立っていたいらしい。ルビーウルフとしては呼び捨すてにされようが愛称で呼ばれようが気にならないから、その程てい度どのことで納得してもらえるなら安いものだ。


「もちろん、あたしは構かまわないよ。──ところで、エミリー。頼たのみたいことがあるんだけど」


「何？」


「先頭に立って道案内してくれる？　急ぎだから、もう休きゆう憩けいはなしでね」


　とにかく早く町へ着きたい。ジェイドたちと合流するために。


　休憩なしという言葉にエミリエンヌは頰を引きつらせていたが、文もん句くは出てこなかった。彼女もまた、最も信しん頼らいできる人に早く会いたいのだろう。渋しぶ々しぶながら頷うなずく。


　互たがいに不安な気持ちを隠したまま、ルビーウルフとエミリエンヌは星が照らし出す道を歩き出した。





　　　　†




　頰に温かい何かが触ふれた。くすぐったくて、無意識に払はらい除のける。


　それでも、再び触れられた。湿しめった鼻先で突つかれる感かん触しよく。


　何度か攻こう防ぼうを続けて、ようやくリオンは諦あきらめた。のそりと起き上がる。それを待っていたように、砂すな色いろの狼おおかみが一声吠ほえた。その声は乱らん反はん射しやして響ひびく。糸を弾はじいたような音の波は紋もんに驚おどろき、周囲を見み渡わたした。


　隧すい道どう、というのが最初の印象だった。弧こを描えがく天てん井じようは石組みが支ささえあう構こう造ぞうで、所々が崩くずれ落ちているものの、明らかに人工物だ。それが左右に長く延のびている。暗くて、先は見えない。


「やっと起きたのか」


　呆あきれた声はすぐ後ろから聞こえた。振り返って誰だれか確たしかめるまでもない。双ふた子ごの弟の声だった。


　その声を聞き、自分たちの周囲だけ明るいことにようやく気づいた。頭の上で月光色の蝶ちようがひらひらと舞まっている。ティグルが術じゆつで呼び出した蝶だろう。


　リオンがそう判はん断だんしたのは、魔ま導どうを扱あつかえる者が自分以外にティグルしか見当たらなかったからだ。目に映うつる範はん囲いで見えるのは双子の弟であるティグルと狼のケーナ、同じくフロストもいる。彼は周囲の匂においを嗅かいで回り、この場所に危き険けんがないか探さぐっているようだ。


　そのフロストと共に周囲を探っているのはラーク。サルヴロースの王子というには少し軽けい薄はくとも思える性せい格かくの男だが、旅慣なれているため頼たよりにはなる。


　リオンを入れて三人と二頭。明らかに人数が足りなかった。


「陛へい下かとジェイド様は？　あと、コロナードの姫ひめ君ぎみ」


「エミリーをおまけみたいに言うなよ」


　リオンはティグルに尋たずねたのだが、声がよく響くためラークにも聞こえたようだ。探たん索さくの手を止め、不満げに言ってくる。


「す、すいません」


　リオンが慌あわてて謝あやまると、ラークはこちらへやってきた。怒おこられると思い、リオンは身を硬かたくする。


　しかし、予想に反してラークはそれ以上リオンに突っかからなかった。今はそれどころではないのだ。彼は深しん刻こくそうな顔つきで、手に持った素す焼やきの陶とう器きの欠片かけらを差し出してきた。それを見たティグルが顔をしかめる。


「古い土器ですね。やっぱり遺い跡せきか何かでしょうか」


「そうだな。ずっと昔に掘ほられて今は使われていない灌かん漑がい用水路ってとこかな。地面の下にしか水がないから、この辺りの地下は水を人里に引き入れるために空くう洞どうだらけなんだよ。──ったく、モグラじゃないんだから掘った穴あなが不要になったなら埋うめてくれりゃあいいのに」


　ぼやくラークに、ティグルも同意するように頷く。しかし、リオンには何が何やらわからない。


　鉄てつ紺こんの瞳ひとみをきょときょとさせて二人のやり取りを見ていると、さすが双子というべきか、ティグルが気づいてくれた。


「僕ぼくら、落ちたんだよ」


「落ちた？」


　教えられても、まだわからなかった。そういえば、意い識しきを失なくす前はこんな地下道ではなく砂さ漠ばくの真ん中にいたはずだ。首を傾かしげ、記き憶おくを呼び戻もどそうと試みる。


　星を見ていた。ティグルと一いつ緒しよに、ラークから星の見方を教わっていたのだ。そこへ突とつ然ぜん、ルビーウルフたちが駆かけ寄よってきた。その背はい後ごから迫せまってきた、雪崩なだれのような砂が脳のう裏りに甦よみがえってきて身み震ぶるいする。


　ルビーウルフとジェイドより先に駆け寄ってきた狼たちがリオンたちのもとに辿たどり着いた直後、その砂に飲み込こまれたのだ。本物の雪崩のように埋もれてしまうようなことはなかったが、襲おそい来る砂と風に体が宙ちゆうに浮うきそうになった。隣となりにいたティグルと身を寄せ合って踏ふん張ばっていると、ラークが二人を庇かばうように覆おおいかぶさってくれたのだ。そうしながら、彼が『エミリー』と叫さけんでいた声も思い出される。


　一ひと塊かたまりになって三人は移い動どうした。ルビーウルフたちを捜さがすためだ。暗いうえに視し界かいが悪くなったため何も見えず、どこにいるのかわからないから当てもなく歩いた。そうするうちにフロストとケーナを見つけて安あん堵どしていたところ、異い変へんに気づいたのだ。


　いつの間にか足が動かなくなっていた。足首から下が砂に埋もれていたのだ。吹ふき付ける砂が吹き溜たまって埋まったのではなく、沼ぬま地ちに踏み入ってしまったように足が沈しずんでいった。逃のがれようともがくほど、足どころか体まで砂に捕とらわれてしまった。そこから先の記憶は、どんなに唸うなっても思い出せそうにない。


　それを正直に伝えると、ラークが小さく頷いた。


「流りゆう砂さっていうんだよ」


「りゅう……？」


　聞き慣れない言葉に、リオンは眉まゆ根ねを寄せた。ティグルはすでに教えてもらっているのか、無む反はん応のうだ。わけがわかっていないリオンに向かい、ラークは説明を続ける。


「砂時計って言えばわかるか？　あれだよ。あれの、でっかいやつだと思えばいい。地下の空洞に砂が落ちていくんだけど、それに巻き込まれたんだ。この空洞が人工物で良かったよ。比ひ較かく的浅いから、窒ちつ息そくしないで済すんだ」


　その説明が終わった直後、闇やみに塗ぬり潰つぶされた通路の向こうで何かが流れ落ちるような音が聞こえてリオンは息を飲んだ。無意識に上を見上げる。古い石組みの天てん井じようが崩くずれ、頭の上に砂が降ってきたらどうしようと不安になった。しかし、しばらくすると砂の流れる音は止まった。この辺りには影えい響きようはなさそうだ。


「実じつ際さいに落ちた場所からは、リオンが寝ねてる間に少し移い動どうしたよ。砂がどんどん落ちてくるから、埋まらないようにね。──ラーク様が担かついでくださったんだから、お礼言えよ」


　ティグルに肘ひじで突つかれ、リオンは慌てて頭を下げた。するとラークはいかにも不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめる。


「まったくだよ。何が悲しくて男をおんぶしなきゃならないんだ」


　礼を言われたことに対する謙けん遜そんでも照れでもなく、本気で嫌いやそうだった。それでも砂の暴ぼう風ふうから庇ってくれたりおぶって運んでくれるあたり、人並みの思いやりはあるらしい。ただし、男相手になると不満を垂たれ流しにするけれど。


　不機嫌な顔はそのままに、ラークは一いつ瞬しゆん押おし黙だまった。そして溜ため息をひとつ零こぼし、つぶやくように言う。


「本当ならもっと文もん句く言ってやりたいところだけど……砂すな嵐あらしと流砂を見落としたのは俺の落ち度だからな。それに関しては謝あやまるよ。ただ、砂嵐は兆ちよう候こうもなく突然だったのが気になるな……」


　難むずかしい顔で何やら考え込み始めたラークに、リオンは気になったことを尋たずねた。


「あの、ところで……どうやってここから出るんですか？」


　通路のどちらを見ても深い闇やみが続くばかりで、出口なんか見えない。古かろうと人工物である以上どこかに出口はあるはずだが、時折聞こえてくる砂の流れ落ちる音が不安を煽あおった。


「磁じ石しやくは持ってるし、出口があるなら空気の流れを追っていけばいい。そういうのが得意そうなのもいるからな」


　そう答えたラークが視線を向けたのは、辺りの匂においを熱心に探っているフロストだ。明かりが照らし出している範はん囲いから少しだけ離はなれ、暗闇の中で白い獣けものの姿がぼんやりと浮かんでいる。もう少し離れてしまったら、闇に輪りん郭かくが溶とけ込んで見えなくなるだろう。


　しかし、そうなる前にフロストは戻ってきた。探ってきた闇に鼻先を向け、皆を促うながすように再ふたたび歩き出す。ケーナもそれについていった。


　狼おおかみたちが安全と判断したのだ。リオンとティグルはこの大きな野生動物たちに何度も助けられているから、安心して彼らのあとを追う。ラークも方位磁石を確かく認にんしつつ、最さい後こう尾びについた。


　歩きながら見てみると、通路には流砂で落ちてきた砂が積もっていた。けれどそれは天井から降ってきたのではなく、どこか別の場所で起こった流砂の砂が風で流されて吹き溜まったようだ。砂漠で見た風ふう紋もんに似にた模も様ようが見受けられた。


　風が通る。狼たちには、その風がどこから来てどこへ行くのか見えているようだった。いや、見えているというより風に混まじる匂いを嗅かぎ分けているのか。先頭を行く二頭の歩みに淀よどみはない。


　通路には他にも様々なものが落ちていた。先ほどラークが見つけてきたものもそうだが、古い生活道具などが所々に散さん乱らんしている。水路として使われていた頃ころ、水に乗って流されてきたのだろう。陶とう器きの欠片かけらなどに描えがかれた文様は見慣れないものばかりだった。異国であるうえ、時代が違ちがうのだから当然といえる。


　その紋様は壁へき面めんにも見られた。この水路を作った人々の戯たわむれか、それとも何か意図したものか、古い時代の文字と共に何かの絵が描えがかれている。ある一定の高さから下は化け粧しよう土どの色が剝はげていたり彫ちよう刻こくも磨ま耗もうしているので、かつてはこの高さまで水が流れていたに違いない。ラークが水路と判断したのも、これによるものだ。


　描かれているのは動物の姿が多い。そして、その動物を狩かる人々も。絵は物語にもなっているようで、細く長い角を持つ羚れい羊よう類の動物が生まれて育ち、外がい敵てきとなる動物に狩られて死に、その死し骸がいが鳥に啄ついばまれる様子がつらつらと壁面に彫ほられ、彩さい色しよくされていた。鮮あざやかだが、逆ぎやくにそれが不気味でもある。


　しかし、これは当時の人々が生と死をどう見つめていたのかを示しめすものだ。生まれて、生きて、死ぬという動物の姿に、この絵を遺のこした人々は人間の生しよう涯がいを重ねたのではないだろうか。それが水路として使われていた場所に描かれているのも、水が命に不可欠なものだから。リオンはそう解かい釈しやくした。


　それでも薄うす気き味み悪わるいという感覚は拭ぬぐえない。壁画から目を逸そらし、別の話題を探し──


「陛へい下かたちは無事かな」


　隣となりを歩いていたティグルがぽつりと零こぼした。目線は狼たちの後ろ姿を捉とらえたままだが、その表情は硬かたい。


　地上ではまだ砂嵐が続いているのだろうか。それはリオンも気になっていた。もしかしたらルビーウルフたちも流砂に巻まき込まれ、別の場所に落ちてしまったかもしれない。考えれば考えるほど不安になった。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。大丈夫に決まってるだろ」


　返事は背はい後ごから聞こえた。ラークだ。無理に張り上げたような明るい声は、彼自身に言い聞かせているようだった。暗いことは考えるなと、言外に伝えている。


　たしかに、そうだ。暗い考えは気持ちを沈しずませる。頭の中を曇くもらせて、目を凝こらせば見えるはずの光さえ見み出いだすことができなくなる。貪どん欲よくに、希望に食らいつくのだ。あの女王も、きっとそう言うに違いない。


「ですよね。陛下とジェイド様が一いつ緒しよなら、エミリエンヌ様だってわがまま言いつつ逆らえないだろうし」


「あ、それは嫌いやかも」


　気持ちを向上させて明るい考えを口にしたリオンだが、それは即そく座ざに否ひ定ていされた。大丈夫だと言ったラーク本人によって。


「なんでですか」


　せっかく前向きになれそうだったのに、意見を覆くつがえされてむかっとした。リオンは頰ほおを膨ふくらませて背後を見やる。するとラークは険けわしい顔つきで拳こぶしをぐっと握にぎり、虚こ空くうを睨にらんでいた。


「だって、あっちは女の子二人に男が一人じゃないか。両手に花！　羨うらやましい交代したい！」


　狭せまい通路でラークの雄お叫たけびはわんわん響ひびいた。先頭を歩いていた狼たちが迷めい惑わくそうに振ふり返る。耳の良い彼らでなくても、今のはうるさかった。リオンもティグルも慌あわてて耳を塞ふさぐ。そして二人で目を見み交かわし、互たがいに同じ事を考えていると確かく信しんする。
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　ルビーウルフとエミリエンヌは非ひ常じように仲が悪かった。どちらかというとエミリエンヌが突つっかかっていたのだが、リオンたちからしてみれば無む謀ぼうというか怖こわいもの知らずというか、とにかく見ているだけではらはらさせられる。野生動物を捕とらえた檻おりに何も考えず手を突っ込む子こ供どもを見ているような気分だった。


　あの二人を、たった一人で制せい御ぎよしなければいけないなんて。考えただけで恐おそろしい。とても両手に花なんて思えなかった。縄なわで繫つないだ狼おおかみと気の強い犬に、両手を左右好き勝手に引っ張ぱられながら歩くようなものだ。ジェイドには悪いけれど、自分がその立場にならなくて良かったとリオンもティグルも安あん堵どした。


　それでも、ラークにとってはあちらのほうが良いらしい。ざっと一同を見み渡わたして、深く溜め息をつく。そして演えん技ぎくさい動作で目め尻じりの涙なみだを拭ぬぐい、言う。


「なんでこっちにはガキンチョとわんこしかいないんだ……。俺って不幸」


　何度も溜め息をつき、重苦しい空気を撒まき散らす。しかしリオンもティグルも気づいていた。誰も言い出さないけれど、誰もが同じことを考えていると。


　ここまで話したことはすべて、逸はぐれてしまった三人が一緒にいるということが前ぜん提ていだ。


　それ以外の可か能のう性せいは、不自然なくらい口にしない。言葉にしたら真実になってしまいそうで、あえて目を逸らしている。


　だからラークの溜め息を、リオンもティグルも嫌なものとは思わなかった。彼も、あの三人が一緒にいるのだと信じている証しよう拠こだから。


　ラークは神国の王族であるが、だからといってエミリエンヌのように気位が高いわけではない。そういう点ではルビーウルフと似ている。リオンたちもはじめは気を遣つかって一歩引いた態たい度どを取っていたが、次し第だいに砕くだけた言葉を交かわすようになっていき、ラークもそれを咎とがめたりはしなかった。


　わざとらしくても明るく振ふる舞まい、時には軽口を叩たたき合う。その間も足は休めない。


　地上へ出たら、まず次の目的地であった町へ行こうと決めた。エミリエンヌが星の見方を知っているはずだから、そこで合流できるとラークが言い、リオンたちにも異い論ろんはなかった。


　しばらく行くと、リオンたちにも風の唸うなりが聞こえるようになってきた。出口は必ずある。通路にはいくつかの分かれ道があったけれど、それも狼たちが迷まよわず選ぶので信じてついて行った。もちろん、もしもを考えて分ぶん岐き点では通ってきた道に印をつけておくのも忘わすれない。


　もう何度目かになる枝えだ分かれの道で、ティグルが石を拾った。この石を壁かべに擦こすりつけ、簡かん単たんな円を描えがく。それが印だった。


　しかし、壁に向き合ったティグルがその動きを止めた。どうしたのかとリオンはその手元を覗のぞき込こみ──弟と同じく息を飲んだ。


　そこには人物の絵が遺のこされていた。少女なのか少年なのかはわからないが、描かれている人が若わかいであろうことは間違いない。所々色は落ちているものの、黒い髪かみの持ち主だ。同じような容よう姿しの人々に囲まれ、神こう々ごうしく佇たたずむ姿。しかし、周りの人物たちとは明らかに違う点がある。顔に、虎とらのような筋すじ模も様ようの痣あざがはっきりと描かれていた。


「ヘリオトロープ……」


　ティグルが小さくつぶやいた。それは、ローラーティオーという島から出ることを許ゆるされない宿命を背せ負おう少女の名。いつか外へ出ることができたら、必ず会おうとティグルに約束した少女。彼女の頰にも、この絵と同じ痣があった。


　なぜ、この痣を持つ人物の絵がここに遺されているのか。霧きりの島から出ることができない人々を、どうやって目にしたというのだろう。


「僕らみたいに、あの島に行ったことがある人がいたのかな」


　首を傾かしげつつ、リオンは思いついた考えを述のべた。しかしティグルは答えない。じっと壁画の人物を見つめ、その絵を軽く指先で撫なでていた。しばらくそうして何か考え込んでいるようだったが、ラークが双ふた子ごの肩かたに手を置いて無言のまま促うながす。ここで立ち止まってはいられないのだ。


　壁画から少し離れた場所に、ティグルは石で印をつけた。すでに先へ先へと歩いていってしまっている狼たちに引き離されないよう、小走りになって追いかける。


　その場を離れる間ま際ぎわ、ティグルがもう一度だけ壁画を振ふり仰あおいだのをリオンは見た。


　自分と同じ色をした弟の瞳ひとみに、あの霧を晴らす答えを見み出いだそうとする強い意い志しが宿っていた。




　第３章　交かわす刃やいば







　荒こう野やの中に現あらわれた住じゆう居きよの群むれ。


　エピドシスを抜ぬけ、ディアノイアへ辿たどり着いたことを知らせるエンテンデールという町だ。中心部へ向かうほどに住居の密みつ度どは増まし、地下から汲くみ上げられる水がどこにいても手に入る。ディアノイアの南部を守る大きな都市だった。


　エピドシスからの旅人を迎むかえる南向きの広場では、汲み上げた水を利用した噴ふん水すいがいかにも涼すずしげだった。乾かわいた大地に根を下ろす人々にとって、水こそが富とみの象しよう徴ちようなのだろう。広場には多くの人が集まっている。


　建物もエピドシスと違ちがい、切り出した石を使った二階建てや三階建ての民家も見受けられた。


　夜が明ける頃ころ、ルビーウルフとエミリエンヌはエンテンデールに辿り着いた。この町でも昼間は日ひ陰かげにいたほうがいいだろうと宿を探さがすことにしたのだが、それには大きな問題があった。


　二人は金を持っていなかったのだ。荷物はすべて男たちが持っていた。もしもを考えてルビーウルフはいくらか持っていたものの、エミリエンヌと二人で使えば朝食のパンを買うので精せい一いつ杯ぱいだ。安い宿でも部屋を貸かしてもらえるかどうかわからない。


「ねぇ、早くどこかで休みましょうよ。日が高くなってきましたわ」


　金を持って歩いたことがないらしいエミリエンヌには今の窮きゆう状じようが理り解かいできないようだった。苛いら々いらとルビーウルフをせっつく。


　ジェイドたちがこの町に来ているなら、どこかで会えるはずだ。それなら、エピドシスから来る旅人が通つう過かするこの広場で張はっていたほうがいい。日が高くなれば、どこか建物の陰にでも入ればいいのだ。


　しかし、なかなか合流できなかったら。何日も捜さがし回ることになるなら、どこかで資し金きんを調達したい。ルビーウルフ一人なら野宿もできるだろうが、エミリエンヌは食事を摂とったりゆっくり休むことができなければすぐにでも倒たおれてしまいそうだ。


　かと言って、仕事など簡かん単たんに見つかるわけでもない。ならばいっそ、盗ぬすみでも──


　過よぎった考えは振ふり払はらった。かつての知ち恵えはまだ残っているが、狩かりは群れで行うのが基き本ほんだったからだ。単たん独どくでは失敗する可か能のう性せいもあるし、そうなったらジェイドたちと二度と会うこともできなくなるかもしれない。できるだけ危き険けんがなく、すぐにでも金を手に入れたい。


「ねぇ、あれは何かしら。人が集まっているわ」


　考え込んでいるルビーウルフの外がい套とうをエミリエンヌが引っ張った。白くしなやかな指が広場の隅すみを指している。


　たしかに、そこには人だかりができていた。何かあったのかと、ルビーウルフはエミリエンヌを連れてその人だかりへ向かう。


　人々が見上げているのは張り紙だった。通りかかる人々が足を止め、それを見上げ、近くにいる人と何か囁ささやき合い、去っていく。中には文字が読めない人もいて、その会話に耳を傾かたむけている人もいた。そういった人たちも、会話の内ない容ようを聞き取ると興きよう味みなさげに去っていく。


「なんて書いてあるんだろ」


　ルビーウルフもまた、文字を読むのに慣なれていない人間だった。一年間学んで少しの読み書きはできるようになっていたが、土地が変わると言い回しなども変わるようで、いまいち理解できない。


「エンテンデール領りよう主しゆの宮きゆう殿でんで、武ぶ芸げい大会が催もよおされるんですって。主しゆ催さい者しやは領主の妻つまね。賞金も出るみたいだけど……これって高こう額がくなのかしら？　参加者の年ねん齢れいも身分も問わないなんて、ずいぶんいいかげんですわね」


　エミリエンヌが張り紙の文面を読み上げる。賞金の金額はエミリエンヌの感覚ではわからないようだが、周囲の人々が囁き合う言葉を聞き拾ったところ、主催者はなかなか太っ腹ぱららしい。


　迷まよいはなかった。これしかない。


「行こう」


　エミリエンヌの手を引き、ルビーウルフは人だかりを離はなれた。道すがら、通りかかる人に宮殿の場所を聞く。


「行くって、宮殿へ？　どうして？　まさか、武芸大会に出るつもり？」


　目を丸くして、エミリエンヌは問いを重ねた。ルビーウルフは振り返ることなく頷うなずく。


「手っ取り早く稼かせぐには丁ちよう度どいい。腕うでには多少自信あるし、賞金もぎ取ってきてやるよ。任まかせときな」


　狼おおかみの子として盗とう賊ぞくに育てられ、生きてきたのだ。ずる賢がしこいやり方も知っているし、武ぶ芸げいを競きそうだけなら命の危険もないだろう。出てみて損そんはない。


「でも……」


　それでもエミリエンヌは渋しぶった。ルビーウルフは構かまわず彼女の手を引いて歩く。


「参加者は年齢も身分も問わないけれど、男に限かぎると書かれていましたのよ？」


　ぴたりとルビーウルフの足が止まった。やる気になっていただけに、がくりと肩かたを落とす。


「なんでそれを早く言わないんだよ……」


「だって、まさかあなたが参加したいと言い出すなんて思っていなかったんですもの。武芸大会なんて女が出るものではありませんでしょう？」


　ルビーウルフの非ひ難なんがましい目に、エミリエンヌはむすっと膨ふくれっ面つらになった。言い争うのも疲つかれるので、ルビーウルフは深く溜ため息をつき──


「いや、いける」


　再ふたたびエミリエンヌを引っ張り、建物の陰に入った。民家と民家の間で、人の気配はない。


「人が来ないように見張ってて」


　そう言ってルビーウルフは外套の裾すそを歯で嚙かみ切った。包帯のように長い帯を作る。


「何をしているの？」


　怪け訝げんそうにエミリエンヌが訊たずねてきたけれど、答えている時間も惜おしかった。手っ取り早く済すませてしまわないといけないのだから。


　壁かべを向いたまま、ルビーウルフは服を脱ぬぎ捨すてた。上半身の肌はだが露あらわになる。エミリエンヌはしばらく啞あ然ぜんとしてから、慌あわてて周囲の様子を窺うかがった。見張れという意味がようやくわかったようだ。


　その間にルビーウルフは包帯を胸むねにきつく巻まきつけた。その上から脱いだばかりの服を着て外套を羽は織おれば、胸の膨ふくらみはまったく目立たない。服ふく装そうはもともと男物であるし、声も声変わり前の子こ供どもなら男も女も判はん別べつはつかない。どうにでもごまかせる。


　瞬またたく間に少年に変身したルビーウルフに、エミリエンヌは呆あきれたような溜め息をついた。


「男に化けて武芸大会に出るなんて……。そこまでして、お金って必要ですの？　ラークたちと会えるまで待てばいいことでしょう？」


「合流できるまでに寝ね泊とまりする場所が屋根の下じゃなく、こんな建物の陰とか町の外の岩陰でいいなら行かないけど？」


「……頑がん張ばってらっしゃいよ」


　不服そうにしながらも、エミリエンヌは物わかりの良さを見せた。主に自分のためであったが。


　ジェイドたちを捜さないといけないから、短時間で金が手に入るのは魅み力りよく的だった。砂さ漠ばくでの一件けんは心配だが、人目につかない場所で襲おそわれたのにはきっと理由がある。ならば、人通りの多い場所にいればいくらか安全だろう。


「待ってて。すぐ戻もどってくるから」


　エミリエンヌを広場近くの日陰に待たせ、ルビーウルフは宮きゆう殿でんに向かった。





　　　　†




　町の中心の白い大きな建けん造ぞう物ぶつ。それだけ聞いて迷わず辿たどり着けるほど、その宮殿は周囲から隔かく絶ぜつされた雰ふん囲い気きを放っていた。


　外観が豪ごう奢しやであることはもちろんだが、漂ただよう空気が異い様ようだった。周りを見れば、町の人々はここを避さけているように見える。宮殿の周囲にはルビーウルフのように武芸大会に参加するのであろう屈くつ強きような男たちがちらほらと見受けられるくらいだ。


　その男たちが向かう先について行き、門を潜くぐる。武芸大会の参加者はここで番号を貰もらい、名を問われることもない。番号をくれた門番は声変わりもしていない少年に怪訝そうでもあり可お笑かしなものを見るようでもある目を向けたが、すんなりと通してくれた。


　宮殿の一いつ郭かくには小規き模ぼながら闘とう技ぎ場じようがあった。観かん覧らん席せきがぐるりと周囲を取り囲み、整地された土がむき出しの闘技場を見下ろす形だ。出入り口は四よ隅すみにあり、うちの一つは鉄てつ格ごう子しで閉とざされていた。


　そこへ通された参加者は刀とう剣けんを与あたえられ、自分の番号が呼よばれるのを待つ。刀剣は鞘さやに納おさめられているが、主催側が用意したのなら刃はは潰つぶされているはずだ。


　待っている間、他の参加者はちらちらとルビーウルフを見ては小こ馬ば鹿かにした笑えみを浮うかべていた。子供がこんな場所に何の用だ、と囁ささやくのが聞こえる。


　参加者のほとんどは異国の者たちだ。服装を見ればわかる。日ひ避よけの外がい套とうの下には、見み慣なれない装そう飾しよく具ぐなどがちらついていた。


　闘技場全体を覆おおう屋根はない。あるのは観覧席にだけだ。高くなってきた日が燦さん々さんと照りつけてくる。早く終わらせて帰りたいとルビーウルフが思い始めた頃ころ、観覧席に人の気配が現あらわれた。


「あら、二十人もいるの？　今回は多いのね」


　若わかい女の声が聞こえた。観覧席の中で前に張り出した席があり、そこは房ふさ飾かざり付きの垂たれ幕まくで仕切られている。中にはクッションを敷しき詰つめた長なが椅い子すが置かれ、女はそこに怠たい惰だな様子で手足を伸のばし、座すわった。


　この地方の衣服なのか、女は肌はだが透すけてしまいそうな青い薄うす絹ぎぬをまとっていた。頭や顔の口元も同じような布ぬので覆おおっている。


　それを見た参加者たちがどよめいた。


「あれはリゼリルの女が着る服じゃないか」


「どうしてエンテンデールに……」


　それは、力こそすべてと唱となえる国。北上するにあたり、ルビーウルフたちがわざわざ避けて通ろうとした国だ。相手は女一人とはいえ、ぎくりと身を硬かたくする。


　ざわめく場をなんとも思っていないのか、女は投げ遣やりな調子で言い放った。


「一対一でやらせていたら時間が掛かかっちゃうわね。いいわ。全員でやらせましょう。そのほうが面おも白しろそう」


　女が何を言っているのか、即そく座ざに理り解かいできた者はいなかった。だが、次に彼女が告げた言葉に皆みなが戦せん慄りつする。


「最後まで生き残っていた者に褒ほう美びを取らせるわ。私を飽あきさせないでね。退たい屈くつになってもまだ二人以上残っていたら、猫ねこを放つわ」


　その宣せん言げんの直後、鉄格子の向こうから落らく雷らいにも似にた獣けものの咆ほう哮こうが聞こえた。狼おおかみよりも重々しく響ひびく声だ。


　それを聞いた参加者たちは各おの々おのに与えられた剣を抜いた。ルビーウルフも細身の長剣の鞘を払はらい──異変に気づいた。


　おかしいと思った瞬しゆん間かん、目の前にいた若者が鋭するどい呻うめき声を上げて倒たおれ伏ふした。地面をのたうち、胸むな元もとを押おさえている。指の隙すき間まから、血が溢あふれ出ていた。


　与えられた刀剣の刃は潰されていなかった。若者に切りつけた男もようやくそのことに気づいたようだが、もう遅おそい。一度始まってしまった乱らん闘とうは、立っている者が誰だれか一人になるまで終わらないのだ。皆、鉄格子の向こうから聞こえる獣の声に怯おびえてしまっている。


　出入り口は閉とざされているため、逃にげ場はない。大おお柄がらな男が多い中、ルビーウルフは小さな体格を利用してとにかく逃げ回った。皆、はじめは隣となりにいる者同士で切り結んでいたから、すぐに人数は半分以下に減へる。


　しかし、人数が減れば減るほどそれぞれに余よ裕ゆうができてきて、次に狙ねらうべき相手を見定めるようになった。この中で一番弱く、簡かん単たんに仕し留とめられる相手──葡ワ萄イ酒ン色の髪かみと紅こう玉ぎよくの瞳ひとみを持つ、少年。


　残った全員が、示しめし合わせたようにルビーウルフを取り囲んだ。互たがいに間合いを見計らいつつ、刃の切っ先はルビーウルフに向けられている。


　ルビーウルフは全身にじっとりと汗あせをかいていた。暑さのせいだけではない。いや、むしろ寒かった。傷きずを負って呻いている者の声や彼らの流した血の匂においが、胸の奥おくにしまい込こんで思い出すまいとしている記き憶おくを掘ほり起こす。


　かつての仲間たちが死んだ、あの日の光景が目の前に再さい現げんされていた。いつか見た幻まぼろしではなく、現実として。


　手が震ふるえる。見開いた目は瞬まばたきもできない。


「かわいそうに。怯えた子犬だな」


「身の程ほどもわきまえずに、こんな所へ来るからだ」


　ルビーウルフを哀あわれみ、そして嘲あざ笑わらう声が上がった。皆、もはや賞金など関係なく、ただ生き残りたいという正当な願望だけで他者を排はい除じよしようとしている。


　その願望を、幸か不幸かルビーウルフは誰よりも強く持っていた。狼の群むれを率ひきいて立つ人間離ばなれした我がの強さを、幼おさない頃から持っていたのだ。


　刃が一いつ斉せいに突つき出される。それをルビーウルフはしゃがんで避よけ、正面にいた男の股また下したを潜くぐって包囲から逃のがれた。すり抜ぬけざま、その男の足を切りつけて動きを封ふうじる。


　最も狩かりやすいと判はん断だんした獲え物ものが予想外の反はん撃げきに出たことに、残る四人の男たちは気を引き締しめた。ルビーウルフをただの少年と侮あなどるのはやめたようだ。それでも、狙いを他に変えようとはしない。まずは四人でこの敏びん捷しような少年を始末して、その後に互いを排除し合おうという算さん段だんだろう。


　しかし、それはルビーウルフより弱いと誰もが判断する相手が現れれば変わる。


　真っ先に動いた男に、ルビーウルフはしゃがんでいた時に摑つかんだ土を投げつけた。狙いは両目。視し界かいを失った男はよろめき、後こう退たいする。しかし、他の三人はそれを許ゆるさなかった。


　弱った者は回かい復ふくする前に片かた付づけておいたほうがいい。目を押さえて呻いていた男は、すぐ後ろにいた別の男に切り伏せられた。


　この騒そう動どうに残る男たちが気を取られている間に、ルビーウルフは動いていた。切られた男を取り囲む者の足を払って前のめりにさせ、すかさずその背せに飛び乗る。乗っていたのは一瞬のことで、背中を踏ふみ台にして高く跳とんだ。そして踏み台にした男の真正面にいた男の肩かたを勢いきおいよく踏みつける。靴くつ底ぞこを通し、鎖さ骨こつの砕くだける音がした。


　ぐっと足に力を込め、その男を蹴けり飛ばす。その勢いで、前のめりの姿し勢せいから立ち直りかけた男の顔面に膝ひざ蹴げりを叩たたき込んだ。くぐもった呻き声を上げ、相手は仰あお向むけに倒れる。


　一息に二人をのしたルビーウルフに、残る一人が切りかかってきた。首を狙った一いつ閃せんをルビーウルフは屈かがんで避け、伸び上がりざま相手の腕うでに刃を突き立てた。相手は得物を取り落とし、地に膝をついて傷を左手で押さえた。もう武ぶ器きは握にぎれないだろう。


　瞬く間に、その場に立っているのはルビーウルフだけになった。勝ち残ったものの、気分は最悪だ。


　血の匂い。呻き声。そのうちの数人はルビーウルフの手で傷つけられた。


　自じ衛えいのために他者を傷つける覚かく悟ごはずっと昔に身につけた。自然の中で生き、盗とう賊ぞくを生業なりわいとする者が一瞬でも躊躇ためらえば、地に伏すのは自分自身になってしまうのだから。


　けれど、幾いく人にんもの苦鳴が重なる場にいるとどうしてもあの日を思い出す。一時的に昂たかぶった生せい存ぞん本ほん能のうが落ち着くと、とたんに眩暈めまいがした。耳を塞ふさいで逃げ出したくなる。


　すべての音を閉ざしてしまいたいと思っているルビーウルフの耳に、甲かん高だかい笑い声が無ぶ遠えん慮りよに届とどいた。観かん覧らん席せきにいる女が、手を叩いて愉ゆ快かいげに笑っていた。


「面おも白しろい！　面白いわ！　あなた、小さいのにすごいのね。でも、思ったより早く終わってしまったのはつまらないわ」


　そう言って女はしばし考え込み、傍そばにいた侍じ女じよらしき女に耳打ちする。侍女は承しよう諾だくするように一礼し、下がった。


　上じよう機き嫌げんになった女を、ルビーウルフは睨にらみ上げていた。武芸大会などと言って、人を集めて殺し合いをさせるなんて。


　あの張り紙に地元の人々が無関心だったのも、この宮きゆう殿でんを避さけるように生活しているのも今なら納なつ得とくできた。皆みな、この女がこのような遊びをしていることを知っているのだ。


　何も知らない異国からの旅人だけが、こうして罠わなに掛かかるのだろう。手っ取り早く金を手に入れなければと、焦あせる気持ちがルビーウルフの判はん断だんを鈍にぶらせた。こんな所に来なければよかった。しかし、今さら悔くいてももう遅い。


　それでも勝ち残ったのは間ま違ちがいない事実だ。約束のものを貰もらったら、こんな場所からは早く去りたい。返り血をエミリエンヌに見せるわけにはいかないから、どこかで洗あらい流さなければ。


　ぐらぐらする頭でどうにか思考を巡めぐらせていると、女が声を上げた。


「あなた、もう一戦してちょうだいよ。相手は用意したから大だい丈じよう夫ぶよ。私も、新しく仕入れたお人形の腕を試ためしてみたかったの」


　そう言って女が手を叩くと、この宮殿の兵士たちが闘とう技ぎ場じように入ってきた。ルビーウルフはすぐさま身み構がまえたが、どうも相手は彼らではないらしい。兵士たちはまるで掃そう除じでもするかのように、倒れていた男たちを闘技場から引きずり出した。


　最後の兵士が出て行く時、ようやく相手らしき若わか者ものが現あらわれ──


　その若者の姿すがたを見たルビーウルフの思考が完全に止まった。いや、思考だけではない。身体からだを巡る血の流れも心しん臓ぞうの鼓こ動どうも、すべてが止まってしまったかのようだった。握にぎっていた剣けんが手から零こぼれ落ち、がしゃんと耳みみ障ざわりな音を立てる。


　剣を携たずさえ、ルビーウルフと対たい峙じする若者は金の髪かみを持つ男。


　そこにルビーウルフの姿が映うつる時、いつでも柔にゆう和わに微笑ほほえんでいた翠みどりの双そう眸ぼうが今は無感情にルビーウルフを捉とらえていた。


「ジェイド……？」


　無む意い識しきに出た掠かすれ声で、ルビーウルフはその名を口にした。しかし反はん応のうはない。


　姿は、似にている。服だって、昨夜別れてから変わっていない。見み紛まがうはずがない。けれど、ルビーウルフの知る彼ではなかった。無事だということは信じていたし、このエンテンデールで合流するのだと自身に言い聞かせてここまで来た。以前離れ離れになった時のように、再さい会かいする時は互たがいの無事を喜び合って笑みを交かわせるのだと信じていた。


　なのに今、彼は物を見るような目でルビーウルフを捉とらえ──刃やいばを向ける。


　何が起こっているのか理解できず、ルビーウルフは落とした剣を拾うこともできない。


　すると女が声を張り上げた。


「どうしたの？　疲つかれちゃった？　でも、そんなのつまらないわ。本気を出してくれないと嫌いやよ。──そうね。負けたほうには私の猫ねこと遊んでもらおうかしら」


　女の言葉が終わるや否いなや、あの鉄てつ格ごう子しの向こうでまた獣けものの雄お叫たけびが聞こえた。聞いたことのない重低音の咆ほう哮こうだが、どこか悲鳴じみた──槍やりか何かで突つかれ、わざと声を上げさせられているような叫さけびだとルビーウルフにはわかった。ルビーウルフを戦いへと向かわせるため、わざとあの声を聞かせているのだ。


　ジェイドはあの声を聞いてもまったくの無関心だった。ルビーウルフに向けた切っ先も揺ゆらがない。


　もう一度、ルビーウルフはその名を呼ぼうとした。しかし、声が詰つまって何も言えない。


　ならばせめて触ふれたい。手を差し伸のべ、歩み寄よろうとした時だった。女が手を叩たたき、命じる。


「さぁ、始めなさい！」


　その号令が響ひびいた瞬しゆん間かん、ジェイドが動いた。鋭するどく風を斬きる音が耳元で唸うなる。


　ルビーウルフは無意識に避けていた。彼の剣けん戟げきを転がって避け、落とした自分の剣を拾う。


　再び生存本能が膨ふくれ上がった。自分でも止められない衝しよう動どう。しかし、先ほどのように相手を切り伏ふせて身を守るという行動はできなかった。拾った剣も、ジェイドの攻こう撃げきを受けるのが精せい一いつ杯ぱいだ。彼に向かって刃を突き出すことが、どうしてもできない。


　それに加え、ルビーウルフはまだ状じよう況きようが理り解かいできていなかった。逃にげ惑まどいながら、どうして、とつぶやくように繰くり返す。


　ジェイドとは稽けい古こで何度か手合わせしたことがある。その太刀たち筋すじとそっくりそのまま、しかし今は本当にルビーウルフを斬るつもりで剣が振ふるわれている。遠えん慮りよのないジェイドの剣戟は重かった。稽古の時、彼がルビーウルフに気き遣づかって手を抜ぬいていたのだとはっきりわかる。


　振り下ろされた一撃を、ルビーウルフは剣を頭上に翳かざして受け止めた。腕全体に走った痺しびれを堪こらえ、鍔つば迫せり合いになる。


　顔が触ふれそうになるほど近づく。優やさしい匂においが──彼の匂いがした。ルビーウルフが好きな、ジェイドの匂い。


　喉のどの奥おくが発火するように熱くなった。何かが溢あふれ出てしまいそうで、ルビーウルフは唇くちびるを嚙かむ。


　生まれたその隙すきを、ジェイドは見み逃のがさなかった。薙なぐような一いつ閃せんにルビーウルフの剣は弾はじかれ、天高く舞まい上がった。宙ちゆうに弧こを描えがいた剣は、遠く離れた場所に金きん属ぞく音おんを響かせて落ちる。


　ルビーウルフは後ろへ跳とんだ。しかし、何かが背にぶつかる。鍔迫り合いをするうちに、壁かべ際ぎわに追い込こまれていたのだ。そんなことにも気づかないほど、動どう揺ようしていた。


　目の前にジェイドが立ちはだかる。いつの間にか日は高く昇のぼり、太陽の光を背負った彼の表情には暗い影かげが落とされていた。けれど、ルビーウルフには見える。彼の無感情な瞳ひとみに、自分の姿が映っているのが見える。


　ジェイドは剣を腰こしだめに構えた。突きの攻撃だ。


　ルビーウルフには自前の短剣がある。しかし、それを抜くこともできずにいた。今まで経けい験けんしたことのない恐きよう怖ふに、壁に背をつけたまま逃げ出すこともできない。


「ジェイド……」


　震ふるえる声で呼よぶ。逆ぎやつ光こうの中、わずかに彼の表情が揺らいだ気がした。


「嫌いやだ……ジェイド……こんなの……や……」


　やめて。


　その一言が出る直前、ジェイドは力強く踏ふみ込んできた。壁に串くし刺ざしにするように、ルビーウルフの腹ふく部ぶを狙ねらった突きが繰り出される。


　ルビーウルフは身を縮ちぢこませ、とっさに両腕で顔を庇かばった。人間が基き本ほんとして備そなえている、反はん射しや的な防ぼう御ぎよしかできなかった。


　切っ先が何かを抉えぐる、鈍にぶい音が響く。


　ジェイドの髪かみがルビーウルフの頰ほおを撫なでた。一瞬の、抱ほう擁ように似た触れ合い。ルビーウルフの体にはもはや力など入らなかったが、壁とジェイドの体に挟はさまれてどうにか立っていた。それも、彼がその場を離れると保たもてなくなった。膝ひざが折れ、背中をずるずると壁に擦すってその場に座すわり込む。


　羽は織おっていた外がい套とうが剣で壁に繫つなぎ止められ、片かた翼よくのように広がった。


　ルビーウルフが無意識に避けたのか、それともジェイドが外はずしてくれたのか、剣に貫つらぬかれたのは外套だけだった。しかし、理解が追いつかない現実に全身が痺れてしまっている。座り込んだまま動かない、戦意も覇は気きも失ったルビーウルフになどもう興きよう味みはないというようにジェイドは背を向けて闘技場から出て行った。呼び止めようと持ち上げた手も、うまく動かなくて虚むなしく宙を搔かいただけ。


　手も足も震ふるえていた。嚙み合わない歯がかたかたと鳴っている。


　身を貫かれたと思った。その恐おそれはもちろん、それがジェイドの手によって与あたえられたことが何より辛つらかった。受け入れがたい現実。


　何が起こったのか。どうして彼が。


　こんな状態になっても、まだルビーウルフは状況を理解できずにいた。彼がいなくなってしまうと、やはり別人だったのではと疑うたがい──いや、期待する気持ちが膨らんできた。しかし、心安らぐあの匂いは間違いなく彼のもので……。


　考えれば考えるほど、胸が苦しくなった。虚うつろな目を閉じる。いつかの悪あく夢むのように、これがすべて噓うそだったらいいのに。目を開けたら彼がいて、あの時のように慈いつくしむような目を向けてくれたらいいのに。


　しかし、そんな儚はかない望みはあの女の声に打ち破やぶられた。


「あっけなかったわね。つまらないわ。──檻おりを開けてちょうだい」


　女の命令が響ひびくと、鉄格子がゆっくりと上がっていった。格子があった向こう側は暗く、闇やみ色に塗ぬり潰つぶされている。


　そこから、追い立てるような人の声と獣けものの雄お叫たけびが響ひびいた。逃にげ場を求めるように巨きよ大だいな獣が闘技場に飛び出してくる。


　猫、と女は言った。


　たしかに、しなやかな動きは猫に似ている。似てはいるが、こんな大きな猫がいるものか。


　金色の毛け並なみに、それより濃こい色をした襟えり巻まきのような鬣たてがみ。体格は狼おおかみの倍以上あるだろう。四し肢しも太く、丸太のようだ。


　獣が外へ出ると、鉄格子は落とすように閉められた。がしゃんという重い音に驚おどろいた獣がその場から跳び退すさる。


　雷らい鳴めいに似た唸うなり声を発しながら、獣は周囲を窺うかがう。そして、この場にいる自分以外の存在──ルビーウルフにその視線が定まった。


　警けい戒かいするように、獣はゆっくりと歩み寄よる。ルビーウルフもようやく立ち上がった。獣独どく特とくの匂いに、山で野生の猛もう獣じゆうと争った記き憶おくが甦よみがえる。それは同時に、生きることへの渇かつ望ぼうを再びルビーウルフにもたらした。外がい敵てきとなる獣との対たい峙じでは、勝って生き残るという選せん択たく肢ししかなかったのだ。


　ルビーウルフが動いたことで闘とう志しに火がついたのか、獣は前まえ脚あしを振り上げた。鋭い爪つめが顔を覗のぞかせる。


　剣で壁に繫ぎ止められていた外套を引き裂さき、ルビーウルフは素す早ばやくその場から離はなれた。空振った爪の一撃が壁を削けずり、幾いく筋すじもの傷きずを刻きざむ。


　獣と相対する時、背を向けて逃げてはいけない。人間の足ではどんなに走っても逃げ切れず、彼らの優すぐれた狩しゆ猟りよう本ほん能のうを煽あおるだけだ。


　この獣もまたルビーウルフを外敵と見なしている。ルビーウルフが動くと、顔をこちらに向け、決して背中を見せようとしない。


　ルビーウルフは短剣の柄つかに触ふれ──手を止めた。刃が短いため、突き出しても腕うでごと爪に薙なぎ払はらわれてしまう。他に武ぶ器きといえば、ジェイドが使っていた長剣だ。しかし、あれを壁から引き抜いている間に、やはり爪そう牙がの餌え食じきだろう。他にあるものといえば──


　一つだけあった。この獣は動くものに対し、まず前脚の爪で絡からめ取ってから食らいつく性質があるようだから、あるいは……。


　思いついた瞬間、ルビーウルフは外套を脱ぬいだ。それを獣に向かって投げつける。ひらりと舞まった外套に獣は飛びつき、爪をかけた。


　これで爪は封ふうじた。絡まる布を引き裂こうともがく獣の前にルビーウルフは立つ。あとは急所に短剣を突き立てれば……。


　野生動物と争う時に非情さは決して捨ててはならない。生き残りたければ、躊躇ためらってはいけない。


　けれどルビーウルフは見てしまった。この獣の体に無数に残る、鞭むちの痕あとを。


　槍で突かれたような悲鳴が耳の奥おくに甦る。


　この獣がどのような仕打ちを受けてここにいるのか悟さとった瞬間、ルビーウルフはほんの一瞬踏ふみ止とどまってしまった。命取りとなる一瞬の隙すきを、作ってしまった。


　獣はそれを見み逃のがさなかった。布が絡まる爪はそのままに、体当たりでルビーウルフを退しりぞける。弾はじき飛ばされたルビーウルフはやむを得ず後こう退たいしたが、短たん剣けんを取り落としてしまった。


　ルビーウルフは刃を失ったが、獣には牙きばが残っている。狼よりも鋭く太い牙が。


　頭だけでも一ひと抱かかえもある大きな獣だ。顎あごの力はいかほどのものか。あの牙に捕とらわれれば、二度と逃れることはできないだろう。


　外套が爪を封じている間に済すませなければいけない。勝負は一瞬で決める。この獣が無む防ぼう備びな場所を晒さらす、その一瞬を待つ。


　獲え物ものに食らいつこうと、獣が大きく口を開けて迫せまった。


　その瞬間、ルビーウルフは拳こぶしを突き出す。獣が顎を閉とじる前に、喉のどの奥まで拳を突き入れた。


　獣は呻うめき、後退してルビーウルフの拳を吐はき出した。げっげっ、と苦しげにえずき、黄色い胃い液えきも吐き出す。


　ルビーウルフの腕はわずかに牙が掠かすったものの、無事だ。獣が顎を閉じていたら食い千切られていただろうが、その前に喉の奥を突いた判断と瞬発力が味方してくれた。


　それに何より、この獣は人間に対して怯おびえを見せている。ルビーウルフを恐おそれているのだ。人間に痛いためつけられた記憶から、鞭で打たれる前に爪で引き裂こうとした。


　後退し、獣は爪に布切れを引っ掛けたままルビーウルフから離れた。そしてもう近寄ろうとしない。傍そばに寄れば痛い目をみるが、寄らなければルビーウルフは何もしないとわかったのだろう。壁かべ際ぎわまで逃げ、座り込んでしまう。動かない獣に諦あきらめたのか、鉄てつ格ごう子しが上げられると獣は逃げるように闇の中へ滑すべり込んでいった。


　ルビーウルフは短剣を拾い、鞘さやに納おさめた。もう何をする気にもなれない。


　深く溜ため息をついたルビーウルフの耳に、またあの女の笑い声が届いた。けらけらと腹を抱かかえて愉ゆ快かいげに笑い転げている。


「すごい！　獅し子しに勝ったわ！　人間が素手で獅子に勝ったのよ！」


　何がそんなに可お笑かしいのか。獅子というあの獣は鞭で打たれて人を襲おそうよう育てられ、このような遊ゆう戯ぎに使われているのに。


　ルビーウルフは観かん覧らん席せきを睨にらみあげた。そして、心しん臓ぞうが破やぶれそうなほど強く脈打つ。


　女の隣となりに、ジェイドがいた。まるでそこが自分の本来の居い場ば所しよであるというように、女の傍に控ひかえていた。


　昨日まで、彼の隣にいたのはルビーウルフだった。それなのに、今は別の女がいる。


　信じたくない。見たくない。なのに目を逸そらせない。


　ルビーウルフはジェイドを見つめているが、視し線せんが交まじわることはなかった。彼の瞳は硝子ガラス玉だまのように虚こ空くうを映しているだけだったから。


　ルビーウルフの様子など気にも留とめず、女はすっかり上じよう機き嫌げんだった。嬉うれしそうに語る。


「今朝は綺き麗れいなお人形、昼間は獅子を素手で倒たおす男の子。今日は面おも白しろいものがたくさん手に入って嬉しいわ」


　妙みようなことを言い出した。彼女は硝子でできた虫むし籠かごのようなものを両手で弄もてあそびながら、ルビーウルフに目を向ける。


「ねぇ、あなた。私に仕つかえなさいよ」


　急な命令に、ルビーウルフは拒きよ否ひしようとした。けれど、女と目が合ったとたん薄うすら寒い危き機き感が過よぎった。女が持つ、硝子の虫籠の中に小さな光がひらひらと舞まっているのを見て、その危機感は警けい鐘しようを打ち鳴らす。


　彼女が言う人形とはジェイドのことか。なぜそんなふうに呼ぶのだろう。何か理由があるはずだ。──おそらく、あの虫籠に関する何かが。


　傍に寄って、探さぐりたい。ジェイドの真意を聞きたい。ならば今ルビーウルフにできることは──


　女に向き合い、膝ひざをついてこうべを垂たれた。女は満足そうに微笑ほほえむ。


「私はザフラ。エンテンデール領りよう主しゆの妻つまよ。あなたは？」


　どう名乗ろうか、ルビーウルフは迷まよった。『ルビーウルフ』という名は正式な名ではないものの、リゼリルの女に教えて素す性じようがばれたらどうなるかわからない。それに今は男としてこの場にいるのだから……。


「モルダ」


　とっさに出たのは養父の名だった。彼の名を騙かたることに、罪ざい悪あく感が生まれる。


　しかし、ザフラにはそんなことはわからない。告げた名を満足そうに受け止め、命じる。


「モルダ、ね。気に入ったわ。今日からあなたは私の小こ姓しようよ。部屋も用意してあげる。ついてらっしゃい」




[image: ]


「お待ちください、ザフラ様」


　席を立ったザフラに、ルビーウルフは待ったをかけた。町で待たせたままのエミリエンヌのことを思い出したのだ。


「なぁに？」


「あた……俺おれの従姉いとこが町で待っているのです。従姉も俺も、行く宛あてがありません。どうか従姉も、ここで働かせてやってはもらえないでしょうか」


　言こと葉ば遣づかいも完全に男として振ふる舞まった。もともと女らしい言葉遣いはしていなかったし、特に違い和わ感はない。


「その従姉さんは何ができるの？　獅子を倒す子の従姉なら、さぞかし面白いことができるんでしょうね？」


　自分を楽しませるもの以外には興きよう味みがない。ザフラはそういう性せい格かくなようだ。しかし、エミリエンヌにできることなど……。


「星を読むことができます。それに、歌と踊おどりが得意です」


　星に関してはルビーウルフも知るところだ。歌と踊りも得意だというのはラークから聞いただけだが、他に何も思いつかなかったのだから仕方がない。


「星と……歌と踊り、ね。あまり変わった特とく技ぎではないけど、いいわ。連れてらっしゃい。あなたがそれで仕えてくれるなら安いものよ。──ただし、そのまま逃にげないでね？　少しでも怪あやしい素そ振ぶりを見せたら、お人形にしちゃうわよ。彼のように」


　そう言ってザフラは傍かたわらにいるジェイドの頰ほおに指を滑すべらせた。


　触ふれるな……！


　口から怒ど号ごうとなって飛び出しそうになった言葉を、ルビーウルフは唇くちびるを強く嚙かむことでどうにか飲み込こんだ。鋭するどくなった目を見られないよう、顔を伏ふせる。


「必ず戻もどって参ります」


　大切なものを取り戻すために。





　　　　†




　窓まど硝子がかたかたと鳴る。そこから見える空は暗雲が立ちこめ、昼間だというのに暗く淀よどんでいる。


　王おう城じようの庭を吹ふき抜ぬける木こ枯がらしは木々の葉を瞬またたく間に攫さらっていった。今年は例年より早く雪が降ふり出すかもしれない。それこそ、隣りん国ごくのグラディウスと同じ時期に冬が訪おとずれてしまうのではないだろうか。


　冷たい風が窓に吹きつける音を聞きながら、ミレリーナは大きく溜め息をついた。自室の机つくえに置かれた書しよ状じようを読み、言葉も出なかった。


　コロナードのエミリエンヌ姫ひめと、サルヴロースのラーク王子が消えたという報しらせだ。その状じよう況きようは、ミレリーナがローラーティオーという島へ連れ去られた時とまったく同じ。


　この書状を寄よ越こした使者や、エミリエンヌの従じゆう者しやであった騎き士したちはまったく状況を知らず、グラディウスに疑うたがいを向けているらしい。かの国の女王も、まったく同じ被ひ害がいに遭あったというのに。


　どうやら、コロナードやサルヴロースに届とどいたグラディウスからの報せは偽にせ物ものであるようだ。〈全知の書〉が見つかったなど、はじめに事が起こった時には誰だれも知らなかったはず。なのにそれを理由に呼よびつけられたと訴うつたえているあたり、どこかで報せの内ない容ようが書き換かえられたに違ちがいない。


　勘かん違ちがいについては、いずれコロナードもサルヴロースも気づくはずだ。トライアンに戻ってすぐ、ミレリーナが現状で知りうる限かぎりのことをしたためて使者を送り出したのだから。


　ミレリーナにできることは、巻まき込まれてしまった人々が疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいっていらぬ争いを始めてしまわないよう気を配ることだ。コロナードやサルヴロースが納なつ得とくしなければ、自ら出向いて説得する。グラディウスの宰さい相しようとは連れん携けいが取れているから、対立することになっても二対二だ。不利にはなるまい。


　あとは、待つことしかできない。あの島から、連れ去られた神国の王族たちがいち早く脱だつ出しゆつして戻ってくる時を。


　途と中ちゆうで放ほうり出されてしまったミレリーナはルビーウルフたちがどうなったのか知ることはできない。迎むかえに行こうにも、神が霧きりの中に隠かくした島だ。航海図にも載のっていない島に、どうやって行けるというのか。ルビーウルフたちが島へ辿たどり着いた方法を、きちんと聞いておくべきだった。


　身動きが取れないことがもどかしい。知ることができない現状が恐おそろしい。


　胸むねを押おさえ、ミレリーナは俯うつむいた。ゆるく波打つ飴あめ色いろの前まえ髪がみがさらりと揺ゆれる。


　トライアンに戻された数日後、ミレリーナの前に小さな光が現あらわれた。それはミレリーナの胸の中に吸すい込まれたかと思ったとたん、胸むな元もとで眩まばゆい光が弾はじけた。そして光が失うせたと同時に、あの島に置いてきてしまった〈裁さばきの天てん秤びん〉が何事もなかったかのようにその場に転がっていたのだ。


　ミレリーナの知らないところで何かが起こった。それは間違いない。神具が戻ってきたことは、すべての悪い出来事が終結へと向かう予よ兆ちようか。それとも新たに何かが始まるのか……。


　戻ってきた〈裁きの天秤〉は厳げん重じゆうに保ほ管かんし、それを扱あつかえる者は傍そばに寄らないようにしている。また運び手であるミレリーナやベルンハルト、コーラルと共に狙ねらわれるかもしれない。逆ぎやくに、持ち運べる者がいなければ神具は安全ということだ。


　それに、〈裁きの天秤〉がここにあれば神が甦よみがえるということもない。──しかし。


　ミレリーナには気がかりなことがあった。ローラーティオーで見た、あの光景。


　エリカは〈全知の書〉を開いて使っていた。なぜ彼女が〈全知の書〉を持ち、扱っていたのかはわからない。何も知らされないまま追い返されたのだ。いつか本人の口から真実を聞けると、信じて待っていたい。


　彼女のことを案じるのはミレリーナの私し情じようだ。それを取り除のぞけば、気がかりなものは一つ。


　神──ロゥヴァースの本体である〈全知の書〉が開くのは、すべての神具が揃そろって神が復ふつ活かつする時だけだと伝説にはある。しかし、エリカは〈全知の書〉を開いて使っていた。どういうことだ。


　伝説は時を経へて真実から少しずつ離はなれていったのか。それならそれでいい。何事も起きなければ、それでいいのだ。


　溜め息を一つ零こぼした。椅い子すの背せもたれに体を預あずける。すると、何も言っていないのに騎士のロヴィンが膝ひざ掛かけを持ってきてくれた。ミレリーナの表情や仕草だけで、してほしいことは命じるまでもなくやってくれる。不安な気持ちもきっと彼には伝わっているだろうから、隠かくす意味はない。


「やることがなくなってしまうと、どうしても余よ計けいなことばかり考えてしまいますね。何も起きないことが一番なのに、気がつくと自分が手出しできる問題を探さがしているの。そして問題が見つからないと不安になるのよ。可お笑かしいわね」


　何かが起こればすぐ対たい処しよできるよう、身み構がまえてはいる。しかし、事後処しよ理りにしか手を出せないというのはどうしようもない無力感を生む。


　心が落ち着かないせいか、手が冷えていた。擦こすり合わせて温めていると、ロヴィンが両手で包んでくれた。人ひと肌はだの温ぬくもりが心地ここち良よい。


「ありがとう。しばらくこのままでいてくれる？」


「お望みならば、喜んで」


　どんな事じ態たいになっても揺ゆらがない彼の落ち着いた声こわ音ねが、とても心強かった。




　第４章　己おのが心を知る







　宮きゆう殿でんで働くことを、エミリエンヌは嫌いやがった。筋すじ金がね入りのわがまま姫ひめには厳きびしい注文なのはわかっていたが、彼女一人を町に残すわけにもいかない。


　はじめは拒こばんでいた彼女だが、事じ情じようを詳くわしく説明することで表情が変わった。エミリエンヌからしても、おかしなことが起こっていると──ジェイドが人形と呼ばれ、見知らぬ女の傍そばにいるなんて何かあったに違ちがいないと感じるようだ。理由を探さぐり、彼を取り戻したいというルビーウルフの言葉に頷うなずいてくれた。


　ラークたちもまだ見つかっていなかったが、手て掛がかりもなく探し回るよりフロストとケーナが匂においで追ってきてくれることを信じるほかない。この町に辿たどり着いたなら、必ずルビーウルフの匂いに気づくはずだ。


　だから、彼らが追いついてくる前に。


　その前にジェイドを取り戻すのだ。ジェイドの助けがなければ、ルビーウルフは女王としての役やく割わりを果たせないのだから。


　幸い、ザフラはエミリエンヌの歌と踊おどりを大たい層そう気に入ったようだった。領りよう主しゆの妻つまに上から見下ろされることをエミリエンヌは不服そうにしていたが、相手がリゼリルの女だと気づいていたので何も言えずにいた。


　ザフラが人間と獅し子しを争わせる遊びをしているなどとは余計な不安を与あたえると思い、教えていない。それでもエミリエンヌは彼女なりに危き険けんを察知しているようだ。


　ルビーウルフとエミリエンヌは別々の部屋を与えられたが、互たがいの部屋は自由に行き来できる。従い姉と弟こだと噓うそをついたから、それを考こう慮りよしてくれたようだ。これなら、何かあればすぐ相談できる。エミリエンヌも久ひさ々びさにまともなベッドで眠ねむれることを、こんな状況ながら喜んでいた。


　しかし、ルビーウルフは休息になど魅み力りよくを感じている余よ裕ゆうはなかった。ジェイドのことを探らなければいけない。


　町から戻ったルビーウルフを、ザフラはすぐに自分のもとへ呼びつけた。話し相手になれというのだ。


　領主の妻の部屋だというのに、ザフラの部屋は雑ざつ然ぜんとしていた。目に痛いたい原色の垂たれ幕まくをいくつも天てん井じようからぶら下げ、そこら中に衣服や菓か子しの箱などが置かれている。享きよう楽らく的な部屋だった。


「嫁とついできたばかりで、連れてきた侍じ女じよ以外に話し相手がいないの。なんでもいいからお話ししましょ」


　部屋でのザフラは頭と顔を覆おおう布ぬのを取っていた。まだ若わかく、歳としはエミリエンヌとさほど変わらないだろう。艶つややかな金きん髪ぱつと青い目の女だった。


「なんでもいい、と言われましても……」


　ルビーウルフが知りたいのはジェイドのことだ。しかし、彼はここにはいない。どうやって探り出そうかとルビーウルフが考えていると、ふっとザフラが笑った。


「あまり硬かたくならないで。あなたの自然体の姿すがたが見たいの。かしこまった態たい度どでいられるとつまらないわ」


　そう言われれば、もう硬い言葉を使う必要はない。彼女の前では少年であることだけを注意して、態度を崩くずす。


「話なら、旦那だんなとすればいいじゃないか。新しん婚こんなんだろ？」


　ルビーウルフが言うと、ザフラはきょとんと目を丸くし──甲かん高だかい声で笑い出した。


「私の姿を見てわからない？　私はリゼリルの女よ。それがどうしてこんな場所にいると思う？──リゼリルが次に飲み込こもうとしているはディアノイアだからよ」


　ザフラの言葉に、苦い思い出が甦よみがえる。リゼリルによって国を追われ、大切な人たちを失った少女の姿が脳のう裏りを過よぎった。


　ザフラは饒じよう舌ぜつに語る。


「私はリゼリル王の孫まご娘むすめなの。その縁えん談だんを断ことわれば何をされるかわからないってディアノイアの王は思ったんでしょうね。エンテンデールの領主に私を押おし付けて、今いま頃ごろは首都のある北部の守りを固めているはずよ。エンテンデールを含ふくめた南部地方は切り捨てるつもりね。そんな妻に旦那様が会いに来ると思う？　婚こん儀ぎだって表向きだけで、一度も顔を合わせていないわ。でも、別に私はそれでもいいのよ。ここってけっこう面おも白しろいもの。小さいけど闘とう技ぎ場じようもあるし、牢ろうを改かい装そうして獅し子しの檻おりも用意できたし。それに、知ってる？　この辺りには地下に遺い跡せきがあるの。不気味だけど、むしろそれが面白くてね。今朝も涼すずしいうちに見に行ったの。そしたら彼を見つけて、一目で気に入っちゃった。だけど、誰だれかを捜さがしてるみたいでどこかに行ってしまおうとするから、お人形にしちゃった。会話もできなくなるのはもったいなかったけど、でもいいの。綺き麗れいなお人形は飾かざっておくだけでも楽しいから」


　楽しげなザフラの言葉に、ルビーウルフは顔を上げた。


　今のはジェイドのことか。どうして遺跡なんかにいたのかは知らないが、今朝までの彼はルビーウルフたちを捜そうとしてくれていた。それをザフラが……。


「モルダ？　どうしたの？」


　不思議そうなザフラの声にルビーウルフは我われに返った。無む意い識しきに拳こぶしを握にぎり締しめていたことに気づき、力を緩ゆるめる。


「その人形って、何？　人間がどうして人形になるの？」


　ジェイドの様子がおかしかったのは、ザフラが何かをしたからだ。その何かを知れば、彼を取り戻もどせるかもしれない。


　ルビーウルフの問いに、ザフラは身にまとった薄うす絹ぎぬの合間から硝子ガラスの虫むし籠かごを取り出した。手のひらに乗るほど小さな虫籠。その中には淡あわい光がひらひらと舞まっている。


「おじい様に持たされたものよ。ディアノイアの王に会うことがあれば、これを使って傀かい儡らいにしろってね。人の精せい神しんを閉とじ込める道具なの。試ためしてみたかったのもあるし、役に立ったわ。でも、会話もできなくなるような道具じゃ、ちょっとねぇ。暗殺するようなものじゃない？　はっきり言って失敗作だわ」


　ザフラの話を聞きながら、ルビーウルフの目は虫籠の中の光に釘くぎ付づけになっていた。彼女の言葉が本当なら、この光はジェイドの精神ということになる。


「おじい様は魔ま導どうの研究が好きでね、こういうものを作らせるの。リゼリルは神の存そん在ざいなんて信じていないって言うけど、本当は逆よ。神の加か護ごを受けている神国が羨うらやましくて、自分たちにその恩おん恵けいがないことが悔くやしいの。だから力で神国に勝とうとしているわけよ。私はそういうの、全然興味なかったけど」


「その虫籠の中に閉じ込められた精神はどうすれば元に戻るの？」


　話が逸それ始めたのを悟さとり、ルビーウルフは最も知りたいことを訊たずねた。するとザフラは悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべる。


「もしかして怖こわいの？　大だい丈じよう夫ぶよ、あなたの精神は捕とらえたりしない。話ができなくなったら面白くないわ」


「それはどうも。安心したよ。でも知りたいんだ」


　できるだけ穏おだやかに言ってみたものの、本当なら胸むな倉ぐらを摑つかんで脅おどし、戻す方法を吐はかせたい。しかし、一人で無茶な行動に出て騒さわぎを起こすわけにはいかなかった。懸けん命めいに衝しよう動どうを堪こらえる。ジェイドは今、ザフラの人ひと質じちも同然なのだから。


「籠を開けたり、壊こわれたりしたら元の体に勝手に戻るわ。でも、一度肉体を離はなれた影えい響きようで以前の記き憶おくは消えるわね」


　石で殴なぐられたような激はげしい衝しよう撃げきがルビーウルフを襲おそった。では、ジェイドの精神を虫籠から解とき放っても、ルビーウルフのことなど覚えていないというのか。


　気が動転し、呼こ吸きゆうも荒あらくなる。激しく鼓こ動どうする胸が痛いたい。ルビーウルフが何も言えずにいると、ザフラは上じよう機き嫌げんで微笑ほほえんだ。


「なんだ、やっぱり怖いのね。平気よ。あなたを捕らえたりしないったら。──私から逃にげ出そうとしなければ、ね」


　ぞっとするような声こわ音ねでザフラは告げた。今のは明らかに脅おどしだ。そして彼女なら、本当にそれをやってしまうだろう。


　もう何も考えられなくなっているルビーウルフの手を取り、ザフラは懇こん願がんするように言う。


「ねぇ、お願いよ。ずっと私の傍そばにいて」


　まるで母親に縋すがりつく小さな子こ供どもだった。他人の意思など関係なく、気に入ったものは無理やり傍に置いておこうとする幼おさなさ。


　ザフラにはまるで邪じや気きがない。残ざん酷こくな遊ゆう戯ぎも人の精神を捕らえることも、罪つみだと思っていない。まるで子供の頃に大人に甘あまえることを教わらず、物だけを与えられて育ったかのようだ。欲ほしいものを手に入れることでしか、心を満足させられない。


　寂さびしい人だ。しかし、だからと言ってその行いを許ゆるすわけにはいかない。いかないのに、ジェイドを取り戻す方法は……。


　今までも立っているのがやっとだったのに、思考がそこに至いたろうとすると激しい眩暈めまいがした。体がふらつく。倒たおれそうになるのをザフラが支ささえてくれた。


「どうしたの？　疲つかれちゃった？　そうよね、あれだけ戦ったんだもの。疲れるわよね。私のベッドで休むといいわ」


　寝ね床どこへ行くよう勧すすめられ、ルビーウルフはぎくりとした。ザフラはルビーウルフを男だと思っているのだ。それを自分の寝床に連れ込もうだなんて……。


　ベッドへ向かい、ザフラはルビーウルフの手を引いて歩きだそうとした。ルビーウルフは踏ふん張ってそれを拒こばむ。するとザフラはきょとんとし、何かを悟さとったように笑った。


「やだ、もしかして私が変なことをしようとしてベッドに誘さそったと思ってるの？　何もしないわよ。私はおじい様の道具になるのは嫌いやなの」


　そう言ってザフラはルビーウルフの手を離し、自分だけベッドへ歩み寄って腰こし掛かけた。


「私が子供を産うめば、父親が誰だれであれ、それはリゼリル王の曾ひ孫まごでエンテンデール領主の子よ。私の旦那様が否ひ定ていしても意味はないでしょうね。これでエンテンデールは完全にリゼリルのものになるわ。あとは勢せい力りよくを北に伸のばして、ディアノイアを丸まる呑のみにするだけ。だけど私はそんな歯車の一部になんかなりたくない。せっかくおじい様の手を離れたんだもの。自由でいたいわ」


　その言葉に、ルビーウルフは既き視し感かんを覚えた。


　国のために子供を産む。その重じゆう責せきと虚むなしさを、ルビーウルフも背負っている。しかし、それはもう受け入れると諦あきらめた。グラディウスのために尽つくすことでしか、ルビーウルフの罪つみは贖あがなえないのだから。


　拒めるザフラが少し羨うらやましくもある。しかし、なぜだろう。自身の役目に、以前ほど抵てい抗こう感がなくなっていた。これは諦めの境きよう地ちなのか。それとも、むしろ役目を望んでいる……？


　会いたい。


　ふいに、胸の奥おくに生まれた渇かつ望ぼう。誰に、何に会いたいのか、自分でもわからない。ジェイド、ではない。もっと別の……そう、慈いつくしむべき何か。守るべき何かに会いたいと、未知の衝しよう動どうが叫さけんでいた。


「顔色が悪いわ。無理しないで、休みなさい」


　再びザフラが勧すすめた。ルビーウルフも今度はそれを拒まなかった。ベッドに歩み寄り、倒れ込む。


　ルビーウルフはそのまま何も言わなかったが、ザフラは喋しやべり続けた。自分のことや、エンテンデールで見つけた面白いもの。幼い子供が一日の終わりに、食しよく卓たくを囲みながら父や母に今日あったこと全部を面白おかしく話して聞かせようとするみたいだ。


　ルビーウルフはそれを黙だまって聞いていた。ジェイドを元に戻せる方法が本当は存そん在ざいして、彼女の言葉の端はしにぽろりと現あらわれないかと。しかし、ザフラはあの虫籠のことを詳くわしく知らないようで、結局何もわからなかった。


　ジェイドが今どこにいるのか。それだけはさり気なさを装よそおって訊たずねた。


　彼は宮きゆう殿でん内でザフラに与あたえられた領りよう域いきを自由に使っているそうだ。あの虫籠はディアノイアの王を傀儡にするために作られたもので、精神を捕らえられた者も歩いたり食べたりといった人間的な動作までは奪うばわないようだ。ただ、思考を奪う弊へい害がいとして言葉は話せない。虫籠を使った者の命令に頷うなずくだけの人形というわけだ。ザフラが呼べば、彼はここへ飛んでくる。


　嬉うれしそうに語るザフラの言葉が、ルビーウルフの胸を締しめ付けた。





　　　　†




　ザフラが喋り疲つかれて、ようやくルビーウルフは解放された。与えられた自分の部屋に戻ると、そこにはエミリエンヌが待っていた。


「どうだったの？　あなたの騎き士しは元に戻りそう？」


　急せくように訊ねてくる彼女に、ルビーウルフは首を左右に振ることで答えた。エミリエンヌは気まずそうに顔を背そむける。しばらく黙っていたが、意を決したように切り出した。


「この宮殿で働く者たちが話していたの。あの領主の妻つま、リゼリル王の孫なんですってね。どうしてリゼリルの女がこんな所にいるのか不思議に思っていましたけど……。やっぱりこんな場所に来るんじゃなかったわ。わたくしたちが神国の王族だと知られれば、どうなるかわかりませんわよ。早く逃にげましょう」


「ザフラは大だい丈じよう夫ぶだよ。もしばれても、じい様に告げ口なんてしないさ」


　祖そ父ふの言いなりになることを拒んでいるし、彼女は神国になんて興味はない。


　しかしエミリエンヌはこの宮殿から一いつ刻こくも早く離れたいようで、不安げな表情を浮うかべている。


「ラークたちも、もう町に着いているかもしれませんわ。わたくしたちのこと、きっと心配してる……かしら……」


　最後は少し自信なさげだった。不安そうだった顔が、今度は悲しげに歪ゆがんで灰はい色いろの瞳ひとみが涙なみだで潤うるむ。急に泣き出されて、さすがにルビーウルフも驚おどろいた。啞あ然ぜんとしていると、エミリエンヌはぐすぐすと洟はなを啜すすりながら早口で喋しやべりだす。


「そうね、あなたのことは心配しているでしょうね。とても親しげだったし、あなたには優やさしいし……いいえ、彼ってば誰にでも優しいのよ。女なら誰でも。噂うわさはたくさん聞くもの。そのくせ、わたくしには意地悪ばかり言うのよ。きっとわたくしのことが嫌きらいなんだわ。わたくしが素す直なおじゃない、可愛かわいくない女だから」


　不安と寂さびしさが爆ばく発はつしたのか、エミリエンヌは胸に秘ひめていたことを吐はき出した。


　彼女がラークのことを憎にくからず思っているのはわかっていたが、そんなものじゃない。どうしようもなく好いているのだ。嫌われていると思い込んで、泣き出してしまうくらいに。ルビーウルフに対して敵てき意いを向けていたのも、ラークが親しげに接せつしていたからだ。


　それにしても、厄やつ介かいな相手を好きになってしまったものだ。


　たしかに、ラークは女相手に寒々しい口く説どき文もん句くを平気で言う。ルビーウルフでさえ鬱うつ陶とうしいと思うほどだ。しかし、その言葉に情熱は感じなかった。単たん純じゆんに、お世辞を言って女を喜ばせることを楽しんでいるというか、道化的な言動で周りの人々が戸と惑まどうのを見て面白がっているというか。


　それなのに、エミリエンヌにはわざと怒おこらせるようなことを言う。興味のない女にはいくらでも、呼こ吸きゆうをするようにお世辞を言えるのに。


　素直じゃないのはエミリエンヌではない。ラークのほうだ。しかも、彼はきっとそれを自覚していない。


「まぁ、なんていうか……。がんばれ」


「何がですの？」


　ルビーウルフがエミリエンヌの肩かたをぽんと叩たたくと、彼女は赤くなった目を怪け訝げんそうに向けてきた。彼女は彼女で鈍どん感かんだし、難なん儀ぎな二人だ。


「他の女と扱あつかいが違ちがうって、つまり特別扱いってことじゃないの？」


　そこから先は言わない。エミリエンヌとラークが解かい決けつしなければいけない問題だ。それでもエミリエンヌには効こう果か大だったようで、泣いていたのが噓うそのように顔を赤くして俯うつむく。


「そ、そうかしら。わたくしが、特別……？」


　もじもじと、でも嬉しそうにつぶやく姿が可愛かわいらしかった。ふっとルビーウルフの口元に笑えみが浮うかぶ。頰ほおが引きつったような違い和わ感を覚え、ずっと表情が強こわ張ばっていたのだと知った。まさかエミリエンヌに和なごまされるとは。


「ありがとう」


　急に礼を言われてエミリエンヌはきょとんとしていた。そんな表情も可お笑かしくて──でも、もう笑えなかった。ラークのことを想おもってあれこれ考えているエミリエンヌに、なぜか自分の姿を重ねてしまって。


　エミリエンヌとラークは、互たがいが素直になって気づきさえすれば手を取り合って生きていける。だけど、ルビーウルフには……もうジェイドは戻って来なくて……。


　そこまで考え、はっとした。どうしてここでジェイドを思い浮かべるのか。


　彼と一いつ緒しよにいたい。それは仲間だから。


　いや──彼は共に罪つみを背負う者だ。モルダたちを助けられなかった二人。


　だから一緒にいなければいけない。互いに顔を突つき合わせることで、あの日の罪を忘わすれないようにしなければいけない。


　なのに、あの虫むし籠かごから解き放てばジェイドは忘れてしまえるのだ。一人で逃のがれてしまうのだ。ルビーウルフ一人に、罪を押おし付けて。


　ずるい。


　ジェイドだけ楽になるなんて、ずるい。


　熱を帯びた感情が胸に渦うず巻まいた。何か大切なことに気づきそうだったのに、それもわからなくなった。


　彼の傍を離れたくないのは、罪を忘れさせないため？


　だけど、あの惨さん劇げきの場にいて何も手出しせず、無情な言葉を告げ、助けてくれなかった人はもう一人いる。リオンとティグルの父、グラディウス宰さい相しようのロベールだ。


　助けて欲ほしかったという気持ちは、もちろん彼にも抱いだいている。当時の彼にはどうしようもなかったのだと理解していても、心を完全に納なつ得とくさせることはできない。


　できなくてもいい。すべてを許ゆるすことができないのが人間というものだ。


　ロベールも自身の罪を自覚している。だから宰相として、国のために働いているのだ。今も女王不在のグラディウスを懸けん命めいに守っていることだろう。


　だけど、もしロベールが逃げたら。ルビーウルフはどう思うだろう。落らく胆たんはするだろうが、今のように胸が潰つぶれそうな苦しみは抱かない。きっと、諦あきらめてしまって終わりだ。嫌いやがるのを無理やり連れ戻もどすより、新たに宰相の役目を担になってくれる者を探したほうが早いのだから。


　なら、どうしてジェイドがいなくなると思うとこんなに苦しいのだろう。一緒に重荷を背負ってくれると言ったのに、忘れてしまうのが許せないからか。


　──なんということを。


　気づいた瞬しゆん間かん、ルビーウルフは自分を咬かみ殺してやりたい衝しよう動どうに駆かられた。


　傍そばにいたい理由を罪のせいにしていた。仲間たちの死を、ジェイドと自分を結ぶ鎖くさりとして利用していた。言い訳わけにしていた。


　なんてひどい侮ぶ辱じよくだ。守ることができなかったうえに、その死さえ利用していたなんて。


　ジェイドに何度もレターナに誘さそわれて、行く機会を見み出いだせずにいた。


　でも、それで良かった。何にも気づかずに彼らを利用している、そんな愚おろかで恩おん知しらずな娘むすめのままでモルダたちの眠ねむる地に戻っていたなんて後で知ったら、それこそ気が変になってしまいそうだった。


　ジェイドと一緒にいたい理由。


　言い訳して、包み隠かくしていた本当の理由を手て探さぐりで摑つかみ出す。今探り当てなければ、永えい遠えんに見つからない気がした。


　それは、砂さ漠ばくの熱い砂すなの中から掘ほり起こした鉄のように熱を帯びているもの。


　熱くて熱くて肌はだが焼けてしまうのに、抱だきしめずにはいられない激情。


　恋こい、だった。


　やっとわかった。ゆらゆらと定まらなかった感情の輪りん郭かくが今になってようやく見えた。ジェイドのことが、好きなのだと。


　床ゆかにへたり込こみ、拳こぶしを握にぎる。気づいてしまった瞬間、以前にも増まして胸が苦しくなった。


「ルビー？　どうしたの？　ひどい汗あせよ」


　エミリエンヌが心配げに顔を覗のぞき込んでくる。しかし、何も答えられない。何も考えられない。


　風の唸うなりのような音が遠くから響ひびいた。ルビーウルフを呼よぶ、狼おおかみの遠とお吠ぼえ。


　それにすら、応こたえられなかった。
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　ラークたちがエンテンデールに着いたのはルビーウルフたちと逸はぐれた翌よく日じつの午後。


　地下通路の裂さけ目から光が見えたので外へ這はい出すと、そこは荒こう野やの中にある遺い跡せきだった。すでに朝になっていた。


　遺跡には先客がいた。興こう行ぎよう師したちの一いち座ざだった。軽かる業わざや珍めずらしい動物などを見せることで金を稼かせぐ人々だ。定住せず、数台の馬車で寝ね泊とまりしながら各国を回っている。


　彼らは遺跡で野や営えいして夜を明かし、これからエンテンデールに向かうと言った。ラークがいつもの調子で親しげに交こう渉しようすると、座長は快こころよく幌ほろ馬ば車しやに乗せてくれた。ラークの話しぶりを気に入ったのもあるが、フロストとケーナに興きよう味みを持ったようだった。


　狼たちの首輪にはグラディウスの紋もん章しようが入っているので、外はずしておいた。興行師たちは引き綱づなをつけていない狼が人間と一いつ緒しよに行動していることに驚おどろいたのだ。


　彼らも狼を連れていた。ただし、檻おりに入れて見み世せ物ものにするために。


　以前グラディウスを訪おとずれた時、手に入れた狼だという。親を熊くまに殺され、腹はらを空すかして巣す穴あなから這い出してきた子こ供どもの狼を地元の猟りよう師しが捕らえ、それを買ったという。


　芸でも覚えさせればいい呼よび物になると興行師たちは考えたようだが、狼は芸など覚えようとしなかった。しかし、子供の頃ころから人の手で育てられた狼は生きた獲え物ものを追いかける方法を知らない。本ほん能のうで獲物に興味は示しめすものの、捕らえ方は親や年上の狼に教わるものだ。放ほうり出しても野の垂たれ死ぬだけ。


　せっかく育てたものを手放すのは忍しのびないが、働かざるもの食うべからずだ。せめて食事代は自分たちで稼いでもらうため、興行の場では檻を置いて人寄せに使っているらしい。狼がいない地方では、なかなか評ひよう判ばんがいいそうだ。


　フロストとケーナは自分たちで獲物を捕つかまえる。なのに人間と一いつ緒しよにいる。それは人間と狼が入り混まじった群むれで育ったからだが、そんな事情を知らない興行師たちはフロストとケーナを欲ほしがった。売ってくれとまで言われたが、当然そんなことはできない。リオンとティグルが懸けん命めいに庇かばい、ようやく興行師たちは諦あきらめてくれた。


　地下の通路で少し遠回りしてしまったせいか、エンテンデールに着いたのは日が傾かたむき始めた頃。町の広場で興行の簡かん易い小屋を建てるという一座に別れを告げ、逸れた三人の姿を捜した。


　手掛かりはすぐ見つかった。外がい套とうで顔を隠かくしているとはいえ、ルビーウルフの人目を引く葡ワ萄イ酒ン色の髪かみと紅こう玉ぎよくの瞳ひとみやエミリエンヌの王族然とした所作は目立つ。たまたまこの二人に道を聞かれたという人がいて、彼女たちがエンテンデール領主の宮きゆう殿でんへ向かったのを知った。


　彼女たちを見かけた人々は、揃そろって二人連れだったと言う。ルビーウルフを少年だと思っていた人も多くいたが、容よう姿しなどの特とく徴ちようを訊たずねると彼女で間ま違ちがいない。男は──ジェイドは一緒ではないようだ。


「ジェイド様はこの町に来ていないのかな」


　帆ほ布ぬのの簡かん素そな庇ひさしで陰かげを作り、その下に椅い子すとテーブルを置いた屋外休きゆう憩けい所じよで水を飲みつつリオンがつぶやいた。


　ジェイドを見たという人がいない。彼も見目良い容姿をしているので、見かけた婦ふ人じんなどは記き憶おくしていそうなものだが。


　それに、嫌いやな話も聞いた。つい最近エンテンデール領りよう主しゆに嫁とついできた妻つまはリゼリル王の孫だというのだ。おそらくリゼリルの次の獲え物ものはディアノイアということだろう。


　領主の妻は武ぶ芸げい大会という名目で、人を集めては争わせているらしい。しかし、それに参加した人が宮殿から出てきたことはない。町の人々は恐おそれ、宮殿には近ちか寄よらなくなってしまったそうだ。


　そんな場所にルビーウルフとエミリエンヌが行ったなんて。無事ならいいのだが……。


「ひとまず居い場ば所しよがわかってるエミリーとルビーちゃんを迎むかえに行きたいけど、宮殿となると難むずかしいな。知り合いがいるから入れてくれってわけにもいかないし」


　ラークは腕うで組ぐみをして策を練っている。その隣となりではティグルが俯うつむいたまま、じっと何かを考え込んでいるようだった。


　昨日、あの壁へき画がを見てから、ティグルはずっとこんな調子だ。ぼんやりとして、リオンが話しかけてもあまり反はん応のうを示しめさない。


「ティグルも何か考えろよ」


　リオンが促うながすと、彼はようやく口を開いた。


「……僕ぼくらは、どうして知っているんだと思う？」


　意味のわからない問いに、リオンは首を傾かしげた。ティグルは構かまわず続ける。


「〈全知の書〉と、それを守る守しゆ護ごの民たみ。その存そん在ざいを、どうして僕らは知っているんだと思う？」


「それは……伝説があったから……」


「伝説ってことは、昔の人は知っていたんだよ。大昔に守護の民って呼ばれた人たちは、あんな島には閉とじ込められていなかったんじゃないか？　だから壁画も遺のこされたんじゃないのかな」


「そんなの、知らないよ」


　リオンの素そっ気けない返事に、ティグルは不満げに溜ため息をついた。


　ティグルにとっては、あの島のことは重要かもしれない。けれど今はルビーウルフたちと合流することが先決だ。こっちの問題に集中してほしい。


「ロゥヴァースは、僕らが思っているものとは違うのかもしれない……」


　ティグルの独ひとり言ごとに、答える者はいなかった。


　夕方の涼すずしい時間帯は人通りが多い。道行く人々はちらちらとリオンたちのほうを横目で見つつ通り過すぎていく。テーブルの下に伏ふせているフロストとケーナが物もの珍めずらしいのだろう。


「おや、君たち。また会ったね」


　ふいに明るい声で話しかけられ、三人は揃ってそちらを向いた。


　口ひげを生やした、少し肥ひ満まん気味の男が親しげに手を振ふって歩み寄ってきた。幌ほろ馬ば車しやに乗せてくれた、興こう行ぎよう師し一いち座ざの座長だった。名は、たしかマハトという。


「捜さがしてた人には会えたかい？」


　逸はぐれた仲間を捜す、というリオンたちの話を覚えていたようだ。芸をしない動物を放り出せないことからもわかるが、人にん情じように厚あつい男だった。リオンたちがまだ仲間に会えていないことを知ると、ひょうきんな顔立ちを一瞬だけ残念そうに歪ゆがめ、すぐ慰なぐさめるように明るい笑え顔がおを向けてきた。


「もうじき夜になるし、今夜はうちの小屋に泊とまらんかね？　わしらの芸を見ていくといい。お客さんの中に、捜してる人を見た、って人もいるかもしれんよ」


　リオンたち三人は互たがいに顔を見合わせた。


　ルビーウルフとエミリエンヌの居い場ば所しよは見当がついている。しかし、ジェイドがどこにいるかはまだわかっていない。情じよう報ほうを集められるなら、行ってもいいだろう。


　とはいえ、のん気に興行見物という気分ではない。早くルビーウルフたちに会いたいのに。


　三人が迷まよっていると、マハトは少し得意げに胸を張って語りだした。


「うちの一座はすごいよ。なんたって、エンテンデールの宮殿で芸を披ひ露ろうすることが決まったからね。宮殿から使者が来た時は驚おどろいたけど、なんでも領主の奥おく方がたが珍しいものや面おも白しろいものが好きらしくてね。呼んでくださったんだよ」


「それだ！」


　ラークが叫さけびながら立ち上がった。マハトは驚いて目を丸くしていたが、リオンもラークが何を考えているのはすぐわかった。ティグルも、今ばかりはリオンたちと考えを同じくしているらしい。力強く頷うなずく。


「マハトさん。宮殿へ行くのはいつですか？」


「明日だが……。どうしたね？　急に」


　ティグルの問いに、マハトはたじたじになりつつ答えた。どんより沈しずんでいた三人が急に元気になったので、驚いているようだ。


　小屋に泊まればいいというマハトの誘さそいに、三人は乗った。事情を説明し、明日の興行に連れて行ってもらえるようラークが交こう渉しようを始める。捜している仲間が宮殿にいるかもしれないと話すと、マハトは快こころよく承しよう諾だくしてくれた。


「なら、ひとまず今夜はうちに来なさい。一座の一員として連れて行くからには、小こ芝しば居いの一つでも覚えてもらわんとね」


　人情に厚くても、商売人だ。無む償しようの施ほどこしを与あたえるばかりではない。リオンもティグルもラークも、この条じよう件けんに頷いた。


　簡かん易いの興行小屋を建てている広場へ向かうため、マハトに連れられて三人は歩き出した。しかし──


「フロスト様、ケーナ様、行きますよ」


　狼おおかみたちがその場から動かないので、リオンが声をかけた。なのに二頭ともじっと雑ざつ踏とうの向こうを──宮殿のある方角を見つめている。そして鼻先を天に向け、遠とお吠ぼえをはじめた。驚いた人々が足を止めてこちらを見た。


　ルビーウルフを呼んでいる。リオンたち以上に、彼女に会いたいと願っているのはフロストとケーナなのだ。獣けものたちの雄お叫たけびは切なくエンテンデールに響ひびく。


　応おうじる声はなかった。聞こえないのか、返事ができない状じよう況きようなのか。それでも、狼たちが呼んだということは間違いなくルビーウルフはエンテンデールにいる。


　しばらく待って返事がないのを悟さとると、狼たちは諦あきらめたようだ。大人しくリオンたちのほうへ歩いてくる。


　それを見たマハトが感心したようにつぶやく。


「うちのダイアナとバリーもこんだけ利口ならいいのに」
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　興行小屋に来たリオンたちは興行師たちと明日の段だん取どりを話し合いに行った。


　その間、フロストとケーナは荷物が雑ざつ多たに置かれた舞ぶ台たい裏うらで待たされることになった。訪おとずれた客が、鎖くさりに繫つながれていない大きな獣を見て逃にげ出すかもしれないから、と。


（なんだか、とても嫌いやな予感がする）


　ケーナのつぶやき。それはフロストも感じていたことだ。


　ルビーウルフは近くにいる。彼女の匂においも街中に残っていたし、匂いで得た情報の上では怪け我がなどをしている様子はない。エミリエンヌという、コロナードの姫ひめもだ。


　ジェイドの匂いも、フロストとケーナは嗅かぎ取っていた。しかし、それをリオンたちに伝える方法がない。ルビーウルフがいなければ、フロストとケーナが得た情報を他の人間に知らせることはできないのだ。


　あの三人は無事だ。ただし、今のところは。


　なのに胸むな騒さわぎがするのは、何かルビーウルフの身に良くないことが起こっているせいかもしれない。


　ルビーウルフとジェイドの匂いは同じ方角から感じた。一いつ緒しよにいるのか。


　フロストはジェイドのことを不本意ながら認みとめている。それは、ルビーウルフを守っていける者が彼以外に見つからないからだ。リオンとティグルは補ほ佐さとして役立つかもしれないが、精せい神しん的支ささえになれるのはジェイドしかいない。


　彼女が抱かかえ込こんでいる傷きずの痛いたみを共有し、最も理り解かいできるのは彼しかいない。


　ルビーウルフの傷は、悲しいことだが永えい遠えんに癒いえることはないだろう。ならば、せめてその痛みを和やわらげながら生きていくことが、あの始まりの日の当事者であるジェイドがすべき償つぐないなのだ。そうでなければ許ゆるさない。今こうして胸騒ぎを感じていることですら、あいつは何をやっているのだと苛いら立だつほどだ。


　これ以上ルビーウルフを追い詰つめるような真ま似ねをしたら、腕うでの一本でも咬かみ千切ってやる。


　苛々を溜ため息に乗せ、吐はき出した時だった。部屋の隅すみで気配が動いた。幌ほろ馬ば車しやに乗せられた時からその存そん在ざいには気づいていたが、あえて無む視ししていたもの。それが、どうもフロストとケーナをじっと見つめているようだった。


　舞台裏に置かれた、大きな檻おり。布ぬのが掛かけられているものの、匂いや気配で中に何がいるのかすぐわかる。じっと見られていることに臆おくしたケーナがフロストの後ろに下がった。


（いつまでも無視しないでよ。気づいてるんでしょう？　布を外はずしてちょうだいよ。余よ裕ゆうのないお兄さんと、気弱なお姉さん？）


　檻ががたがたと揺ゆれ、掛けられていた布がはらりと落ちた。


　その中にいたのは、二頭の狼おおかみ。黒い毛け並なみの雌めすと、灰はい色いろの雄おすだ。こちらに興味を示しているのは黒い雌狼だけで、灰色の雄は無関心そうに檻の中で寝ねそべっていた。


（私たちと同じ獣を初めて見たわ。見てごらん、バリー。やっぱり私たちは犬とは違うのよ）


　興こう奮ふん気味に唸うなりながら、黒い狼はバリーという雄に語りかけた。バリーはちらりとフロストたちに視線を向けたが、すぐに目を閉とじて居い眠ねむりの素そ振ぶりをした。ただし、耳はしっかりとこちらを向いている。


（私はダイアナ。こっちはバリー。人間たちは私たちをそう呼ぶわ。あなたたちは？）


　ダイアナはこちらに興味津しん々しんだった。この二頭とは相あい性しようがいいということだ。合わない者同士が顔を合わせれば、狼は互たがいに壮そう絶ぜつな威い嚇かく行動を取る。そこに理り屈くつはなく、本能的に嫌だと思ってしまうのだ。


　しかし、狼の群むれに他よ所そで育った狼が組み入れられることは割わりとよくある。相性いかんによるものだが、それが若狼であれば可か能のう性せいはより高まる。かつてヴィアンカを頂ちよう点てんとしていた群れも、そうして仲間を増ふやしていた。


　ダイアナとバリーはまだ若い。ケーナよりもだ。狼が性的に成せい熟じゆくするには二年の歳さい月げつがかかるが、この二頭はまだその年ねん齢れいに達していない。体たい格かくは大人と変わらないが、中身は無む邪じや気きな子こ供どもだった。


（わたしは、ケーナ。こっちはフロストよ）


　ダイアナたちに敵てき意いがないことを悟さとったケーナがおずおずと答えた。返事があったことに機き嫌げんをよくしたダイアナは狭せまい檻の中で尾おをぴんと立てる。


（あなたたちも人間と一緒なの？　匂いがするわ。ここの人間たちの匂いも好きだけど、あなたたちの群れにいる人間もいい匂いね）




[image: ]


　フロストたちに染しみ付いたルビーウルフやジェイドたちの匂いを嗅かぎ取ったのだろう。


　ダイアナはケーナよりもフロストに興味を示している。彼女から見れば、こちらの群れで上位に立つ雄狼──頭かしらはフロストだ。実じつ際さい、それで間違いない。ルビーウルフやジェイドは人間だから、どんなに上位に立っていても種の存続問題を考える時には彼女たちの存在は外される。


　狼の群れで子を儲もうけるのは頭とその妻つま。それが原げん則そくだ。もちろん例外のない法則など存在しないので、頭の夫婦以外の狼が子を儲けることもある。群れに人間の手が加わっていたせいか、ヴィアンカの群れは例外が多く起こった。フロストとケーナもそうして生まれたのだから。


　けれど、ダイアナは原則に従したがう本能でフロストに興味を持っているのだ。人間に育てられた若狼とはいえ、群れの上位に立つ方法を生まれながらに知っている。


　しかし、ダイアナとバリーは檻の中だ。どんなに相性が良くても、同じ群れで暮らすことはできない。


　こちらの気を引こうと甘あまえた声で語りかけてくるダイアナを横目で見つつ、フロストは思う。


　人と野生動物が共にいようとした場合、獣はこうして檻に入れられることがほとんどだ。自分とケーナが自由に歩いていられるのは、よほどの奇き跡せきなのかもしれない。


　モルダとヴィアンカが生み出した奇跡を、ルビーウルフが受け継ついでいる。


　誰だれもが不ふ可か能のうと思えることをやってのける力を、盗とう賊ぞくの父と狼の母から彼女は受け継いでいるのだ。




　第５章　紅あかき狼おおかみは告げる







　夜になり、エミリエンヌが眠ねむってからルビーウルフは部屋を出た。ルビーウルフの様子がおかしいことを心配した彼女は、ずっと傍そばにいて扇おうぎで扇あおいだり汗あせを拭ふいたりしてくれたのだ。人に世話をしてもらうのが当たり前であったエミリエンヌが、少しずつ変わってきたことは素す直なおに嬉うれしい。


　夜風に当たりながら目的もなく歩いた。獅し子しとの争いで外がい套とうを失ってしまったから、冷気から身を守るものはない。でも、それでいい。体にこもっていた熱を夜の冷気が攫さらっていってくれる。


　口元には自じ嘲ちよう的な笑えみを浮うかべていた。エミリエンヌが鈍どん感かんだなんて、よくも思えたものだ。それは自分だったくせに。


　もしも自分に恋こい心ごころというものがあって、魅み力りよくを感じる男がいるなら、それはきっとモルダのような人だと思っていた。太陽のように快かい活かつで豪ごう快かいな性せい格かくの男。


　なのに、現げん実じつはまったく逆ぎやくだった。生き真ま面じ目めで穏おだやかな、ジェイドだった。


　それでもルビーウルフは、ジェイドにモルダと似にた匂においを感じ取っていた。盗とう賊ぞくと狼に育てられた娘むすめを恐おそれず受け入れてくれる彼の匂いを好きだと思った。その時にはすでに、この気持ちは生まれていたのだろう。


　彼と一いつ緒しよにいたいと願うことを、モルダたちは許ゆるしてくれる。彼らに対して卑ひ屈くつになるのは失礼だ。それが、あの悪あく夢むでルビーウルフが見つけた答え。揺ゆらがない答え。


　燻くすぶる火種──助けて欲ほしかったと恨うらむ気持ちはまだ消えない。きっと、永えい遠えんに。


　老いて死ぬまで、心の傷きずはこの火種に炙あぶられ続ける。理り不ふ尽じんにジェイドを恨んでしまい、そんな自分を嫌けん悪おする苦しみに苛さいなまれ続ける。


　その火種の要よう因いんであるジェイドを好きになるなんて、自分はよほど苦しみたいのだなと思ってルビーウルフは苦く笑しようした。


　あの悪夢に捕とらわれ、ルビーウルフはジェイドに刃やいばを向けた。あの時の彼も、こんな気持ちだったのだろうか。仲間だと思っていた相手に忘わすれられてしまう苦しみを、自分もジェイドに与あたえたのか。


　それなら、これは報むくいなのかもしれない。


　冷たい風を求めて歩いていると、闘とう技ぎ場じように辿たどり着いた。中へ通じる扉とびらが開いていたので、吸すい込こまれるように足を踏ふみ入れた。当然だが、誰だれもいない。


　夜風に当たるつもりが、無む意い識しきにジェイドを捜さがしていた。彼と刃を交まじえたこの場所に、その姿すがたを求めて来てしまったのだ。あんな、無感情で虚うつろな姿は思い出したくもないのに。


　この先、どうすればいいのだろう。いつまでもここにいるわけにはいかない。グラディウスに戻もどり、〈導みちびきの剣けん〉を取り戻す方法を見つけ、山脈に囲まれたあの国を栄さかえさせなければいけないのだ。


　ジェイドを元に戻す方法がないなら、あのままの彼を無理やりここから連れ出せばいい？


　いや、無理だ。今のジェイドはザフラの命令にしか従したがわない。あの虫むし籠かごを壊こわしてザフラの支し配はいから解とき放っても、記き憶おくがなくなってしまうなら、それはもうジェイドではない。別人だ。


　女王に仕つかえる騎き士しとしての力も、もうない。記憶がなくなれば魔ま導どうを操あやつる技ぎ術じゆつも失うだろうし、そんな彼を連れ帰っても役には立たない。ルビーウルフの私し情じよう以外に、彼に拘こだわる理由はなくなってしまったのだ。一いつ刻こくも早く国に帰ることを優ゆう先せんさせるなら、この気持ちは諦あきらめなくてはいけない。


　でも、そんな簡かん単たんには……。


　きりきり痛いたむ胸むねを押おさえ、唇くちびるを嚙かんだ。


　その時だった。闘技場内に、自分以外の気配を感じた。


「ジェイド!?」


　とっさにそう言ってしまったが、すぐに違ちがうと悟さとった。闘技場に充じゆう満まんするような、強い憎にくしみの匂い。


　砂さ漠ばくで会ったあの男だった。手には小さな袋ふくろを持ち、その中から蝶ちようの鱗りん粉ぷんに似たきらきら輝かがやく粉が零こぼれ落ちていく。


「グラディウスの血……神国の血は絶たやさねば……」


　男がつぶやく。鱗粉が宙ちゆうに広がると、砂すなを伴ともなう風が渦うず巻まいた。


「神国など……神が加か護ごする国など滅ほろびてしまえ……。我われらを霧きりに閉とじ込め、逃にげ出す者を容よう赦しやなく殺す神が愛する世界など……」


　風が唸うなる中、男の言葉は不思議とルビーウルフの耳に届とどいた。ルビーウルフは短たん剣けんを抜ぬき、風に煽あおられないよう踏ふん張ばりながら構かまえる。


　しかし、男は砂すな嵐あらしの中心で頭を抱かかえ、苦しげに呻うめきだした。


「この……蛇へびめ……！　神国の末まつ裔えいもその戦士たちも、同どう胞ほうの仇かたきは皆みな、我わが手で殺す……！」


　口から泡あわを噴ふきながら、男は懸けん命めいに何かを堪こらえているようだった。しばらく呻いていたかと思うと、頭を抱えていた手がだらりと下がる。そして、ゆっくりと顔を上げた。


「我が手で、殺すのだ」


　はっきりと告げ、右手を翳かざした。その手が何かを弾はじくような動きをしたのを見たルビーウルフは、とっさに後ろへ跳とんだ。その足元で、土が跳はね返る。


　暗いうえに砂嵐でよく見えなかったが、指で弾いた石いし礫つぶてのようなものが撃うち出されたようだ。ただ投げつけたのではなく、何らかの術じゆつが掛かかっているのだろう。地面深くにめり込んでいる。体に当たれば貫かん通つうしてしまうかもしれない。


　砂嵐は動きを鈍にぶらせるのと、目め隠かくし目的。本当の武ぶ器きはあの石礫だ。


　ただし、石礫は数が限かぎられているのか、次の弾たまは撃ち出されなかった。武器の存そん在ざいを知られたことで、避よけられるのを恐おそれているようだ。出し惜おしみしているのが見て取れる。


　右手には石礫を、左手には刃やいばを構かまえ、男はルビーウルフに歩み寄る。


　砂漠の時と違い、今は一人だ。身軽な分、自由に動ける。ルビーウルフは石礫に狙そ撃げきされないよう、砂嵐の中を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回った。


　隙すきを突ついて逃げるべきか、一気に間合いを詰つめて仕し留とめるべきか。


　石礫さえなければ、迷まよわず後者を選ぶ。弾切れになるのを待ってもいいが、あといくつ残っているかは不明だ。かといって、ここから逃げ出してもし追ってきたら、エミリエンヌや宮きゆう殿でんにいる人々を巻まき込んでしまう。


　一いつ瞬しゆんの迷いが、ルビーウルフの動きを鈍らせた。放たれた石礫が脇わき腹ばらを掠かすめ、衣服とその下の皮ひ膚ふを裂さいた。


　灼やけるような痛いたみに、ルビーウルフは傷きず口ぐちを押おさえて膝ひざをつく。


　目の前に男が歩み寄った。刃を構えてルビーウルフを見下ろしてくる。


「我らの望みを邪じや魔ました者たち……。筆頭は赤毛の娘むすめ……。そして、それを慕したう戦士たち……。戦士たちをおびき寄せる餌えさになってもらう」


　ルビーウルフを生け捕どりにして、グラディウスの騎き士したちを一いち網もう打だ尽じんにするつもりだ。ここで捕つかまったら、皆みなを危き険けんに晒さらしてしまう。


　傷の痛みを堪え、ルビーウルフは立ち上がった。しかし、刃は眼がん前ぜんに迫せまり──


　一いつ閃せんはその刃を弾いた。見覚えのある太刀たち筋すじ。


　砂嵐の中に金きん髪ぱつの男が立っていた。相変わらずの無感情な表情。それでも、ルビーウルフの心しん臓ぞうは破やぶれんばかりに跳ね上がる。


「ジェイド……」


　無意識に動いた唇が彼の名を紡つむぐ。しかし彼は何の反はん応のうも示しめさない。ルビーウルフに背せを向け、砂嵐の男に刃を繰くり出す。


　突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者しやに男は怯ひるんだ。石礫を構えるが、それが撃ち出されるより先にジェイドの振るった剣が閃ひらめく。


　剣の切っ先が男の片かた目めを抉えぐった。


　男は悲鳴を上げ、仰のけ反ぞる。片目を押さえてゆっくりと後退していく。


　悲鳴は、やがて言葉になった。何かをつぶやいている。


「見えなくなる……。見ていたいのに……世界を、私の世界を見ていたいのに……」


　砂嵐に搔かき消されるような小さな囁ささやき。それが聞こえなくなったと同時に風が止やんだ。砂嵐は治まり、男の姿も消えていた。


　あとに残されたのは、ルビーウルフとジェイドだけ。


　ルビーウルフは脇腹を押さえ、再ふたたび膝をついた。生暖かい血が指の隙すき間まから漏もれる。


　そんなルビーウルフには目もくれず、ジェイドはその場から去っていく。


「待っ……！」


　呼び止めようとして、途と中ちゆうで口を噤つぐんだ。今の彼に掛ける言葉が見つからなくて。


　助けに来てくれたのだろうか。……いや、彼はザフラの領りよう域いきであるこの闘技場を守っただけだ。以前のジェイドなら、ルビーウルフが手傷を負えば我がことのように心配してくれた。なのに、今はこうして去ってしまう。ルビーウルフのことなど、目に映うつっていないのだ。


　ジェイドは振り返ることもなく行ってしまった。腹の傷より、胸が痛い。


　項うな垂だれ、俯うつむき──何か光るものが落ちていた。見覚えのある、金の首くび飾かざり。


　ジェイドが持ち歩いていた、父親の形見だった。トップ部分の飾りには、彼が幼おさなかった頃ころの絵が納おさめられている。今の騒そう動どうの最中に落としてしまったのだろう。落ちた衝しよう撃げきで蓋ふたが開いていた。


　彼が大事にしていたものだ。汚よごしてしまわないよう、血がついていないほうの手でそれを拾い上げ──我わが目を疑うたがった。あまりの衝撃に呼こ吸きゆうも忘れる。首飾りを持つ手が、がたがたと震ふるえた。


　絵は、葡ワ萄イ酒ン色の髪かみと紅こう玉ぎよくの瞳ひとみを持つ少女──ルビーウルフの肖しよう像ぞう画がに替かわっていた。以前見せてもらった時には、間ま違ちがいなく幼い少年の笑え顔がおがそこにあったのに。


「どうして……」


　その問いに答える者はいない。去ってしまった。


　騎士として女王を敬けい愛あいする。そういう意図だろうか。それとも……。


　ルビーウルフは人の感情を鋭するどく嗅かぎ取る。だから本当は、ずっと前からわかっていた気がする。彼がルビーウルフに対し、仲間以上の感情を持って接せつしていたことに。


　ただ、それをルビーウルフは恐れたのだ。彼の気持ちに気づいて受け入れてしまったら、その先には女として上るべき階段が待っているから。自由な子こ供どもだった、盗とう賊ぞくの仲間たちに囲まれていた頃ころの自分にはもう二度と戻もどれないことを恐れ、ジェイドの特別な眼まな差ざしも見ないふりをしていた。


　恋こいなんてしなければよかった。気づかないままでいればよかった。──こんなもの、見なければよかった。


　首飾りを、ぐっと握にぎり込む。


　全部、今さらだ。何もかも手て遅おくれだ。自分の気持ちを自覚して、ジェイドの想おもいを垣かい間ま見みて、なのに二人の心が交まじわることはもう、ない。


　悄しよう然ぜんとするルビーウルフの耳に、慌あわただしい足音が聞こえてきた。砂嵐の騒さわぎに宮殿の兵士たちが駆かけつけてきたようだ。面めん倒どうなことにならないうちに、ここを離はなれたほうがいい。


　脇腹と胸の痛みを堪え、ルビーウルフは闘技場から逃げるように駆け出していった。





　　　　†




　部屋に戻ったルビーウルフを出で迎むかえたのは、エミリエンヌの悲鳴だった。


　眠ねむっている彼女を起こさないよう気をつけて部屋に入ったつもりが、ふらついた拍ひよう子しに物音を立ててしまったのだ。目を覚ましたエミリエンヌはルビーウルフの脇わき腹ばらの傷きずを見て飛び上がって驚おどろいた。


「何があったんですの？　ひどい、こんなに血が……」


「大だい丈じよう夫ぶだよ、見た目ほど深くない」


　噓うそではない。皮ひ膚ふを裂さかれてしまっただけだ。化か膿のうさえしなければ、すぐ新しい皮ができて元通りになる。多少、痕あとは残るかもしれないが。


「宮殿ならお医者様がいるはずですわ。呼よんできますから……」


　部屋から駆け出そうとしたエミリエンヌの手を摑つかみ、ルビーウルフは床ゆかに座すわり込んだ。


「だめだよ。あたしは、ここでは男ってことになってるんだ。治ち療りようを受けたら女だってばれるよ。ザフラが騙だまされてたことに怒おこり出したら、まずいだろう？」


　一つばれたら、残りの噓や秘ひ密みつも全部暴あばかれる。噓とはそういうものだ。


　ザフラは神国の王族になど興きよう味みはない。だが、ルビーウルフがグラディウスの女王であり、ずっと彼女の傍そばにいるわけにはいかないことを知ったら間ま違ちがいなくあの虫むし籠かごに捕とらわれる。


　──それでも、いいかもしれない。ジェイドと一いつ緒しよにいられるなら……。


　過よぎった考えを、頭かぶりを振ふって搔かき消した。グラディウスには女王を待つ多くの民たみがいるのだ。


　グラディウスは盗とう賊ぞく団だんブラッディ・ファングで、ルビーウルフはその頂ちよう点てんに立つ頭かしら。自分の手で奪うばい取った国とその民を放ほうり出すわけにはいかない。


　エミリエンヌは医者を呼ぶことを諦あきらめ、ルビーウルフの指し示じに従したがって手当ての手伝いをしてくれた。部屋にあった寝ね酒ざけ用の酒を傷口に振りかけて消毒し、シーツを裂いて作った包帯で巻く。


　血で汚よごれた服も、水場へ行って洗あらってきてくれた。水で汚れを濯すすぎ落とすことはできたが、水気を絞しぼり落とすまでは考え至いたらず、ずぶ濡ぬれの服を抱かかえて持ち帰ってきたため滴したたる水で彼女の服まで濡れてしまったのは王女様のご愛あい嬌きようというやつだ。


「帰らなくては……」


　一通りの処しよ置ちを済すませ、エミリエンヌはつぶやいた。


「わたくしたちは、帰らなくてはいけないのよ。こんなことをしていてはだめよ」


　ベッドで横になっているルビーウルフの目を見つめ、エミリエンヌは諭さとすように言う。


「わたくしは、怖こわい。〈栄光の宝ほう冠かん〉をこの手に任まかされ、なのに失ってしまって、どんな顔をしてコロナードへ帰ればいいのか……。この胸に吸い込まれた光が怖いの。この体はどうなってしまうの？　神具は元に戻もどるの？　どうやって？　わからないことばかり……」


　神具が消えたことを恐おそれているのは、ルビーウルフもラークも同じ。だけど、それを口には出さなかった。


　言ってしまったエミリエンヌは、だからといって弱いわけではない。目を背そむけていた気持ちに気づいた、今のルビーウルフにはわかる。恐れを直ちよく視しできる強さをエミリエンヌは持っているのだ。


「わからないけれど、帰らなくてはいけないの。帰らなければ、何もわからないままですもの。早く帰って、一緒に探さがしましょう。神具を元に戻す方法を」


　彼女の言う通りだ。神国の王族として、神具の種と思おぼしき光をその身に宿す者として、役目を果たさなければいけない。


　しかし、ルビーウルフは耳を塞ふさぎたかった。エミリエンヌがその先に言おうとしていることを悟さとって。


「だから……ここを出ましょう。狼おおかみの遠とお吠ぼえ、わたくしにも聞こえましたのよ。あなたは答えなかったけど、聞こえなかったなんて言わせませんわよ。ラークたちはこの町に来て、わたくしたちを捜していますわ」


　ルビーウルフは横たわったまま、何も答えられなかった。エミリエンヌは溜ため息をつく。


「あなたが頷うなずいてくれないのは、あの騎士のことを思ってでしょう？　わたくしだって、それがラークだったらと思うと……。でも、ひどいことを言うようだけど、騎士としての魂たましいを失った人を連れ帰っても意味がないわ。こんな所で時間を食い潰つぶしてはだめ。わたくしたちは国のために生まれ、国のために生きる身なのだから……自分の気持ちなんて、捨すて置かなければいけない時があるの」


　エミリエンヌは泣いていた。泣きながら説得を続けた。


「わたくしが言えた義ぎ理りじゃないのは、わかっていますわ。わがままばかりで、いつもたくさんの人を困こまらせて、心配をかけてきたんですもの。でも、こうして自分の手で服を洗ったり、人のために何かをするのって、大変だって知ったの。当たり前にしてもらっていたことが、わたくしはできないの。洗った服の絞り方さえ知らないのよ。なんて恥はずかしい……。でも、そんなわたくしでも、心配してくれる人はいて……。心配されるのも、当然だと思っていたわ。──怪け我がをした友達をお医者様に診みせてあげることもできない自分が、大だい嫌きらいになりそうなくらい苦しいだなんて知らなかった。こんな思いを、わたくしはお父様たちにさせていたなんて……」


「エミリー、もういいよ」


　懸けん命めいに訴うつたえるエミリエンヌの言葉を遮さえぎり、ルビーウルフはようやく声を発した。彼女に言われるまでもなく、選べる道は一つしかなかった。


「ここを出よう。ジェイドのことは、もう……」


　諦める。仕方がないこと。


　それは言えなかった。言いたくなかった。本当はちっとも諦めきれていないのに、気持ちと裏うら腹はらなことを言えば前に進めなくなってしまいそうで。


「ザフラはジェイドのことを気に入ってる。だから、ここにいればジェイドは不自由なく暮くらせるんだよ。ザフラの遊びに付き合わされて闘とう技ぎ場じように駆かり出されても、あいつは強いから大だい丈じよう夫ぶ。……何さ、本当はあんなに剣けん術じゆつだって達者なくせに、あたしの相手をする時は手ぇ抜ぬいてやがったんだ。あの馬ば鹿か」


　悪あく態たいをついて、無理に笑った。その顔を見て、エミリエンヌは痛いたましそうな表情で再ふたたび泣き出す。


「泣かないでよ。ほら、見て。あたしは笑ってるよ？　大丈夫。──エミリーがそんなに泣いてたら、あたしが泣けないよ」


「ご、ごめ……なさ……」


　ルビーウルフはベッドから身を起こし、しゃくり上げるエミリエンヌを抱だきしめる。


　自分に代わって泣きじゃくってくれる年上の友が、とても愛いとおしかった。





　　　　†




　翌よく日じつ、エンテンデールを訪おとずれている興こう行ぎよう師しの一いち座ざを招まねくということで宮きゆう殿でんは朝から慌あわただしかった。


　逃にげ出すのなら今しかない。


　興行は広間で行われるらしかった。人手はそちらに集中している。


　ルビーウルフとエミリエンヌは闘技場に身を隠かくした。観かん覧らん席せきの上から宮殿の門が見えるから、ここで興行師たちが来るのを待つ。門番が興行師たちの対応をしている間に、外へ出るのだ。


「来たわ……！」


　幌ほろ馬ば車しやが門の前に来たのを見て、エミリエンヌが小さく声を上げる。ルビーウルフは頷き、彼女の手を引いて闘技場の出口へ向かう。この出口から門までは、走れば数十秒の距きよ離りだ。すべての馬車が検けん問もんを受け終わるまでに、すり抜けなければいけない。


　唇くちびるを強く嚙かみ、走った。頭の中を真っ白にする。ジェイドの顔を一いつ瞬しゆんでも思い浮うかべたら、足が止まってしまいそうだった。


　観覧席の階かい段だんを駆け下り、外へと続く通路の前まで差し掛かった。──その時。


「どこへ行くの？　モルダ」


　通路の向こうから、声がした。その名でルビーウルフを呼ぶのは、一人しかいない。


　現あらわれたのはザフラだった。兵士を引き連れ、ルビーウルフたちの前に立ちはだかる。


「興行師たちを呼んだから、あなたと一いつ緒しよに見ようと思ったの。でも、お部屋にいないんですもの。……そんなに急いで、どこへ行くつもりだったの？」


　ザフラの声こわ音ねは優やさしかった。今ならまだ許ゆるしてあげる、と言外に圧あつ力りよくを加えている。


　しかし、もう彼女を謀たばかってまでここにいる理由はない。


「帰るべき場所に、帰る」


　はっきりと告げた。本当なら、ジェイドをあんなふうにしたこの女を捨て置きたくはなかった。思いつく限りの罵ば倒とうを浴びせかけ、その身を引き裂さいてやりたい。


　でも、彼女がいなくなればジェイドを守ってくれる人がいなくなる。ルビーウルフとジェイドの関かかわりを知れば、ルビーウルフを引き止めるためにザフラはジェイドを傷つけるかもしれない。だから、彼との関わりをザフラに悟さとられるわけにはいかなかった。


　ザフラの眦まなじりがきつく釣つりあがった。その眼まな差ざしはルビーウルフをじっと見つめていたが、次の瞬間ぎりりっと視線が動き──エミリエンヌを睨にらみ据すえた。


「あなたね……！　あなたがモルダを唆そそのかして……！」


　憎にく々にくしげに言葉を吐はき、ザフラは片かた手てを高々と挙げた。


「獅し子しを放て！」


　その号令が響ひびくや、闘技場の鉄てつ格ごう子しが引き上げられた。雄お叫たけびを上げて獅子が飛び出してくる。その光景に一瞬目を奪うばわれ、兵士たちに取り囲まれてしまった。そのうちの一人が、エミリエンヌの背はい後ごから腰こしに手を回して抱かかえ上げる。


「やめて！　お離はなしなさい、この無礼者！」


　とっさに出た拒きよ絶ぜつの言葉は王女然としたものだった。だが、そんなものはここでは通用しない。兵士はそのまま観覧席の縁ふちへと彼女を運んでいく。


　何をしようとしているのか悟ったエミリエンヌの表情が凍こおりつく。高々と抱え上げられた彼女の眼がん下かには、闘技場内に獲え物ものが落とされるのを今か今かと待っている猛もう獣じゆうの姿が映うつっているはずだ。


「エミリー！」


　駆け寄ろうとしたルビーウルフの前に、兵士を従したがえたザフラが立ち塞ふさがる。その手には、あの硝子ガラスの虫むし籠かごが掲かかげられていた。


「あなたが悪いのよ。私から逃げるから……」


　虫籠の中の光が震ふるえるように揺ゆらいだ。まるで、逃げろと訴うつたえているかのように。


「ザフラ、やめろ」


　刺し激げきしないよう静かに諭さとす。しかし、落ち着いてはいられなかった。抱え上げられたエミリエンヌの体が、縁の向こうに押おし出されて宙ちゆう吊づりにされたのだ。兵士が手を離せば、そのまま獅子の眼前に落ちる。獅子はすでに食らいつく気でいるのか、鋭するどい爪つめが壁かべを引っ搔かく音が不気味に響いていた。エミリエンヌの喉のどから引き攣つれた悲鳴が迸ほとばしる。


「お願い、やめて……！　嫌いや……！　助けて……助けて助けて助けて！　ラーク!!」


　悲ひ愴そうな絶ぜつ叫きようがこだまする。ザフラを押し退のけてでも駆け寄ろうとしたルビーウルフの目に、見み慣なれた影かげが飛び込こんできた。白と砂色の狼おおかみが、ルビーウルフを取り囲む兵士たちに次々と襲おそい掛かかる。


　乱らん入にゆうしてきた大きな獣に兵士たちは怯ひるんだ。エミリエンヌを抱えていた兵士もだ。その手が緩ゆるみ、エミリエンヌは放り出される。


　その瞬間、狼たちと共に観覧席に乱入してきた青年が彼女のもとへ駆け寄った。右手に携たずさえた剣で兵士を切り伏ふせ、闘技場内へ落下する寸すん前ぜんのエミリエンヌの手を摑つかむ。そしてその左ひだり腕うで一本で彼女の体を一気に引き上げた。


　強ごう引いんに引っ張り上げられたエミリエンヌの体はふわりと宙を舞まった。それを青年──ラークはしっかりと抱だき止める。


「エミリー、大丈夫か!?」


　エミリエンヌは答えなかった。ラークの首にすがりつき、震ふるえながら泣いていた。抵てい抗こうした際さいの擦かすり傷以外に怪け我がをした様子はない。それを確かく認にんしたラークは安あん堵どの溜ため息をつき、彼女の背せ中なかを擦さすった。


「よしよし、良い子良い子。よくがんばったな」


　小さな子こ供どもをなだめるように、ラークはエミリエンヌに語りかける。そして彼女を片腕で抱えたまま、兵士たちと切り結び始めた。


「陛へい下か！」


「ご無事ですか、陛下！」


　一足遅おくれてリオンとティグルも現れた。狼たちと共に、ルビーウルフを庇かばうように並ならび立つ。


「お前たち、どうしてここに……」


「詳くわしいことは後で」


「というか、こんな騒さわぎになってる理由こそ聞きたいです」


　ティグルは隙すきなく警けい戒かいし、リオンはわずかに不満を漏もらす。
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「何……？　何なの、あなたたち……」


　突とつ然ぜん現れたラークたちに、ザフラは困こん惑わくした様子で誰すい何かした。すると双ふた子ごはにたりと笑い、答えた。


「紅あかい狼が率ひきいる盗とう賊ぞく団だん」


「その首しゆ領りようを迎むかえに来ただけです」


　グラディウスの騎き士しだと答える代わりに、もう一つの身分を口にした。


　彼らは騎士であると同時に、ルビーウルフに仕つかえる身であることを誇ほこってくれているのだ。彼らのためにも、ルビーウルフは役目を果たさなければいけない。


「導みちびくのはティグル・エルカインド！　呼ばれしものは氷ひよう結けつの驟しゆう雨う！」


　ティグルが放った剃刀かみそりのような氷の雨が兵士たちに降ふり注ぐ。兵士たちは悲鳴を上げ、逃にげ惑まどった。


「そんなっ、魔ま導どう師し!?」


　ザフラは信じられないものを見る目でティグルを見やった。リゼリル王の孫まご娘むすめであれば、魔導を扱あつかえる者が貴き族ぞくであることくらい知っているはず。盗賊だと名乗った少年がそれをやってのけたことに悲鳴じみた声を上げた。


「陛下、ここを出て門まで走りますよ。そこにいる馬車に乗って逃げます」


　騒ぎの中、リオンが口早に告げた。ルビーウルフは頷うなずく。


　フロストとケーナの威い嚇かくと、リオンとティグルの魔導、そしてラークの剣。ティグルの牽けん制せいですっかり怯んでしまった兵士たちは危き険けんを察し、逃げ出す者が相次いだ。呆ぼう然ぜんとしているザフラは、それを咎とがめることもできない。


　そんなザフラに、一人の兵士がぶつかった。倒たおれ込んだ彼女の手から、硝子ガラスの虫むし籠かごが零こぼれ落ちる。


　あれが壊こわれたら、ジェイドは──


　ルビーウルフはとっさに駆け寄り、手を伸のばした。しかし、指先を掠かすめたそれは地面に触ふれたと同時、ぱきんっ、と儚はかない音を立てて砕くだけ散った。


　日の光を浴び、飛び散った破は片へんがきらきらと輝かがやく。その輝きの中で、淡あわい光が搔き消えた。


「そんな……」


　これでもう、ジェイドは完全にルビーウルフを忘わすれてしまった。言葉も話せる、自じ我がもある、誰だれにも支し配はいされない人間に戻ったけれど、彼はもう別の人になってしまった。


　──言葉は通じる。


　そう思った瞬間、堪こらえきれなくなった。逃げ出す兵士たちに紛まぎれ、駆け出す。リオンたちも一いつ緒しよに闘とう技ぎ場じようの外へ飛び出した。


　しかし、外へ出てルビーウルフが向かったのは門ではなく宮殿の屋内。そのことに驚おどろいたティグルが慌あわてて叫さけんだ。


「陛下！　どこに行くんですか！」


「すぐ戻もどる！」


　一言残し、ルビーウルフは駆かけた。


　ザフラに与あたえられていた部屋や、ザフラの部屋などがある廊ろう下かを走る。傷口が開いてきたのか、脇わき腹ばらに痛いたみを感じた。それでも構かまわず走り続ける。


　せめて、もう一度だけ言葉を交かわしたい。見知らぬ他人同士としてでもいいから。


　そして──見つけた。


　壁かべに寄りかかって額ひたいに手を添そえ、たった今夢ゆめから目覚めた人のようにぼんやりとしている彼が。


「ジェイド……」


　その名を、彼は自分の名前だということもわからない。それでもこちらを振ふり向いた。人の声に反はん応のうしただけ。


　きょとんとした翠みどり色いろの双そう眸ぼうに、ルビーウルフが映うつっている。それだけでも嬉うれしかった。あの無感情で虚うつろな目ではなかったから。


「はじめまして、だよね？」


「え……？」


　戸と惑まどったように彼が声を発した。不ふ審しんそうな表情でルビーウルフを見ている。見知らぬ人に話しかけられ、警けい戒かいしているようだ。逃げられないうちに、言いたいことを全部言ってしまう。


「もし……もし気が向いたら、グラディウスに来てくれない？　何年後でもいいからさ。そこで、きっと良いものを見せてあげる。たくさんの人が笑って暮くらしている国を、見せてあげるから」


「何を、言って……」


　訝いぶかるような彼の声。もっと聞いていたい。でも、もう行かなければ──行かなければ、いけないのに。


　その衝しよう動どうを抑おさえられなかった。悪いことだとわかっている。けれど、初めてそれを許ゆるす相手はジェイドでなければ嫌いやだった。この先、別の誰かと添そい遂とげることになっても、その相手に初めてを許したくはなかった。だから。


　駆け寄り、手を伸のばし、彼の胸むな倉ぐらを摑つかんで引き寄せて。


　唇くちびるを重ねた。


　驚いたジェイドは身をよじって逃のがれようとした。それでもルビーウルフは離はなさなかった。胸倉を摑んでいた手を首に回し、より強く口づける。


　つま先で立ち、よろけそうになるルビーウルフの腰こしを抱だいてジェイドは支ささえてくれた。過か去こを忘れてしまっても、優やさしいのは変わらない。


　もっと、ずっと、このままでいたい。けれど、待っている人たちの所へ帰らなければ──


　名残なごり惜おしみながら、ルビーウルフは腕うでの力を緩ゆるめて唇を離した。二人の湿しめった吐と息いきが絡からみ合う。


「……ごめんね、急に。通りすがりの狼おおかみに咬かまれたとでも思って諦あきらめて」


　ルビーウルフは笑った。濡れた唇を無理に歪ゆがめて、笑えみの形を作る。彼の記き憶おくに留とどまる自分の顔を、せめて少しでも明るいものにしたくて。


「好きだよ、ジェイド。たぶん、この先もずっと。知らない女にこんなこと言われたって迷めい惑わくかもしれないけど……」


「何を……」


　困こん惑わくしきった表情でジェイドは言った。できることなら、その声でもう一度ルビーウルフと呼んで──


「さっきから何を言っているんだ、ルビーウルフ」


　無理やり作った笑顔が不自然な形のまま固まった。


「……え？」


　わずかに漏もれた声も間ま抜ぬけな声だった。そんなルビーウルフにジェイドは心底わけがわからないといった眼まな差ざしを向けてくる。


「はじめましてとか、知らない女とか……何の冗じよう談だんだ？　まさか、冗談でこんなことまで……？」


　言葉の後半で、彼は視し線せんを背そむけた。頰ほおが赤い。それでいて寂さびしそうだ。ルビーウルフが冗談で唇を奪うばったと思って──


　自分がしてしまったことを思い出し、ルビーウルフはジェイドを突つき飛ばした。抱だき合っていた体が離れる。


「な、な、なんでなんで？　あたしのこと覚えてるの？　なんで？」


　混こん乱らんし、恥はずかしさのあまり『なんで』を繰くり返す。


　突き飛ばされたジェイドはよろめいたが、どうにか踏ふみとどまった。そして今度は心配げな眼差しを向けてくる。


「ルビーウルフ、もしかして頭でもぶつけたのか？　それとも砂さ漠ばくの熱に……」


　そこまで言って、彼は周囲を見み渡わたした。


「ここは……どこだ？」


　どうやら、砂漠で別れてから今までのことを覚えていないだけで、それ以前のことははっきりと覚えているようだ。しかし、どうして……。


　エンテンデールで起こったことを、ルビーウルフは搔かい摘つまんで説明した。主にあの虫むし籠かごについてだ。闘とう技ぎ場じようで争ったことなどは、話すと面めん倒どうなことになりそうなので伏ふせておいた。


　ジェイドは小さく頷うなずき、言う。


「それは、虫籠の持ち主が効こう果かを間ま違ちがって覚えていたか噓うそをついていたんだろうな。一時的とはいえ精せい神しんに干かん渉しようする道具を作る術じゆつ者しやがいるのには驚いたが……。あり得ないことではないよ。実際、一度見ているからな。とはいえ、記憶まで消してしまう強力なものを作れる人がいるとしたら、少なくとも俺おれには一人しか心当たりがない。そしてその人が、そういうものは作らないのも知っている」


　ジェイドの言葉に、白い魔ま女じよの姿すがたが脳のう裏りを過よぎった。


　たしかに思い出してみると、ローラーティオーでルビーウルフも同じような術にかかってしまったことがあった。あれは意識の底に沈しずめた憎ぞう悪おの火種を燃もえ上がらせるものだったが。


　それでも、記憶をどうこうすることはできなかった。むしろ記憶にしがみつくよう仕向けられた術だった。〈全知の書〉を持たない限り、精神への干渉には限界点というものがあるのかもしれない。


　ザフラに騙だまされた。あの話を聞いた瞬しゆん間かんに気が動転してしまったから、嗅きゆう覚かくが鈍にぶってしまったようだ。


　体から力が抜け、ルビーウルフはへたり込こんだ。噓うそにさえ気づいて、さっさとあの虫籠を壊こわしていたら、こんなことにはならなかったのに。


「あの、ジェイド？」


「ん？」


「さっきの、なかったことにならない？」


「ならないな」


　断だん固こ拒きよ否ひされた。


　ルビーウルフは床ゆかに両手をついて呻うめいた。伏ふせた顔は火を噴ふきそうなくらい熱い。今こん生じようの別れを覚かく悟ごしてやった行こう為いが、今までの人生で一番恥はずかしい瞬間になろうとは思ってもみなかった。


　そんなルビーウルフとは対照的に、ジェイドは嬉うれしそうに笑っていた。


「こんな僥ぎよう倖こうをなかったことになんて、させない」


　口元を穏おだやかに緩ゆるめながらも、ジェイドは強い口調で言った。


　それはつまり、ルビーウルフがしたことをジェイドも望んでいたということ。


　やはり彼も、想おもっていてくれたのだ。気持ちが一方通行でなかったことは嬉しいが、先にばらしてしまって悔くやしい。そしてやっぱり恥ずかしい。


　しかし、いつまでも落ち込んではいられなかった。フロストとケーナに遠とお吠ぼえで呼よばれた。すぐ戻ると言ったのに、少し時間を食ってしまった。


「行かなきゃ。これ以上待てない、早く戻もどって来いって言ってる」


「よし、急ごう」


　頷うなずき合い、ルビーウルフは立ち上がり……脇わき腹ばらを押おさえてふらついた。


「大だい丈じよう夫ぶか!?」


　肩かたを支ささえ、ジェイドが顔を覗のぞき込んでくる。


　すかさず、ルビーウルフは掠かすめるような口づけをした。


「盗とった」


　呆あつ気けに取られているジェイドに、ちろりと舌したを出して笑ってみせた。そして駆け出す。こうでもしなければ恥ずかしさでジェイドとまともに話もできない気がしたし、冗談や気の迷まよいであんなことをしたわけじゃないと示しめしたかったから。


　ジェイドは苦く笑しようを含ふくんだ溜ため息を零こぼし、すぐに追ってきた。


　自分と、ジェイドと、二つの足音が重なって聞こえることがたまらなく幸せだった。





　　　　†




　行ってしまった。


　あの少年なら、退たい屈くつな一生を愉ゆ快かいなものに変えてくれると思ったのに。


　また独ひとりだ。祖そ父ふの駒こまとして育てられ、やってきた嫁とつぎ先では夫に見向きもされず、退屈凌しのぎの方法ばかり考えて暮くらす日々。


　闘技場に取り残されたザフラは、観かん覧らん席せきの縁ふちに腕うでを乗せてぼんやりと下を眺ながめていた。先ほどまでの騒さわぎでまだ興こう奮ふんしている獅し子しは闘技場内を忙せわしなく歩き回っている。


　皆みな、ザフラを遠巻きにする。リゼリル王の孫というだけで。


　離れていってしまう人たちを自分の傍そばに繫つなぎ止める方法は、より強い恐きよう怖ふで縛しばることだった。なのに、それをすればするほど、どんどん人々の心は離れていく。顔はこちらを向いてザフラの機き嫌げんを窺うかがうけれど、心は背を向けていた。


　だけどあの少年は真っ向からザフラを見ていた。挑いどむような目で見ていた。それは好意などではないとわかっていたけれど、他の人々と違ちがう姿し勢せいで接せつしてきてくれたことが新しん鮮せんで嬉しかった。


　なのに行ってしまった。いつものように恐怖で繫ぎ止めようとしたけれど、だめだった。虫籠を使った噓うそには、ひどく恐おそれていたようだったのに。


　神などいないと高らかに叫さけぶ国でザフラは生まれた。だけどリゼリルは、きっと神国よりも神を求めてやまない国。


　人々は密ひそやかに神に祈いのって生きている。その慈じ愛あいの加か護ごを求め、胸むねの奥おく底そこで崇すう拝はいしている。


　ザフラもそうだった。祈り続ければ、いつかは運命の檻おりから抜け出せる日が来ると信じていた。


　そして現れた、あの少年。祈りが通じたと思ったのに。


「神なんて、やっぱりいないんだわ」


「私を否ひ定ていするな」


　声はすぐ耳元で聞こえた。同時に背中を強い力で押され、ザフラは闘技場に転がり落ちる。


　全身を強く打ち、立ち上がることもできない。


　一体、何が起こったのか。先ほどまで自分が立っていた場所に、首だけを動かして視し線せんを向ける。


　黒くろ髪かみに、紫し紺こんの瞳ひとみを持つ男がじっとこちらを見下ろしていた。片かた目めは傷きずつき、潰つぶれている。


「同じだと、思っていた。お前は……。なのにお前も、私を否定し、拒こばむ……」


　悲しげな声。


　だけど、これはあの男の声だろうか。どこか子こ供どものような、幼おさない響ひびきの言葉だった。


　誰だれ？


　問うことはできなかった。荒あらい息いき遣づかいがすぐ近くで聞こえた。


　金色の毛け並なみの、太い脚あしが視界に映うつった。爪つめを剝むき出し、振ふり上げられる。


　ザフラは悟さとった。


　これは天てん罰ばつだ。




　第６章　新しい約束







　試ためしてみたいことがある。


　一つの仮か説せつを胸むねに抱いだき、ミレリーナはそれと対たい峙じした。


　トライアンの神具〈裁さばきの天てん秤びん〉。


　誰だれも近ちか寄よらぬよう、今は地下の部屋に保ほ管かんされている代しろ物ものだ。まるで忌いむべきもののような扱あつかい。


　だからこそ今、対峙しなければいけないのだ。このままだと、自分も兄も父のようになってしまう。


　神具を拒み、心も体も病やんでしまった父のように。


　危き険けんだと止められないよう、このことは誰にも言っていない。ここにいるのはミレリーナと、騎き士しのロヴィンだけ。


　彼は神も神具も恐おそれない。この騎士が恐れているのは、ミレリーナを失うことだけだから。


　地下の薄うす暗ぐらい部屋の中、絹きぬを敷しいた台だい座ざの上に鎮ちん座ざする水すい晶しよう球きよう。人の罪つみを暴あばく力も持つ、神の左ひだり脚あしが変化した神具。


「わたくしは、ミレリーナ・フィリス・トライアン」


　ゆっくりと、静かにミレリーナは言葉を発した。


「トライアンの血と、名を継つぐ者。〈裁きの天秤〉を持つ資し格かくを持つ者。神の子の血を引くと言われ、敬うやまわれる存そん在ざい。この世界を守るよう、神に命じられた誇ほこり高き血」


　創そう造ぞう神しんロゥヴァースと、己おのが身に流れる血けつ統とうを賛さん美びするように語る。けれど、それもここまで。


「その役目からは逃にげられない。拒こばんだ者はすべからく罰せられる。それではまるで、わたくしたちは神の奴ど隷れいではありませんか」


　くらりと、わずかに視界が揺ゆれた。それでもミレリーナは構かまわず続ける。


「守しゆ護ごの民たみも同じ。あの島から逃げ出した者は癒いえない病に殺されてしまう。けれど──ならばどうして、わたくしたちは彼らの存在を知っていたのでしょう。〈全知の書〉の伝説は、どうして世に広まっていたのでしょう。まるで、彼らもはじめは自由に世界を歩いていたみたい。それを霧きりの中に閉とじ込こめてしまった理由は何だったのです？」


　問いに答える者はいない。ロヴィンは黙だまってミレリーナの傍そばに控ひかえている。この語りかけはロヴィンに対してではないと、彼もわかっているのだ。


「この世界はロゥヴァースによって創つくられた。それはなぜ？　何のため？　神だからですか？　神ならば意味もなく世界を創るのですか？」


　多くの疑ぎ問もん。しかし、誰にも答えられない謎なぞ。答えられる者がいるとしたら、それは唯ゆい一いつ、ロゥヴァースのみ。


　あの島から戻もどって以来、ずっと考えていた。繰くり返し繰り返し考えていた。


　そうするうち、拭ぬぐいきれなくなった仮説。


「ロゥヴァース。あなたは──慈じ愛あいの神などではない」


　耳の奥おくで警けい笛てきのような音が鳴り響ひびいた。頭が痛いたい。ふらついたミレリーナの体をロヴィンが支ささえた。背はい後ごから抱だきしめるように、しっかりと。


　守ってくれる人の存在をその体温で感じ、気をしっかり保たもつ。


「間違っていますか？　それとも、言い当てられて悔くやしいのですか？　わたくしを罰したければ罰しなさい。あなたの化ばけの皮が剝はがれるだけです」


　頭ず痛つうが少し和やわらいだ。まるでミレリーナの言葉を聞き、戸と惑まどっているかのように痛みの強弱が揺れる。


〈裁きの天秤〉は静かだ。何の反応も示さない。


　それでも、聞いている。ミレリーナの思いを感じ取っている。そうミレリーナは確かく信しんした。


「あなたが本当に慈愛の神なら、霧の中から出られず太陽に恋こい焦こがれている者たちがいるのはなぜです？　彼らは人間同士の諍いさかいや災さい害がいで苦しんでいるのではない。神の手によって閉じ込められ、もがいているのです。どうして？」


　再ふたたび頭痛が増してきた。きんきんと耳鳴りが響き──その中に、啜すすり泣きのような声が混まじっているような気がした。


　支えてくれているロヴィンに視線を向ける。彼には何も聞こえていないようだ。


　声を殺して泣いているような声は、次し第だいに大きくなってきた。けれど不思議と不気味な印象は受けない。


　思わず謝あやまってしまいそうになった。あまりに痛々しい泣き声に、自分の言葉で小さな子供を傷つけてしまったような気分だった。


「勘かん違ちがいなさらないで。わたくしはあなたを拒んだりしない。〈裁きの天秤〉はトライアンになくてはならないものですから。わたくしは、それを担になうお兄様を支えていく役目を誇っているのです。民がわたくしたちに神の姿を重ねて敬い、誇り、心の拠より所としているのなら、わたくしは神さえも利用します。ずっとその覚かく悟ごでやってきたのですから」


　ミレリーナの言葉が続くに従したがい、〈裁さばきの天てん秤びん〉に変化が起き始めた。かたかたと音がする。触ふれてもいないのに、震ふるえだしたのだ。


　こんなことは今までなかった。神具に対し、尋じん問もんなどという背はい信しん行こう為いを行った者がはたして今までにいただろうか。いたとしても、ここまでの反はん応のうは示しめさなかっただろう。ローラーティオーでヘリオトロープに会い、太陽を見たいという一いち途ずな願いを聞かなければ、こんな仮か説せつにすら辿たどり着けなかった。


　神は神であり、神ではないのだと。


　──嫌きらわないで──


　そんな言葉が聞こえた気がした。


　──ここから出して──


　懇こん願がんするような声。頭の中に、直ちよく接せつ聞こえてくる。何かの思いが流れ込んでくる。


　激はげしい耳鳴りと頭痛を堪こらえるため、ロヴィンの手を強く握にぎって目を閉とじた。閉じたのに、景色が見える。


　暗くら闇やみの中に誰かがいた。


　髪かみも肌はだも真しん珠じゆ色に輝かがやく、幼い少女。


　膝ひざを抱かかえて泣きながら、先ほどの言葉を繰くり返している。


　やがて泣き疲つかれたのか諦あきらめたのか、少女は何事か囁ささやいた。ミレリーナが知る言語ではない。けれど、それが呪じゆ文もんのようなものだということはなんとなくわかった。


　少女の言葉が実体となって現れていく。


　人だった。ミレリーナたちと同じような肌と髪を持つ人間が四人、現れ出いでて少女にひざまずく。少女は大喜びで彼らに話しかけるものの、四人は創そう造ぞう主しゆである少女にかしずくばかりで友好の情を示すことはなかった。それどころか、少女に触れられるのを恐れてさえいるようだった。


　少女は四人と対話することを諦め、手のひらに乗るほどの光を創つくって遊び始めた。


　最初は上う手まくいかなかった。創っても創っても、すぐに弾はじけて消えてしまう。


　光はとても脆もろかった。けれど、そのぶん非ひ常じように美しかった。何度も繰り返し創るうちに、光は安定した姿で現れるようになった。


　ようやく成功した。少女はうっとりと光を見つめる。暗闇の中にある唯ゆい一いつの光を、愛いとおしそうに。


　しかし、やがて見ているだけでは物足りなくなった。


　触れたい。


　この光に触れて、できることなら抱きしめたい。


　幼い子供なら、誰もが一度はやってしまうこと。綺き麗れいなものを見ると、手を出さずにいられない。それが脆いものだと心のどこかで理解しながら触れてしまい、壊こわれるとわぁわぁ泣き出す。取り返しのつかないことをしてしまった後こう悔かいを、そうやって覚えるのだ。


　少女も同じだった。


　少しだけなら……そんな思いで、光に手を伸のばす。しかし、指先が触れると同時に光が揺ゆらぎだした。


　壊れてしまう。消えてしまう。


　自分がしてしまったことにおろおろと焦あせり、少女はこの愛すべき光を失うことを恐れた。そして彼女は両りよう腕うでと両りよう脚あしを切り離はなして変化させ、手足は四つの道具となる。


　それらは四人の従じゆう者しやに託たくされた。少女の願いと共に。


　この壊れそうなものを、守って。


　その命令に、四人は恭うやうやしく頷うなずいて光の中へ消えた。手足を失った少女も弱々しい輝きを放ち、光と同化していく。


　似ている。


　いや、同じだった。この世界に伝わる、創世の神話と。


　これは〈裁きの天秤〉の記き憶おくだろうか。もとは左脚だったものが何かを記憶しているというのもおかしな話だが、あれは人間ではないのだ。ミレリーナの中にある常じよう識しきなど一いつ切さい通用しない。


「ミレリーナ様」


　名を呼ばれ、目を開けた。頭痛はもう感じない。


　震えていた〈裁きの天秤〉も静かになっていた。先ほどと何も変わっていない。


　しかし、ミレリーナは知ってしまった。


　この世界が、どういう意図で創つくられたのか。


「寂さびしかったのですね」


　あの少女がどうして暗闇の中にいたのか、それはわからない。ただ、他者との触れ合いを求める寂しさだけが強きよう烈れつに伝わってきた。


　ここから出して。


　その叫さけびには既き視し感かんがあった。太陽に恋こい焦こがれていた、あの少女の願い。


　守しゆ護ごの民たみを霧きりに閉とじ込めた理由は、もしかするととても単たん純じゆんな──


　頰ほおに何かが触れた。ロヴィンの手だ。ミレリーナの頰に流れ落ちる雫しずくを、何も言わず拭ぬぐってくれている。


　少女の思いに、いつのまにかミレリーナも同調していた。


「ねぇ、ロヴィン。もしこの世界が、子こ供どもが寂しさを紛まぎらわすための手て慰なぐさみに創った玩具おもちやだったとしたら、どう思いますか？」


　この世界を包むのは、慈じ愛あいなどではなかった。寂しさだった。それが真実だとしたら、この世界で生きる人々もやはりあの少女の寂しさを紛らわすための玩具なのだろうか。


　ミレリーナを支ささえたまま、ロヴィンは言う。


「私は、ここがどんな世界でも構かまいません。誰がどんな意図で創ったものでも、知ったことではありません。ミレリーナ様のお傍そばに立っていられる。世界の意味など、それで充じゆう分ぶんです」


　本当に、欲ほしい時に欲しい言葉をくれる。


　そう躾しつけたのはミレリーナだ。主人にのみ依い存ぞんする騎き士しを求めたのだから。


　だけど気がつくと、自分のほうこそ彼に依存していた。彼がいなければ、知ってしまったことを、兄をはじめ多くの人に話してしまい、世界への失望を生んでいただろう。こんな衝しよう撃げきは一人で飲み下せそうにない。だからこそ彼に言ってしまったのだ。


　支えであるこの手は、もう二度と放せそうにない。


「そうですね。わたくしも、あなたといられるなら、それで……」


　囁ささやくように言うと、胸を満たしていた寂しさが驚おどろくほどすっきりと消え失うせた。


　誰だれかの体温をこうして感じていられる幸福を、あの少女は求めたのだ。だとすれば自分たちは、この世界を創った者よりも幸せな存そん在ざいと言えるかもしれない。


　あの寂しさを消してやることができたら、ローラーティオーの霧も晴れるだろうか。


　ルビーウルフたちの安あん否ぴはまだわからない。ミレリーナにできることはもう何もない。


　ならばせめて祈いのろう。霧が晴れるように祈ろう。


「ロゥヴァース。あなたがこの世界を愛する気持ちはわかりました。もう決して疑うたがったり致いたしません。だから……だから、どうかお願いです。わたくしの大切な人たちに、あなたの加か護ごをお与あたえください」


　友のために、祈ろう。





　　　　†




　マハトの一いち座ざはディアノイアを北に進んでいった。


　北へ進むにつれ、立ち寄よる町での検けん問もんは厳きびしくなった。エンテンデールからリゼリルの民が入り込んでこないよう、警けい戒かいしているらしい。ザフラが言っていた通りだった。


　あの時、ルビーウルフとジェイドが来るのを待っていた馬車は二人が飛び乗ると一目散にエンテンデールから逃にげ去った。先に乗り込んでいたリオンたちが事情を説明し、一座に協力してもらったのだ。


　宮きゆう殿でんに彼らが駆かけつけたのも、ルビーウルフたちがいると踏ふんで調べようとしたかららしい。興こう行ぎよう師しのふりをして入り込もうとしたところ、フロストとケーナが馬車から飛び出して行ったので追いかけたら例の騒そう動どうが起こっていた。リオンが不満げに状じよう況きよう説明を求めたのも、もっともだ。


　マハトの一座は三台の幌ほろ馬ば車しやを住じゆう居きよや荷台として使いながら旅をしている。六人と二頭増ふえたことによって手て狭ぜまになったものの、乗せてもらう間は一座の一員として働くことを約束すると興行師たちは快こころよく迎むかえ入れてくれた。


　これで、警戒の厳しくなっている町にもすんなりと入れる。皆みながそれぞれの特とく技ぎを披ひ露ろうすれば、熟じゆく練れんの興行師だと信じ込ませることは簡かん単たんだった。


　ところが、その警戒態たい勢せいもある時を期に緩ゆるまった。立ち寄った町で聞いた話によると、エンテンデールの領りよう主しゆの妻つまが飼かっていた獅し子しに咬かみ殺されたというのだ。


　自分が飼っていた獣けものに殺されたなら、間ま違ちがいなく事じ故こ。リゼリル側もその遺い体たいを検分し、何も言わず引き上げていったそうだ。ザフラを使ってディアノイアを飲み込む策さくは、一いつ旦たん諦あきらめたということだろう。


　ザフラが死んだ。あのような性せい格かくの女でも、彼女が抱かかえていた寂さびしさの一いつ端たんに触ふれたルビーウルフはそれを聞いて重い溜ため息を零こぼした。


　しかし、警戒が緩くなったとはいえ、町の人々が余所よそ者ものへ向ける不信感はなかなか拭ぬぐえない。気持ちを沈しずませている暇ひまはなく、興行師として働かねばならなかった。


　たとえばエミリエンヌは歌と踊おどり。ラークはジェイドと共に剣けん舞ぶを舞まう。エミリエンヌを助けた際に持っていた剣も、この剣舞のためのものだった。


　リオンとティグルはそっくりな顔を利用し、奇き術じゆつの真似まね事ごとをした。ティグルが箱の中に隠かくれたと同時に、髪かみをほどいたリオンが別の場所から顔を出す。双ふた子ごだと知らない人が見れば、一いつ瞬しゆんで移い動どうしたように見えるのだ。


　ルビーウルフは脇わき腹ばらの傷が癒いえてから舞台に立った。三日ほど大人しくしていたら、瘡かさ蓋ぶたも堅かたくなってあとは剝はがれるのを待つだけになった。傷を負った直後に手早く処しよ置ちをした結果だろう。


　披ひ露ろうするのは山で生活していた頃ころ、仲間たちと競きそっていた投げナイフの的まと当あてや軽かる業わざなどだ。木登りをして細い枝の上にも平気で立っていたから、高く張った綱つなの上を歩くことも数日練習しただけで容よう易いにこなせるようになった。これにはマハトも大喜びで、今後も一いつ緒しよに働かないかと誘さそわれたほどだ。


　狼おおかみたちは舞台に立つことはない。ケーナでさえ、大勢の人の視線を浴びるのは苦手なのだ。


　とはいえ、仕事をしていないわけでもない。ルビーウルフと戯たわむれる姿を興行場の傍そばで見せること自体が、一座の良い看かん板ばんになっていた。鋭するどい牙きばを持つ獣が小こ柄がらな少女に寄より添そって付き従したがう様は、それが狼だと知っている人はもちろん知らない人をも驚かせた。


　マハトをはじめ、興行師たちも無理に芸をさせろとは言わなかった。狼が簡かん単たんに人の言うことを聞くものではないと、彼らはよく知っていたのだ。


　一座が連れている、ダイアナとバリー。この若狼たちは見み世せ物ものになることで食事代を稼かせいでいた。ルビーウルフからしてみれば、あまり気持ちのいい光景ではないものの、完全に人の手で育てられた狼が人の助けなしで生き残れる確かく率りつは低い。これから先も生きていこうと思えば、仕方がないことだった。


　しかし意外だったのは、ダイアナとバリーの檻おりの傍に気がつくとフロストとケーナがいるということだ。別の群むれ同士が顔を合わせて諍いさかいが起きないということは、互たがいの相あい性しようがいい証あかし。体は育っているものの、まだ若く子供っぽい仕草を見せるダイアナの甘あまえた声に、年長の狼であるフロストとケーナは抗あらがえないのだ。


　一座はこのままコロナードとサルヴロースを経けい由ゆして、グラディウスに向かう。ルビーウルフたちが王家の人間であることは伏ふせてあるが、それぞれの王おう城じようで興行できるよう口くち利ききしてやると約束したところ、僥ぎよう倖こうとばかりに引き受けてくれた。


　口利きのことを信じてくれたのは、エミリエンヌを見てのことだろう。彼女も懸けん命めいに働こうとしているのだが、洗せん濯たくの仕方もわからない様子にただの踊り子ではないと薄うす々うす感づいているようだ。リオンとティグルも貴族の子である以上、ちょっとした所作にそれが滲にじみ出る。


　なのにマハトたちが何も訊たずねてこないのは、この奇き妙みような一行を世話することで自分たちの利り益えきになると察しているのだろう。旅を続ける興行師一座の、逞たくましい考え方だ。


　これなら王族であることを話しても、特に問題はないかもしれない。どちらにしろ、コロナードに着けば知られてしまう。エミリエンヌを送り届とどけた時に、口利きの約束を果たすのだから。


「陛へい下かとラーク様は溶とけ込こみすぎですよ」


　食事の準じゆん備びをしながら、ティグルが呆あきれたように言った。彼もリオンも料理などできないが、野菜や肉を切ったりといった簡単な手伝いならできるようになってきたのでルビーウルフが食事当番をする時はどちらかを呼んで手伝わせるようにした。こういった雑ざつ用ようも仕事のうちなのだから。


　興行師たちはマハトを家長とする血けつ縁えん者だった。野や営えい地ちで一つの鍋なべを囲み、談だん笑しようしながら食べるといった風景はルビーウルフにとって懐なつかしくさえある。


　ラークは持ち前の明るさで、酔よったマハトたちと肩かたを組んで踊ったり笑ったり、長年彼らと旅をしているような溶け込み具合だった。ジェイドもルビーウルフやラークほどではないが、適てき応おう力りよくの高さで馴な染じんでいる。


　今までわがままを言うだけだったエミリエンヌが一座に認みとめてもらおうと頑がん張ばっている姿にティグルもリオンも驚いているようで、同時に対たい抗こう意い識しきを抱いだき始めたらしい。彼女より役立たずだと思われたくないのだ。だからルビーウルフやラークのように、一座に溶け込みたがっている。


「無理に馴染もうとしなくていいんだよ」


「でも……」


「お前もリオンも役に立ってるじゃないか。あたしの芸なんて、コツさえ摑つかめばすぐできるようになるよ。ナイフ投げ練習してみる？　だけど、お前たちの芸はあたしには……いいや、他の誰にも真ま似ねできない」


「それはそうですけど……」


「双子ってことを利用して楽してるって、引け目に感じてる？　別にいいじゃないか。座長がそれで喜んでんだし。訓練して覚えた技ぎ術じゆつも、生まれ持った特性も、見に来る客にはそんな裏うら側がわなんて関係ないよ。──それでも何か役に立ちたいって思うなら……」


「思うなら？」


「野菜はちゃんと最後まで切り離はなしてね」


　ルビーウルフの言葉に、ティグルは刻きざんでいた青菜の端はしを摘つまんで持ち上げた。切り方が甘く、葉脈や茎くきの筋すじが繫つながったままだ。


「はい、すいません……」


　ティグルは溜め息を零し、切れていなかった筋を切っていく。その隣となりでルビーウルフは苦笑しつつ、彼が刻んだ野菜を鍋で煮に込こんで調味料で味を調ととのえた。


　町から町へ移い動どうする興行師一座は野営が基き本ほんだ。夕食も星空の下で拵こしらえ、星空の下で食べる。


　ディアノイアの北部に近づき、常緑の木々も増ふえてきていた。森や林の中で夜を明かすこともある。植物の多い地ち域いきでは空気も潤うるおっていて、ずいぶん過すごしやすくなっていた。


　なのにティグルの顔はまだ浮うかないままだ。


「何か悩なやみ事？」


　その問いに、ティグルの手が止まった。しばし考え込むように黙だまってから、言う。


「陛下は……ロゥヴァースって何だと思いますか？」


「何って、この世界を創つくった存そん在ざいだろ？」


　そういう神話だ。とはいえ、完全な作り話ともいえない。神具をはじめ、その存在を示しめすものは多くこの世にあるのだから。


　砂さ漠ばくで逸はぐれた直後、ティグルたちは流りゆう砂さに巻まき込まれて古い地下水路に落ちた。実はジェイドも同じように落ちたらしく、歩き回って外へ繫がる遺い跡せきに辿たどり着いたところ、ザフラに捕つかまってしまったようだ。


　彼らが通った地下水路には壁へき画がが遺のこされていた。その中で、ティグルは気になるものを見たというのだ。


「ヘリオトロープと同じ痣あざを持つ人の絵があったんです。あの島から出られない守しゆ護ごの民たみが、どうして壁画に描えがかれていたんでしょうか」


　そう言われても、ルビーウルフにはわからない。大昔にも、偶ぐう然ぜんか事じ故こかであの島への門を通ってしまった人がいたとか、それくらいしか思いつかなかった。


「僕ぼくはグラディウスの騎き士しを目指しています。そんな僕がこんなことを言ったらいけないのはわかっているけど……でも、思うんです。ロゥヴァースって、意地悪な神だって」


　神具で神国の王族を縛しばり、守護の民を霧きりに閉とじ込める。ティグルにはそれが理り不ふ尽じんに感じられて仕方ないようだった。


　神具に縛られる身であるルビーウルフも同じ思いだ。拒こばまず受け入れることを決めたものの、この世を創ったとされる神は不ふ可か解かいなことばかりする。ローラーティオーの霧など、その筆頭といえるだろう。


　グラディウスは神国。神具を有し、神の子の血を引く王族が守る国。そんなグラディウスの騎士を目指しているにもかかわらず、ティグルが神への不満を抑おさえきれないのは──


「ヘリオトロープ、ね」


　ルビーウルフが含ふくみをもってその名を口にすると、ティグルはぎくりと身を強こわ張ばらせた。みるみる顔が赤くなっていく。その様子に、ルビーウルフは小さく笑った。


　あの霧が晴れなければ、あの少女は外へ出られない。会おうと思えば、ティグルが出向かなければいけないのだ。けれど、グラディウスの騎士となる身ではそれもできない。


　ティグルとヘリオトロープは互たがいを気に掛かけていた。今のルビーウルフには、それが恋れん情じようによるものだとわかる。


　想おもい人を囚とらえる霧が憎にくい。ティグルの胸むねを占しめているのは、きっとそんな感情だ。ヘリオトロープを霧から──ひいては神の手から解とき放ちたいと願っている。


　ロゥヴァースへの崇すう敬けいの念より、幼おさない初はつ恋こいが勝ったのだ。人の心は単たん純じゆんで、だからこそ尊とうとい。神の意思に逆さからってでも一人の少女を救いたいと、信心深い少年に思わせるのだから。


　ルビーウルフに笑われたことで、ティグルは頰ほおを赤くしたままむすっと拗すねた顔になった。


「僕、わりと真しん剣けんに話してたんですけど」


「わかってるよ。笑ってごめん。でも、誰かのためにそこまで真剣になれるっていいよね。自分のためじゃなく、人のためってことがさ」


「そんな大たい層そうなものじゃないです。だって、あの霧が消えさえすればって思うのは僕の願いですし……」


　ティグルが願っているのはヘリオトロープを解き放つこと。そうすることで、ティグルは彼女に会える。


「そうだね。突つき詰つめていけば、どんな願い事だって結局は自分のためかもしれない。だけど、それでいいじゃないか。誰かを幸せにしたければ、まず自分が幸せにならなきゃ。自分の幸福に、相手を巻き込んで染そめていくんだよ」


　山で生活していた頃ころ、ルビーウルフは間ま違ちがいなく幸福だった。それはモルダに、ヴィアンカに、多くの仲間たちに愛されていたから。常つねに明るく笑っていた彼らに愛されて、その幸福の色に染められていたから。
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「じゃあ、陛へい下かは誰だれよりも幸せにならないといけないですね」


　そう言ったティグルは、もう拗ねた顔ではなかった。微笑ほほえんでいた。


　グラディウスを丸ごと、自分の幸福の色に染める。それくらいの気き概がいで取り掛からなければルビーウルフの願いは叶かなわない。だから誰よりも大きな幸せを摑つかめと、ティグルはルビーウルフの言葉を使って切り返してきたのだ。


「僕もリオンも精せい一いつ杯ぱいお手伝いします。──ジェイド様には敵かないませんけどね」


　今度はルビーウルフが身を硬かたくする番だった。それを見てティグルが含ふくみのある笑みを浮うかべる。どうやら仕返しされてしまったらしい。


　エンテンデールを出てからも、ルビーウルフとジェイドは以前と変わらなく振ふる舞まっている──つもりだったのに。


「何があったのか知りませんけど、お二人の雰ふん囲い気きが変わったのはなんとなくわかります」


「そ、そう」


　当然、あのことを誰かに話したりなんてしていない。言えるはずがない。それなのに人の目から見て変化が明らかだったなんて、恥はずかしい。


「陛下」


「何？」


「胡こ椒しよう、入れすぎじゃないですか？」


「あ……」


　手に持っていた容よう器きを無む意い識しきに振りまくっていた。鍋なべを搔かき回し、入れすぎた胡椒を具と混まぜ合わせる。掬すくい出して捨すてるのはもったいないし、体に害があるわけじゃない。


　そこへ、明るい声が掛けられた。


「お腹なかすいたー。ご飯まだ？」


　ラークだ。エミリエンヌの手を引いて、こちらへ歩み寄ってくる。


　エミリエンヌはエンテンデールの出来事以来、ふとした瞬しゆん間かんに獅し子しに襲おそわれかけたことを思い出しては泣き出すことがある。心に深く刻きざまれた恐きよう怖ふが忘わすれられず、膿うんだ傷きずのように疼うずくのだ。ルビーウルフにはそれが痛いたいほどよくわかる。


　エミリエンヌが恐怖の記き憶おくに苛さいなまれて泣き出すと、ラークが付きっきりで慰なぐさめていた。心の傷に薬を塗ぬるように背せ中なかを擦さすり、頭を撫なでながら。


　今も彼女の目が少し潤うるんでいた。また泣いていたのだろう。それでも、もう落ち着いてはいるようだ。ラークに手を引かれるまま、歩いてくる。


　ラークは匙さじを手に取り、鍋の中身を掬った。それをエミリエンヌが咎とがめる。


「いけませんわ、ラーク。つまみ食いなんてお行ぎよう儀ぎが悪い」


「味見だよ。ほら、エミリー。あーん」


　息を吹ふきかけて冷ましてから、ラークはエミリエンヌに匙を差し出した。エミリエンヌはルビーウルフやティグルの視線を気にして一瞬拒んだものの、顔を赤くしておずおずと口を開けた。そこへ匙が差し入れられ──エミリエンヌの眉み間けんに、わずかに皺しわが寄った。


「なんだか、辛からいですわね……」


　そう言って、少し咳せき込こむ。不注意で胡椒を入れすぎてしまったせいだ。ルビーウルフは正直に白はく状じようして謝あやまろうとしたのだが、それより先にラークが言わなくていいことを言い出す。


「あぁ、やっぱり？　なんか胡椒の匂においがきついなぁ、って思ったんだ。よかった、先に食べなくて」


　安あん堵どのため息を零こぼし、警けい戒かいしつつ今度は自分の口に匙を運ぶ。


「うん。辛いってわかってたら刺し激げき的てきな味で美お味いしい」


　ラークは満足そうに匙を置いたが、エミリエンヌは怒いかりで肩かたを震ふるわせていた。


「ひどい！　わたくしで試ためしたのね！」


　エミリエンヌが扇おうぎを取り出し振り上げると、ラークは脱だつ兎とのごとく逃にげ出した。エミリエンヌは金切り声で怒りの言葉を叫さけびながらそれを追いかけていく。


「ずいぶん賑にぎやかだな」


　二人と入れ違いでやって来たのはジェイドとリオンだ。食事の後、洗あらい物に使う水を桶おけに張はって持ってきたらしい。今日の洗い物の当番はジェイドだから。


「どうせ、いつものじゃないんですか？　ラーク様がエミリエンヌ様をわざと怒おこらせて遊んでるんですよ」


　桶を地面に置きながら、リオンが見事に言い当てる。ルビーウルフは苦く笑しようした。


「リオン正せい解かい。でもまぁ、原げん因いんはあたしなんだけどね。ちょっと味付けに失敗して、辛くなっちゃってさ。それをラークがエミリーに毒見させたもんだから、あの騒さわぎ」


　ルビーウルフが指差した先で、エミリエンヌに捕つかまったラークが扇の一撃げきを食らっていた。連ねて停とめた馬車の傍そばで興行に使う道具を手入れしている興行師たちも、またやってらぁ、と笑ってその光景を見ている。


「それにしても、味付けに失敗するなんて珍めずらしいな。何かあったのか？」


　胡椒の匂いが湯気に乗って広がる中、ジェイドは不思議そうに首を傾かしげていた。


　幼おさない頃から炊すい事じをこなしていたルビーウルフは大おお雑ざつ把ぱに材料を放ほうり込む豪ごう快かいな調理をするものの、評ひよう判ばんの良い食事を作る。失敗は本当に珍しいことだった。


「いや、別にこれといって理由は……」


　あるけど、言えない。エンテンデールでのことを思い出して気が散っていたなんて、言えない。


　ルビーウルフは黙だまり込んで鍋を搔き回した。煮に込こまれてふやけた穀こく類るいは粘ねばり気を帯び、木匙に絡からみついてくる。


「そうだ、リオン。僕ちょっと面おも白しろい手品を思いついたんだけど聞いてくれる？」


「え？　な、何？　急に」


　青菜を切り終わったティグルが、リオンを引っ張ってそそくさとその場から立ち去ろうとした。妙みような気を利きかせたつもりかもしれないが、残念ながらもう食事の準じゆん備びは整ってしまった。ティグルが切った青菜を鍋に入れて、出来上がりだ。


「もう食べられるけど、いらないの？」


　そう呼び止めると、二人は立ち止まって振ふり返った。


「いります！」


「食べます！」


　大勢での食事は一瞬でも気を抜ぬいたら食いっぱぐれる。待っていれば皿に綺き麗れいに盛もり付けられた料理が出てくる王おう城じようとは違うのだ。


　リオンとティグルはそれを覚え始めたが、エミリエンヌはいつまで経たっても慣なれない。彼女の分はいつもラークがさりげなく確かく保ほしていた。


「じゃあ、みんなを呼んできて」


　ルビーウルフの言葉に、双ふた子ごは元気よく返事をして駆かけていった。その後ろ姿を見て、自然とルビーウルフの口元に笑えみが零こぼれる。


「逞たくましくなったね、あの二人」


「精せい神しん的にも肉体的にも鍛きたえられたからな。これからもっと成長するさ。将しよう来らいが楽しみだ」


　年下の兄弟を持つ姉の気分だった。ジェイドにとっても、あの二人は弟のようなものなのだろう。十五歳さいになれば正式に騎き士しとなる後こう輩はいたちが頼たのもしく成長していることに、喜びを感じているようだ。


　騎士となったティグルの姿を、いつかヘリオトロープに見せてやれる日が来るといい。


　ルビーウルフはひっそりと胸むねの奥おくで願った。
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　細く瘦やせた月が中天に掛かかっている。星は相変わらず賑にぎやかに夜空を飾かざっていた。


　朝早くから野や営えい地ちを離はなれて次の町へと向かう一いち座ざは、夕食の後はすぐ寝ね静しずまる。最後まで起きているのは、食事の後始末を任まかされた者だけだ。


「手伝おうか？」


　洗った鍋の水気を布ぬので拭ふいているジェイドに、ルビーウルフは声をかけた。ジェイドは振り返り、穏おだやかに笑う。


「ありがとう。でも、もう終わったから」


　残る仕事は食事に使った道具を馬車に積み込むだけ。それを終えてしまうと、あとはジェイドも眠ねむるだけだった。


　けれど、その前に──


「少し散歩しない？」


　夜風が気持ちいいからとか、星が綺麗だからとか、以前ならそんな理由をくっつけていたけれど、今はもう必要なかった。一いつ緒しよにいたいという思いを、他の理由で隠かくしたりしない。


　ジェイドは快こころよく頷うなずいてくれた。彼も理由を訊たずねたりしない。


　乾かわいた大地にはまばらに草が生えていたが、町と町を行き来する馬車が長年踏ふみしめてきた一本道に根を張る草はない。剝むき出しの土が、月と星に照らし出されて白々と輝かがやいていた。


　その道を、二人で並ならんで歩いていく。野営の影かげが見えなくなった辺りで、ふいにジェイドが口を開いた。


「フロストとケーナはもう寝たのか？　いつもなら、一緒についてきていたのに」


　ルビーウルフが散歩に出る時、狼おおかみたちは常つねに一緒だ。今だって、ルビーウルフとジェイドが野営地を離れたことくらい気配で察しているだろう。それでも追いかけて来ないのは、彼らがジェイドを信しん頼らいしてルビーウルフを任せているから。それに──


「あたしが、ジェイドと二人で話がしたいってことをちゃんとわかってくれてるんだよ」


　エンテンデールを出てから、二人だけで話をする機会はなかった。常に周りに誰かがいた。だからこうして夜に皆みなが寝静まるのを待たなければいけなかったのだ。


「でね、狼たちのことで少しお願いがあるんだ。いいかな？」


「あまり無茶なことでなければ」


　そう言いつつ、ジェイドはルビーウルフが何を言おうとしているのかもうわかっているようだった。


「グラディウスに着いたら、ダイアナとバリーを引き取りたいなって思ってるんだ。フロストとケーナにも懐なついてるみたいだし」


　生きていくためには仕方ないとはいえ、あのまま檻おりの中というはあまりに忍しのびない。まだ若わかい狼であることを考えれば、フロストとケーナの群むれに入ってグラディウス王城で暮くらしていくこともできるかもしれない。ただし、それはルビーウルフの一存だけでは決められない。


「そうだな……。フロストとケーナの指し示じだけでなく、きちんとルビーウルフの命令にも従したがうようならいいんじゃないか？　あとはマハトさんに交こう渉しようしてみないと」


　王城の人々に迷めい惑わくをかけるようでは、鎖くさりで繫つないでおくしかない。それでは今と何も変わらないのだ。けれど、フロストやケーナのようにルビーウルフの指示に従ってくれるなら、王城の庭を駆かけ回ることもできるだろう。


　見み世せ物ものとして使われている以上、一座が貧ひん窮きゆうした場合、真っ先に切り捨てられるのは彼らだ。興行師たちも生きていくために懸けん命めいなのだから。


　これからの世話代を考えると、マハトたちにとっても今のうちにダイアナとバリーを手放すほうがいい。


　いつかルビーウルフも言われた。フロストとケーナを大事に思うあまり、互たがいが不幸になる結果を生むのではないか、と。


　人間の暮らす領りよう域いきに身を置く以上、首輪などで人の管理下にあることを示さなければいけない。ルビーウルフのために、フロストとケーナはそれを受け入れてくれた。


　ダイアナとバリーも、マハトたちにとっては大事に育てた狼かもしれないが、管理しきれない動物を手放すことを渋しぶっていては最後には不幸な結果になってしまう。


「マハトならわかってくれると思う。ダイアナもバリーも、一座のみんなに友好的だから。それってすごいことなんだよ。狼は、少しでも自分に悪意を向けている人間には絶ぜつ対たいに気を許ゆるさない。みんながダイアナとバリーを大事に思ってるんだ」


「だからこそ、あのままにしておけない。そうだろう？」


　ルビーウルフが言いたいことを、ジェイドはすべて理り解かいしてくれた。ルビーウルフは肯がえんずる。


「こうやって馬車に乗せてもらって、助けてもらってるお礼になればいいなって思うんだ」


　興行しながらとはいえ、徒と歩ほより断だん然ぜん早く北上できる。それに何より路銀の心配がない。狼を連れていることで目立っても、興行師一座の一員だと言えばどの町にもすんなりと入ることができた。礼なんて、いくらしても足りないくらいだ。


　ずっと考えていたことにジェイドの承しよう諾だくをもらえて、ほっとした。ルビーウルフは足を止めて夜空を仰あおぎ、大きく伸のびをする。


　上を向いたことで細い鎖が首に食い込む感かん触しよくがした。もう一つ大事なことがあったのだと思い出す。


　空に伸ばした手を、そのまま自身の首元へ持っていった。留とめ具を外はずし、首くび飾かざりを服の下から引き出す。


「これ、落し物」


　あの時、闘とう技ぎ場じようで拾ったものだ。二人になった時に返そうと思い、今いま頃ごろになってしまった。


　ジェイドは一いつ瞬しゆん驚おどろき、そして嬉うれしそうに破は顔がんした。


「よかった。失なくしてしまったと思っていたから……ありがとう」


　父親の形見が戻もどって、心の底から安あん堵どしていた。ルビーウルフから受け取って、その感かん触しよくを確たしかめるように強く握にぎる。


　流れた沈ちん黙もくは長かった。月明かりの下で並ならび立ち、互たがいに相手が何かを言うのを待っている。


　先に折れたのはジェイドだった。


「見たのか」


「ごめん。でも、わざとじゃない」


　あの中にはルビーウルフの肖しよう像ぞう画がが納おさめられていた。それを隠していたのは、女王への敬けい愛あいではなく秘ひめた気持ちの証あかしだったから。


「いや、いい。今さら隠す意味はないからな」


　微び笑しように乗せ、ジェイドは言った。首飾りを自身の首に下げ、それからまた沈黙が落ちる。


　今度はルビーウルフがその沈黙を破やぶる番だった。


「あの時言った言葉は、全部本当だよ。あたしは──ジェイドのことが好き」


　顔を上げて、彼の顔をしっかり見る。月明かりに照らされて柔にゆう和わな光を帯びている翠みどりの双そう眸ぼうに、ルビーウルフの姿が映うつっていた。それはとても穏おだやかな顔をしていた。あんなに恥はずかしいと思った言葉を口にしているのに、自分でも驚くほど柔やわらかな笑えみを浮うかべていた。


「あたしはレターナで起こったことを忘わすれない。忘れられない。あたしたちの出会いの記き憶おくは、あの惨さん劇げきと常に重なってる。──ジェイド、お前の周りにはね、あの日に砕くだけ散ってしまった幸福の破は片へんが落ちているんだ。あたしには、そう思える。お前の傍そばにいようとしたら、鋭するどく尖とがったその破片を裸足はだしで踏ふみしめなくちゃいけない。歩み寄らないままでいたら痛いたみを感じなくて済すむかもしれないけど、それでもあたしはジェイドの傍にいたいんだ」


　心に刻きざまれた恐きよう怖ふや憎ぞう悪おは、その時と似にた景色や音、感触、匂においなどに触ふれた瞬間に鮮あざやかな記憶を呼び覚ます。獅し子しに襲おそわれかけた記憶を拭ぬぐい去れず、泣き出すエミリエンヌのように。


　火傷やけどをしたことがある人なら、火の傍に寄らない。溺おぼれたことがある人なら、水辺を避さける。そうして自分の心を守るものなのに、ルビーウルフは真ま逆ぎやくの道を選んだのだ。あの惨劇を否いや応おうなく思い出させるジェイドと生きていく道を。


「あたしは、それを少し勘かん違ちがいしてた。わざと痛みを感じるために、自分に罰ばつを与あたえるために、お前と一いつ緒しよにいたいんだって。でも違ったんだ。仲間を守れなかった罪つみを言い訳わけに、自分の気持ちをごまかしてた。最低だ……。本当は、自分の気持ちを自覚して向き合うのを怖こわがってただけなのに」


　気づいたことを全部、吐はき出す。ジェイドは時々頷うなずきながら、黙だまって聞いてくれている。


「あの日のことは思い出したくもない。でも、忘れることはできないし、モルダたちのことを忘れるのも嫌いやだ。結局、あたしはどこにいても……たとえジェイドから遠く離はなれてもあの記憶から逃のがれられないんだよ。それなら、いっそ自分の気持ちに正直になりたい。痛みを一番強く感じる場所だろうと、ジェイドの傍にいたい。だから、せめて……破片を踏んで血を流したら、その傷を……塞ふさいで、ほしいんだ……」


　忘れられないから苦しい。


　でも忘れたくない大切な人たち。


　彼らはきっとルビーウルフを見てくれている。だから、しゃんと背せ筋すじを伸のばして生きていきたい。罪滅ほろぼしのために仕方なく女王をやるなんて、そんなことはもう言わない。立りつ派ぱに生きて、生き抜ぬいて、老いて死ぬ時には胸むねを張はってモルダたちのもとに行きたい。あの太陽のような笑顔に迎むかえられ、大きな手で首がもげそうになるほど乱らん暴ぼうに頭を撫なでられ、よく頑がん張ばったな、と褒ほめてもらいたいから。


　喉のどの奥おくが発火するように熱い。声がうまく出せなくなって、ルビーウルフは口を噤つぐむ。


　視し界かいが滲にじんだ。ジェイドの顔が曇くもり硝子ガラスに遮さえぎられたように霞かすむ。その直後、雫しずくが頰ほおに流れた。


　涙なみだだった。


　あの始まりの日に流れなかった涙が、一年以上の時を経へてようやく零れ落ちた気がした。


　泣かなかったんじゃない。泣けなかった。一度泣いてしまったら、もう止まりそうもなくて。


　こうして何も見えなくなったら、生きる目的さえ見失ってしまいそうで。


　今まで無意識に止めて溜ため込こんでいた涙が、ようやく出口を見つけて溢あふれ出した。そんな気がした。


　その出口を作ってくれたのは、ジェイドだ。


　嗚お咽えつを漏もらす唇くちびるに何かが触れた。三度目の──そして彼から貰もらうのは初めての、口づけ。


　大きな手が葡ワ萄イ酒ン色の髪かみを撫でる。その手でルビーウルフの頭を支え、ジェイドは強く唇を押おしつけてきた。遠えん慮りよのない、貪むさぼるような口づけだった。驚いて強こわ張ばったルビーウルフの唇をこじ開けた彼の舌したが、ルビーウルフの舌も吐と息いきも唾だ液えきさえも絡からめ取っていく。触れ合った唇の隙すき間まに滲にじみ込んだ涙の、塩しお辛からい味がした。


　ジェイドらしくない、と思った。まるで今まで抑おさえ込んでいたものを一気に解き放ったかのようだった。焼け死ぬかと思うほど熱い想おもいが唇から流れ込んでくる。……いや、このままだと本当に……。


　耐たえ切れなくなって、ルビーウルフはもがいた。ジェイドの胸を拳こぶしで叩たたき、暴あばれる。


　異い変へんを感じ取ったジェイドがようやく放してくれた。戸と惑まどった表情で支えてくれる彼の腕うでにすがりつき、ルビーウルフは大きく息を吸っては吐いてを繰くり返す。生き返った気分だった。


「な、泣いて……鼻が詰つまってるのに、口塞がれたら、死ぬ……」


「あ……」


　ぜぇぜぇと肩かたで息をして、洟はなを啜すすりながら文もん句くを垂たれるルビーウルフにジェイドは間の抜けた声を上げた。泣いている相手に長い口づけをすることが、うっかり窒ちつ息そくさせてしまう危き険けんを含ふくんでいると二人は初めて知った。


「すまない。以後気をつける」


「うん、お願い」


　反省の言葉を述のべるジェイドに、ルビーウルフは疲つかれた顔で頷うなずいた。それからしばし黙もくし──二人同時に噴ふき出した。


「なんか、こういう時にする会話じゃないよね。今の」


「情じよう緒ちよがないな」


「だって死ぬかと思ったし」


「……悪かった」


　二人して、くすくすと笑う。ルビーウルフの涙ももう止まっていた。一度流れ出したらもう止まりそうにないと思っていた涙が、いともあっさり止められて、しまいには笑わされてしまった。たとえそれが狙ねらってやったことではなかったとしても、やはりジェイドはすごい。彼の前でなら、いつでも好きな時に泣けそうだ。


　目元に滲む雫が、先ほどの名残なごりか笑い泣きの涙かわからなくなってきた頃ころ、再びジェイドが手を伸ばしてルビーウルフを抱だき寄せた。


「悪いことついでに、一つ約束を破やぶってもいいか」


　重みのある真しん剣けんな声こわ音ねに、どきりとした。何を言おうとしているのか表情から読み取りたいのに、頭を抱かかえられて顔は彼の胸に押し付けられ、首を動かすことすらできない。


　頰に硬かたいものが当たった。鎖くさりが揺ゆれる涼すずやかな音。あの首くび飾かざりが、服越ごしに頰に触れていた。


「愛してる」


　耳元で囁ささやかれた言葉は、湖面に落ちた雫のようだった。跳はね上がった鼓こ動どうが波立つ波は紋もんを広げて全身に行き渡わたる。波紋が落ち着きを取り戻す頃には、言葉の雫は完全にルビーウルフの中に溶とけ込んでいた。心が歓かん喜きの色に染そまる。──しかし。


「どうしてそれが約束を破ることになるんだ？」


　何か、それに関かかわる約束をしていただろうか。思い出そうにも記き憶おくにない。


　するとジェイドは微び苦く笑しようを漏らした。


「グラディウスに戻ってから言うと、約束していたことがあっただろう？　あれだよ。だが、ルビーウルフ……いや、ルビー。お前が気持ちを伝えてくれたのに、俺おれだけ秘ひめておくなんてできそうにないんだ。だから、今ここで言わせてくれ」
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　初めて、ジェイドが『ルビー』と呼んだ。他にも変化があった。それは彼が、ルビーウルフに対する罪ざい悪あく感という壁かべを乗り越えた証あかしだったのだろうか。


　ジェイドは腕の力を緩ゆるめてルビーウルフを解放し、その場で片かた膝ひざをつく。そして──


「紅あかき狼おおかみを我わが妻つまに望む」


　力強く告げた。


　それは間ま違ちがいなく求きゆう婚こんの言葉。彼が秘めていた、決意。


　ルビーウルフは彼の前に右手を差し出した。答えなんて、もうとっくに決まっている。


「許ゆるす」


　微笑ほほえんで、受け入れた。ジェイドは差し出されたルビーウルフの手を取って、その甲こうに口づける。


　そんな彼に、ルビーウルフは少し意地悪な笑みを向けた。


「でもさ、約束を破ったことには変わりないよね。どんな詫わびを入れてもらおうかな」


「え？」


　顔を上げたジェイドの頰ほおが引きつっていた。それが可お笑かしくて、ルビーウルフはまた噴き出す。


「冗じよう談だんだよ。詫びなんていらない。──でも、そうだね。せっかくだから新しい約束が欲ほしいな」


「わかった。何を望む？」


「んー……。何がいいかな……」


　言ってはみたものの、すぐには思いつかなかった。すると、立ち上がったジェイドが提てい案あんをしてくれた。


「レターナに行こう」


　それは、ずっと彼が言ってくれていたこと。ルビーウルフが拒こばむはずのないもの。けれど、どういうわけかルビーウルフは頷うなずけなかった。


　それを見たジェイドが、小さく溜ため息を零こぼす。


「やはり、そうか」


「何が？」


「レターナに行こうと言うと、いつもはぐらかす」


　言われて、はじめて気づいた。そんなつもりはなかったのに。けれど思い返してみると、たしかに彼がこの話題を持ち出した直後にルビーウルフは話を逸そらしていた。


「まだ、見たくないんだな……」


　彼が何を言っているのか、何が言いたいのか、ルビーウルフにもわかった。


　行く機会なんて、作ろうと思えばいくらでも作れた。それをしなかったのは、誰だれもいないレターナを見たくなかったから。出で迎むかえてくれる人がいない現実を、見たくなかったからだ。


　乗り越えても乗り越えても、終わらない。癒いえない傷きずは、この身に無数に刻きざまれている。


「試ためすようなことをして悪かった。もう言わないよ。行きたくなったら、その時に自分から言ってくれ。そうすれば、どんな時だって必ず一いつ緒しよに行こう。──ゆっくりでいいから、共に乗り越えよう」


「うん……」


　これが、新しい約束。


　互たがいに手を取り合う。この手があれば、どんな約束も果たせる気がする。──いや、きっとできる。今までも、そうして乗り越えてきたのだから。


　月と星に照らし出された、白々と輝かがやく道。北へ──グラディウスへと続く道。


　光の届とどかない先は見えない。誰にも見えない。


　けれどルビーウルフは知っている気がした。闇やみの向こうにある未来を。そこで待っている、慈いつくしむべき誰かを。


　そう、闇の向こうに誰かが──


「……いる」


　ルビーウルフはつぶやいた。その気配がするほうへ鋭するどい視し線せんを向ける。


　仄ほの白じろい月光を受け、佇たたずむ人ひと影かげがそこにあった。




　第７章　暁あかつきの光







　死の匂においがした。


　ルビーウルフとジェイドが歩いていった先から、強きよう烈れつに流れてくる匂い。


　フロストとケーナは同時に立ち上がった。檻おりの中にいるダイアナも異変を察して落ち着きなく歩き回っている。


（嫌いやな匂い。すごく嫌なものが近くにいるわ。何？　何なの？）


　ダイアナが怯おびえた声を発した。バリーも平静を装っているが、外の様子を知ろうと鼻をひくつかせている。


（騒さわぐな。お前たちには何もできん。おかしなものがここまで近寄ってきたら、吠ほえて人間たちに教えてやれ）


　それだけ告げて、フロストは野や営えい地ちから駆かけ出した。ケーナも一歩遅おくれてついてくる。


（リオンとティグルは呼よばないの？）


（あいつらまで連れて行ったら誰が人間たちを守る？　人間たちに何かあったら、檻から出られないダイアナとバリーも巻まき添ぞえだ）


　ラークも剣けんを扱あつかえるが、この妙みような気配は剣などでは倒たおせない。逃にげ切るにはリオンとティグルの力が不ふ可か欠けつだ。


　剣の通用しない相手に、牙きばは届とどくのか。それはわからない。けれど行かねばならないのだ。ルビーウルフはフロストとケーナにとって、唯ゆい一いつ無む二にの頭かしらだから。


　走りながら、ふっとケーナが笑った。


（ダイアナとバリーのことも考えているのね）


　フロストは答えなかった。何もかも見み透すかすようなケーナの物言いは、少し苦手だ。


（わたしはあの子たち、好きよ。あの頃ころに戻もどれたみたい。賑にぎやかだった、あの頃に）


　ケーナはルビーウルフだけでなく、盗とう賊ぞくの仲間たちや年長の狼おおかみに甘あまえるのが好きだった。順位争いには向かない、穏おだやかな気質。


　寂さびしい思いをしていたのはルビーウルフだけではない。ケーナもまた、群むれの仲間を失った傷きずを持っている。


　彼女たちを守るため、フロストは運命に生かされた。


　ならば、課せられた宿命に従したがおう。


　この命尽つきるまで。





　　　　†




　死の匂い。


　すでに死したものの匂いだ。目の前にいるこの男は、もうとっくに死んでいる。


　黒い髪かみに紫し紺こんの瞳ひとみ。潰つぶれた片かた目めはザフラに精せい神しんを囚とらわれていたジェイドが負わせた傷だ。


「あの男、ローラーティオーの……」


　ルビーウルフを庇かばい立ち、ジェイドが警けい戒かいしつつ言った。


　そう。彼はあの砂すな嵐あらしの使い手。神を恨うらみ、神が愛する世界を壊こわすために神具を集めようとした者たちの仲間。


　仲間たちが神具を集めることに失敗したのを知った彼は、仲間の仇かたきであるルビーウルフたちを討うち果たそうとしていた。敵かたき討うちと同時に、神国の王族を殺すことで神に報むくいを受けさせようとした。


　砂嵐で襲おそってきた時、彼にはたしかに生者の匂いを感じた。闘とう技ぎ場じようでもだ。それなのに、これはどういうことだ。


「帰るな……」


　男が声を発した。死の匂いを放っている者が動いて喋しやべる不気味さに、ルビーウルフは背せ筋すじが冷えていくのを感じる。


「グラディウス……サルヴロース……コロナード……。その末の子こ供どもたちよ、どうか帰らないで……」


　懇こん願がんするような言葉。そして、その響ひびきはどこか幼おさなさを感じさせる。


「帰るな？　どういうことだ」


　異い変へんを感じ取ったジェイドが訝いぶかってつぶやいた。しかし相手は答えない。


「悪いけど、あたしたちは帰らなくちゃいけないんだ。お前たちが神を恨んであたしたちの邪じや魔まをしたいのは知ってるけど、その言葉には従えない」


　不気味な相手を警戒しつつ、ルビーウルフは告げた。彼が信念に従って動いているのと同様に、ルビーウルフやジェイドにも譲ゆずれない思いがあるのだ。グラディウスに戻り、あの国に恵めぐみをもたらすという思いが。


「神を、恨む……？」


　男はその言葉に強く反はん応のうした。口の中で何度も反はん芻すうし、がたがたと震ふるえだす。


「そうだ……皆みな、私を憎にくみ、拒こばむ……。この体も、私を受け入れてはくれなかった……。ザフラも、私と似にていると思ったのに、私を否ひ定ていした……」


　悲しげに響く声。『私』というのは誰だ。彼自身の言葉ではないことは、もうわかっている。今この場で、恨みの対象として挙げられていたのは──


　思い当たった答えは信じがたいものだった。そんなはずはない。『それ』がこの世に姿すがたを現あらわすなんて、あるはずがない。だって、その時にはこの世界は……。


「私の大切な世界に生きるもの……。誰一人傷きずつけたくはない……。けれど、私は、怖こわい……。また同じことが繰くり返され、私が想そう像ぞうしていなかった方法で私の力を解とき放とうとする者が現れることが、怖い。せっかくこうして、恋こい焦こがれたものに触ふれることができたのに、失ってしまうのが、怖い。それなら、いっそ、芽吹く前の種など潰してしまったほうがいい……」


　男が手を翳かざす。その瞬しゆん間かん、ルビーウルフとジェイドの体は大きく後方へ弾はじき飛ばされた。


　ジェイドがルビーウルフの腕うでを摑つかんで引き寄よせ、抱かかえ込こむ。その直後、地面に叩たたきつけられた。ジェイドが苦鳴を漏もらす。


　ルビーウルフを庇い、彼は自身の体を緩かん衝しよう材ざいにしたのだ。


「ジェイド！」


　呼びかけると、彼はよろめきながらも身を起こそうとした。ルビーウルフは安あん堵どして彼を支える。


「これは警告……。私はあなたたちを傷つけることなど、望んでいない。だから……帰るな。それですべて、済すむのだから」


　二人に、男が歩み寄る。


　ルビーウルフは短剣を抜ぬき、ジェイドは術を放つ構かまえに入った。それを見た男は悲しげに告げる。


「逆らうのなら、仕方ない……。私は、私の世界のために、この悲しみに耐たえよう」


　男が両手を翳した。ルビーウルフとジェイドは身構え──二人の脇わきをすり抜けていった影かげが、前に突つき出された男の両りよう腕うでに飛びついて食らいついた。フロストとケーナだ。異変を察して駆けつけてくれたらしい。捕とらえた獲え物ものの肉を引き裂さくため、二頭は力強く首を振ふった。


　とたん、男の腕はいともあっさり引きちぎれた。いくら狼の牙きばをもってしても、一ひと咬かみで腕をもぎ取るなど普ふ通つうなら考えられない。


　死の匂い。つまりは、死し臭しゆう。やはりそれは間ま違ちがいなかったのだ。彼の体はすでに死に、腐くさり始めていた。


　腕を失い、均きん衡こうを崩くずした男の体はぐらぐらと揺ゆれた。それでも、立っている。呻うめくでもなく、ただ立っている。


　引きちぎった腕を放ほうり投げ、フロストとケーナはルビーウルフたちのほうへ駆け寄ってきた。それを見み届とどけたジェイドが術を放つ。


「導みちびくのはジェイド・コルコット！　呼ばれしものは灼しやく炎えんの輪りん舞ぶ！」


　無数の火か炎えん球きゆうが円を描えがくように回転し、男に襲おそい掛かかった。被ひ弾だんした火炎球は男の姿を炎ほのおに飲み込み、爆ばく煙えんを上げた。──しかし。


（だめだ。あれは……引き裂こうが焼いて灰はいにしようが、意味がない）


　唸うなり声を上げてフロストが言った。


　爆煙が風に押おし流される。月明かりに照らし出された、その光景。


　焼けた男の遺い骸がいの傍かたわらに、少女が座すわり込んでいた。


　真しん珠じゆ色に輝かがやく髪かみと肌はだをした少女。身にまとうのは簡かん素そな薄うす絹ぎぬ。


　それらすべてが、透すけていた。少女の体を透かし、向こう側の景色が見えている。特に薄うすく透けているのは手足だ。眼めを凝こらしてみなければ、胴どうだけが宙ちゆうに浮ういているように見える。


　朧おぼろな姿。蜃しん気き楼ろうに似た、不安定な姿。


「ごめんなさい……」


　少女がつぶやく。焼け焦こげた遺骸を、その透けた手で慈いつくしむように撫なでながら。


「私の気持ちを、わかってくれる人が欲ほしかっただけ……。はじめは、それだけだったのに……ひどいことをして、苦しめてしまった……」


　悲しげな響ひびきを持つ言葉。声こそ幼おさない少女のものだが、その言葉に含ふくまれているのは、間違いなくローラーティオーの男が訴うつたえていた思いと同じ。


「何者だ」


　ジェイドが誰すい何かする。しかし、少女は答えない。今にも泣き出しそうな顔で、俯うつむいているだけ。


　朧な少女。ローラーティオーの男が言っていた言葉と、彼女の言葉から考え出されるのは──


「蛇へび……」


　あの男が何度か口にした言葉を、ルビーウルフはつぶやいた。


　砂嵐を起こした時、彼はその『蛇』に対して憎にく々にくしげな感情を向け、苦しんでいた。まるで自身の中にいる、その『蛇』と対話しているかのように。


　蛇。それは地を這はう者。そんな蛇に譬たとえられる存そん在ざい。


「手足を失った者……何を連想する？」


　ルビーウルフはジェイドに問うた。ジェイドがまったく違う、正しい答えを言ってくれるのを期待して。


　しかし、ジェイドは息を飲んだ。彼もまた、ルビーウルフと同じ答えに行きついたのだ。


「四し肢しを神具に変えた者……か？」


　ルビーウルフは頷うなずいた。そして、その名を口にする。違っているなら否ひ定ていしてほしいと、少女に対し祈いのりながら。


「ロゥヴァース」


　呼びかけに、少女が反はん応のうした。ゆっくりと顔を上げ、こちらに視線を向ける。体のすべてが真珠色に輝く中、双そう眸ぼうだけが黒かった。柔やわらかな光に闇やみを穿うがったかのような黒。


　その闇色の眼まな差ざしが、じっとルビーウルフを見つめていた。


「私の名を、呼んでくれるの……？　私を求めて、くれるの……？」


　恐おそる恐る、縋すがりつくような声。しかし、すぐに少女はかぶりを振った。


「違う……違う、違う違う！　だって、お前は逆らった！　帰ると言った！　私の望みを、聞き届とどけてはくれない……！」


　頭を抱かかえて震ふるえながら、少女はとうとう泣き出した。けれど、零こぼれ落ちた涙なみだが土に吸すい込まれることはなかった。華きや奢しやな顎あごから滴したたった雫は虚こ空くうに溶とけて消えていく。


「あれは虚きよ像ぞうなのか……？」


　ジェイドのつぶやき。彼もまだあの少女の正体を摑つかみかねている。それでも、彼女は肯こう定ていしたのだ。神の名で呼ばれ、『私』と答えた。


「ロゥヴァースがこの世界に姿すがたを現あらわすなんて、あるはずがない。それはこの世界が滅ほろび去る時。なのに、この世界はまだ存在する。俺おれたちも生きている。──君は誰だれだ」


　再ふたたびジェイドが誰何した。あの少女が神であるはずがない。そう信じ込みたい気持ちがルビーウルフにも伝わってくる。


　少女は涙声で答えた。


「私の体……私の力のすべてを閉とじ込めた〈全知の書〉を、無理やりこじ開けて力を引きずり出されたの。今まで私の力の仲ちゆう介かいをしていた子は、私の指し示じに従したがってくれたのに。私の力を畏い怖ふして、開こうとすらしなかったのに。何度も『やめて！』って叫さけんだけど、私の声は届かなかった……」


　神具がすべて揃そろった時、〈全知の書〉が開いて神が復ふつ活かつすると伝えられていた。結局それが成し遂とげられることはなかったが、たしかにルビーウルフたちは〈全知の書〉が開いている姿を見た。ジェイドの師しであるエリカが、その力を操あやつっているのを。


「私が自力で抑おさえ込める力には限りがある。今まではそれを少しずつ与あたえて、私を守ってくれているお礼をしていたの。でも、私が決めた以上の力を引きずり出されて、怖こわかった。私の力が全部、外へ出てしまうと思って、怖かった。だから懸けん命めいに力を抑おさえ込もうとして……代だい償しように、私の意い識しきだけが外へ放ほうり出されてしまった」


　神具が集つどった時にしか、〈全知の書〉は開かない。それは、不ふ可か能のうだと言い伝えるものではなかった。開いてはならないと、恐ろしいことだと伝えていたのだ。〈全知の書〉を守る立場にいる神の器うつわたちは、神の意思を受け取りながらそれを頑かたくなに守ってきたのだろう。


　少女の儚はかない姿。それは意識という実体のないものが目に見える形を取っているだけなのだ。自分の存在を認みとめてもらいたがった先ほどの言動から、そういった方法でルビーウルフたちと接せつ触しよくを図はかりたいという気持ちが感じ取られた。たとえそれが、本人の意図したものでなかったとしても。


　薄く透けているものの、失ったはずの手足を持っているのも彼女の意識が作り出した虚像だから。


　そう思って、ルビーウルフははっとした。いつの間にか、この少女がロゥヴァースであると信じたうえでものを考えていたのだ。


　それはつまり、この少女から噓うその匂においを感じないということ。そして何より、胸むな元もとが熱かった。あの種が吸い込まれた場所がじんわりと熱を帯びている。この少女に、種となった〈導みちびきの剣けん〉が反応していた。


　少女が微かすかに笑った。今まで泣いていたのに、その笑えみは幸福感を含ふくんだものだった。


「外へ放り出されてしまって、私は世界を漂ただよった。そうしたら、私を強く求める意思を感じたの。リゼリルという国の頂ちよう点てんに立つ者が、私を強く求めていた」


「リゼリルの王が……？」


　神などいないと高らかに主しゆ張ちようする国だ。ジェイドは訝いぶかしそうにつぶやく。ルビーウルフは頷うなずいた。


「本当だよ。王の孫まご娘むすめがそう言ってた。神の加か護ごを受けている神国を羨うらやんでいるって」


　ザフラがリゼリル王の孫だったことはすでにジェイドにも話してある。


　王の縁えん者じやしか知らないようなことを、この少女は知っていた。この少女が只ただ者ものでないことを察しつつ疑うたがう気持ちを捨すて切れなかったジェイドも、いよいよ神の意識が姿を持ったものだと信じざるを得なくなってきたようだ。彼の緊きん張ちようが高まったのを、ルビーウルフは感じた。


　少女は感かん極きわまった微笑ほほえみを浮うかべていたが──


「嬉うれしかった……。私をあんなにも強く求めてくれる者がいるなんて……」


　そう言った直後、表情は再び曇くもった。


「漂いながら見た、私の世界……。だけど意識だけの私は何にも触ふれることができない。でも、この世界にあるすべてのものに触れてみたかった。予想していなかったとはいえ、こうして動き回ることができたのが嬉しくて……。一時的に、体を借りようと思ったの。あの者なら、私を受け入れてくれると思った。でも、だめだった。意識だけとはいえ、もとの力の一部を持ったまま放り出されてしまったみたいで。内側からどんどん壊こわれていってしまった……。慌あわてて放したけれど、きっともうじき死んでしまう。あの者にも、かわいそうなことをしてしまった……。せっかく私を求めてくれたのに……。私は、いつもそう……」


　少女の透すけた手が傍かたわらの遺い骸がいを撫なでる。いや、撫でる動作をしているだけだ。実じつ際さいに触れてはいない。意識だけの存在である彼女は、物に触さわることができないようだ。


「一人目は、だめになってしまった。そして次に見つけたのがこの子。私の体を守る一族の者。リゼリルの王に進言して、望みを叶かなえようとしていたみたい。あなたたちの国を潰つぶすために、王を利用しようとしていた」


「そうか、それで……」


　あの虫むし籠かごを作ったのは、すぐ目の前で横たわっている砂すな嵐あらしの使い手だったのではないか。ルビーウルフはそう思った。精せい神しんを一時的に操あやつる技ぎ術じゆつなど、その特とく徴ちようからも充じゆう分ぶん考えられることだ。


　ザフラは失敗作だと言っていた。つまりあれは試作品だ。あれでディアノイアの王を上う手まく操れるようなら、神国の王族相手にも通用すると考えたのではないか。


「リゼリルの王が死ぬというのも、噓ではないかもな。エンテンデールで王の孫が酷ひどい死に方をしたのに、そのまま事じ故こ死しとして引き上げていったのは妙みようだ。プラージュを奪うばい取ったやり方から考えると、ディアノイアに責せき任にんを追つい及きゆうしてそのまま攻せめ入ることだって考えられるはずなのに……」


　少女の言葉を、ジェイドも信じるようになっていた。彼が抱いだいていた疑問を解とく鍵かぎが彼女の言葉に含まれていたからだ。


　リゼリルが支し配はいの手を伸のばしたプラージュ。その土地での出来事から考えると、ザフラの件けんであっさりと引き下がったのはたしかに変だ。王に死期が迫せまり、リゼリルが混こん乱らんの中にある証しよう拠こかもしれない。


　ルビーウルフとジェイドがそれぞれ思考を巡めぐらせている間にも、少女は言葉を続ける。


「この子は私が定めた規き則そくを破やぶった。霧きりの世界から出てしまっていた。だから、それを咎とがめようとしたのに。私が誰なのか知ったとたん、強い憎にくしみを向けてきた。──悲しかった。悔くやしかった。だから体をもらおうとしたの。でも、こうして一つになって、知った。私がしてしまったひどいことを……。ごめんなさい」


　少女の朧おぼろな手が、先ほどまで操っていた体を撫でる。撫で続ける。慈いつくしむように。


「気づいた時にはもう手て遅おくれ。この子の体も一人目と同じように壊れてしまった。心しん臓ぞうが止まって肉が朽くちてしまったら、そこまで。そうなった時はもう世界に触れることは諦あきらめて、見ているだけで我が慢まんしようと思った。そして見つけたのがザフラ。あの子は私と同じだった。同じ感情を持っていた。だからあの子に寄より添そっていようと思ったのに……あの子は私を否ひ定ていした。私を憎んだ」


　少女の黒々とした目から再び涙が零こぼれ落ちる。虚こ空くうに溶とけ消え、大地に滲しみ込こむことのない涙はまるでこの世界から拒きよ絶ぜつされているかのようだった。


　否定されること。拒こばまれること。この少女はそれを異常なまでに恐おそれている。彼女の言動の根こん源げんにあるものは、その恐れだ。


　ルビーウルフはジェイドと顔を見み交かわした。ジェイドは小さく頷く。彼も同じことを考えているようだ。


「どうしてそんなに怯おびえている？　話してごらん。──ロゥヴァース」


　小さな子供に話しかける時の声こわ音ねそのままに、ジェイドは優やさしく促うながした。その名を呼び、彼女の存在を認めて。


　少女──ロゥヴァースは顔を上げた。驚おどろいたような表情だった。誰かに親しみ深い声で話しかけられたのが初めてだというように、戸と惑まどっていた。


　ルビーウルフは一歩進み出て、彼女に近づく。傍そばに寄り添そっていたフロストとケーナが前に出てそれを阻はばもうとしたけれど、ルビーウルフは彼らの頭を撫でて退しりぞかせた。


「平気。話を聞くだけだから。聞いてやらないと何もわからないよ」


　聞きたいことは山ほどある。神具のことやローラーティオーの霧、そして『帰るな』という言葉の意味を。彼女が何を望んでいるのかを。


「聞かせて。何がそんなに悲しい？」


「私は……」


　ルビーウルフの問いに、ロゥヴァースは戸惑いながら小さく声を発した。


「私は、私が生まれた世界では嫌きらわれ者。破は壊かいの力を持って生まれた、異い端たんの子。創そう造ぞうし、形作る力を持つ一族の中に生じた欠けつ陥かん。そういう扱あつかいで、そう呼ばれていた……」


　何かを思い出しているのか、ロゥヴァースは痛いた々いたしい様子で顔をしかめる。


　破壊の力を持つ慈じ愛あいの神。それが神話の中の彼女の姿。神話と真の姿と、少しずつその輪りん郭かくが重なっていく。


「触れたものはすべて壊してしまう。それが私の力。皆みなは私を恐れた。忌いみ嫌きらった。そして最後には、私を久く遠おんの闇やみに閉とじ込めてしまった」


　そう言って、ロゥヴァースは片かた手てを掲かかげた。その手を中心に、夜空が広がっていく。星のない夜空だ。闇が地面さえも覆おおっていく。


　これはロゥヴァースが見せている幻まぼろしだろう。足の下には土の感かん触しよくがある。


　久遠の闇。そう呼よばれるに相応ふさわしい漆しつ黒こくの世界だった。しかし、ジェイドや狼おおかみたちの姿はしっかりと見えている。この闇が虚きよ像ぞうだからなのか、それともロゥヴァースの配はい慮りよなのかはわからなかった。


　闇の中にはぼんやりとした光源があった。全身が真しん珠じゆ色に輝かがやくロゥヴァースだ。彼女は悲しげな眼まな差ざしで、闇の一点を見つめている。


　彼女の視線の先に、もう一つの光があった。同じ真珠色の輝き。──ロゥヴァースがもう一人、そこにいた。


　闇の中、膝ひざを抱かかえて泣いている。時折、涙なみだで湿しめった声で何事かつぶやいていた。


　──嫌きらわないで──


　──ここから出して──


　頭の中に直ちよく接せつ響いてくる声。その感情まで、声と共に胸むねに忍しのび込んでくる。


　異端として排はい除じよされた悲しさ。誰とも会えず、話すことさえできない寂さびしさ。闇への恐きよう怖ふ。そして、光への憧あこがれ。
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　ロゥヴァースは長い間──それこそ、人間であるルビーウルフには想像もできないほどの時間をここで過すごしたのだ。いつか許ゆるしてもらえる日を、この闇から救い出してくれる誰かが現れる日を待ちながら。


　けれど、そんな日は訪おとずれなかった。やがて諦めることを覚えたロゥヴァースは、せめて話し相手が欲ほしいと、創造する力を使って従じゆう者しやを生み出した。彼女自身に似せつつも、肌はだや髪かみの色は真珠色の輝きを持たない人々。ルビーウルフたちのような人間だった。その数は、四人。


「これは神話の……」


　ジェイドの小さなつぶやきが聞こえた。たしかに、今見せられているロゥヴァースの記き憶おくはいつか彼から聞いた神話をなぞるものだった。


　ならば、この先に続く顚てん末まつを、ルビーウルフもジェイドも知っていることになる。


　四人の従者はロゥヴァースにひざまずいた。しかし、彼女はそんなことを望んで彼らを生み出したわけではない。ただ話し相手になってほしかっただけ。


　けれど四人は創造主に対し、何を聞かれても『はい』としか答えなかった。主の言葉に、首を横に振ふるなど従者である彼らにはできなかったのだ。


　人の声が聞こえることに最初は喜んで話しかけていたロゥヴァースも、やがて彼らとの会話が成り立たないことに気づいた。そして同時に、彼らが生まれながらにロゥヴァースの持つ破は壊かいの力を知っていて、それを恐おそれていることにも気がついた。


　強い落らく胆たん。けれど、もう慣なれた。諦あきらめることを覚えてしまった。ロゥヴァースは彼らと話すことを諦め、一人きりで寂しさを紛まぎらわす方法を模も索さくするようになった。


　そして考えたのが、新しい世界を創つくること。彼女の世界を模もした、玩具おもちやのような世界を創ることだった。


　それは彼女の手の中に納おさまるほど小さい、けれど眩まばゆい光。長い間、ずっと闇の中にいた少女が憧あこがれた光だった。


　外から光が射さし込まないなら、自分で創ってしまえばいい。小さいけれど明るい光に、ロゥヴァースは喜びを覚えた。


　しかし、その光はとても脆もろかった。創っても創っても、少し気を抜ぬいただけで弾はじけて消える。


　消えていった世界の中には、様々なものがあった。ルビーウルフたちがいる世界と似にているものもあれば、見たことのない巨きよ大だいな建けん造ぞう物ぶつが整然と立ち並ならぶ世界や、船が空を飛ぶ世界、海しかない世界もあった。


　それらの世界で起こった出来事を、ロゥヴァースは見つめ続けた。弾けて消えてしまうまで、ずっと。


　それを何度も繰くり返すうち、ようやく安定した光が出来上がった。闇を照らす光。ロゥヴァースはうっとりと見つめた。


　見ているだけで幸せ。最初はそれで充じゆう分ぶんだった。けれど、やがてそれだけでは満足がいかなくなってくる。


　触ふれたい。


　渇かつ望ぼうの気持ちが、ルビーウルフの中に流れ込んできた。


　現在のロゥヴァースが見守る前で、過か去このロゥヴァースが光に手を伸のばす。そっと、ほんの一いつ瞬しゆんなら大だい丈じよう夫ぶと信じて。


　真珠色の指先が光に触れる。その瞬間、光が揺ゆらいだ。点てん滅めつするように光は弱くなったり強くなったりを繰り返す。


　やってしまった。また壊こわしてしまう。


　焦あせりと後こう悔かい。ロゥヴァースは自分を責せめた。破壊の力を持っているとわかっていながら、触れたいという衝しよう動どうを堪こらえきれなかった自分を責めた。


　どうにかしてこの光を守りたい。壊したくない。


　そこでロゥヴァースは四人の従者に命じた。この世界を守ってほしい、と。


　彼らは当然のように頷うなずいた。創造主の命令に忠ちゆう実じつな彼らは頷く以外の選せん択たく肢しを知らないから。


　壊れそうな世界を守る四人。彼らには命という期限がある。彼らの子こ供ども、そのまた子供たちが受け継ついでいくものが血と名だけでは不安だった。ロゥヴァースの願いを、忘わすれてほしくなかった。


　彼らの血と名を継ぐ者を、役目に縛しばりつける道具。それが必要だった。


　だから手足を四つの道具に変えた。役目から逃のがれようとする者が現れれば、それはいけないことだと教えるために。話をすることはできないから、咎とがめる方法は体調に変化を生じさせるという手て荒あらなものになってしまうけれど、願いのためには仕方なかった。


　それぞれの道具を与あたえられた従者たちは光の中に吸すい込まれていった。手足を失ったロゥヴァースはそれを見み届とどけた後、力尽つきてしまう。


　その前に、自身の体を銀色に輝く本の姿すがたに変えた。今まで創っては壊れていった世界で起こった様々な出来事を記き憶おくした〈全知の書〉。それはその場に立っていることができず、ゆっくりと光の中に吸い込まれていった。


「これが、この世界の成り立ちなのか……」


　ジェイドが重苦しい声で言った。


　異い端たんの子として闇やみに閉とじ込こめられた少女が、寂さびしさを紛らわすために創った世界。その世界が壊れそうになった時、神具を与えられて地上に舞まい降おりた神国の初めの王たちはたしかに彼女が生み出した者であったが、神の子供ではなかった。従者であったうえに、子々孫々と役目を担になっていく姿を見み張はるための道具が神具の正体。


　神話と真実は、その流れは一いつ致ちするものの、根こん源げんであるロゥヴァースの意思はまったく違ちがうものだった。


　彼女はこの世界を愛している。しかし、それは慈じ愛あいではない。大事な人形で愛めでて可愛かわいがる、子供じみた偏へん愛あいだ。──しかし。


「それがどうした」


　ルビーウルフはジェイドを叱しつ咤たするように強い口調で言った。


　神国の民たみとして誇ほこりを持ちながら生きてきた彼には、受け入れがたい真実だったかもしれない。逆ぎやくにルビーウルフがけろりとしていられるのは、神に対する思い入れが希き薄はくだからだ。


　幼おさない頃ころから神話が身近であった者にとってはそれこそ天と地がひっくり返ったような衝しよう撃げきだっただろう。けれどルビーウルフは山で盗とう賊ぞくの笑い声を子こ守もり唄うたにして育った。神話なんてごく最近になるまで知らなかった。


　言ってみれば、ただの無知。知らないからこそ、恐おそれないし絶ぜつ望ぼうもしない。知らないからこそ、それがどうしたと言ってしまえる。


　けれど、それでいいと思うのだ。だって、どんな理由で創つくられた世界だろうと自分たちは今こうして生きている。世界の成り立ちなんて言っても、過か去この出来事だ。今さら嘆なげいたところで変えられない。


　ルビーウルフと同じように、フロストやケーナも神話になど興きよう味みはない。彼らだけでなく、どんな獣けものも神話など無む縁えんのまま一生を終える。


　しかし、だからと言って彼らは無知な愚おろか者だろうか。そうではないとルビーウルフは思う。知らなくていいことを知ってしまって現実から目を逸そらすより、今を生きることに懸けん命めいな者のほうがよほど尊とうとい。


　フロストとケーナは動じていない。危き険けんが身に迫せまればすぐにでも対応できるよう、気を張はり詰つめている。


　はっとしてジェイドは息を飲んだ。ルビーウルフが何を言わんとしているのか、悟さとったのだろう。


　ゆっくりじっくり落ち込む時間が欲ほしければ、今をどうするか考えろ、と。


　ロゥヴァースが見せている闇やみの世界はまだ消えていない。彼女は、過去の自分の姿が吸い込まれていった光を切なげに見つめている。


「……そうだな。あれは、あの少女の記憶だ。俺おれたちの想像なんて遠く及およばない、過去の……。どれほどの長い時間、こんな場所で一人きりだったんだろうな……」


　哀あわれむような、ジェイドの言葉。記憶と共に触れたロゥヴァースの感情が、痛いたいほど胸むねを締しめ付けるのだ。それはルビーウルフも同じこと。


　けれど、このまましんみりと同情してもいられない。


「寂しかったんだね。それはわかったよ。でも、ここから先は？　この先、お前は不ふ可か解かいなことをする。ローラーティオーの霧きりの理由は何だ？」


　光を見つめているロゥヴァースに、ルビーウルフは問う。自然とヘリオトロープのことを思い出していた。


　太陽を見たいという願い──光への憧あこがれ。


　霧から逃のがれたいと祈いのる気持ち──闇から抜ぬけ出したいという渇かつ望ぼう。


　似にている。その境きよう遇ぐうは、まるでロゥヴァースの受けた仕打ちを再さい現げんするかのように似ている。


　ルビーウルフの想像が間ま違ちがっていなければ、あの霧の意味は……。


「ずるいと思ってしまったの」


　光を見つめていたロゥヴァースがこちらを向いて言った。申し訳わけなさそうに俯うつむきながら。


「手足を失った私の体はとても無む防ぼう備びになってしまったから、この世界で生きる一族に守ってもらうことにした。だけど、彼らと共に過すごすうち、羨うらやましくなった。どこへでも自由に歩いていけて、光の下で生きられる彼らが。私は……私と同じ気持ちを共有して、理解してくれる人が欲しかった」


「だから、閉じ込めた？」


　ルビーウルフの言葉に、ロゥヴァースは小さく頷うなずいた。


「私の力を介かいする役目の子に、そう命じた。霧の作り方は私が教えた。そこから決して出てはいけないと、出たら許ゆるさないと教えた」


　それはつまり、嫉しつ妬とによる意地悪。


　慈愛の神がすることではない。けれど、人から愛されることを知らない幼おさな子ごがしたことだと思えば合点がいく。


　閉とざされた世界に出入り口があったのも、彼女が闇の中で待ち続けた外から差し込む光を表していたのではないだろうか。


　ロゥヴァースはこの世界を創った。それは人間たちから見ればたしかに創そう造ぞう神しんだが、彼女自身は神などではない。ただの幼い子供なのだ。


　しかし、だからといって許されることではない。あの霧に閉じ込められた人々の、太陽への憧れをルビーウルフは知っている。


　霧から出てしまったために罰ばつを受けて死んだ人と、残された人の悲しみも知っている。


　会いたくても会えない、小さな恋こいも。


「同じ気持ちを抱いだく人たちの中にいれば安らげると思った。だけど、死ぬとわかっていながら霧から出た子に会って、私は自分の苦しみをあの子たちにも押おし付けていたと知ったの。皆みなが私を憎にくんでいる。私は、自分が創った世界の中でも独ひとりだった……」


　ロゥヴァースの声は震ふるえている。


　誰だれかに歩み寄よりたくて、心の繫つながりが欲しくて、したこと。けれど彼女はやり方を間違ってしまった。他者と関かかわる方法を知らなくて。


「でも、もういい。私は私の世界を見ていられる。たとえ触ふれられなくても、見ていられる。だけどそのためには、二度と私の力を解き放とうとする者が現れないようにしなければ。だから──帰らないで」


　声の震ふるえが止まった。ロゥヴァースはゆっくりと顔を上げ、ルビーウルフを見み据すえる。


　ルビーウルフとジェイドは身構えた。狼おおかみたちは二人を庇かばうように前へ出て威い嚇かくの姿し勢せいを取る。


「どうしてあたしたちを帰したくない？　納なつ得とくのいく説明をしてもらわなきゃ、あたしたちはどこまでも抗あらがうよ」


　もちろん、説明をされたところで帰ることを諦あきらめたりしない。けれど知りたいのだ。彼女が何を思い、こうしてこの場に現れたのか。


「切り離はなした私の体を、一ひと所ところに集めてはいけない。すべて集めてしまうと、私の体も本来の力も元に戻もどってしまうから。そんなことになったら、この世界は壊こわれる。創つくっては消えていった、数多あまたの世界と同じように。だから私は、道具に変えた手足に仕し掛かけを施ほどこした。ある程てい度どの範はん囲い内にすべての道具が集つどったら、種として眠ねむらせてしまおうと。その直前まで持っていた者の体に宿し、責せき任にんを持ってそれぞれの国に帰れたら、再ふたたびその手に道具を返してあげようと」


　ロゥヴァースの話を聞きながら、ルビーウルフは胸むな元もとを押さえた。


「じゃあ、あたしがグラディウスに帰れば〈導みちびきの剣けん〉は元に戻るんだね？」


　神具が種となって消えた時、エリカが予想はしていた。けれど定かではなかった。ずっと不安だった神具を元に戻す方法を、ようやく知ることができたのだ。


　なのに気持ちが晴れないのは、ルビーウルフたちが国に帰ることを良しとしない者が目の前にいるから。


「この仕掛けは最悪の事じ態たいを避さけるためのもの。その仕掛けが作動したのは、最悪な事態が起きたということ。では、もし私が想そう像ぞうしていた以外の方法で私の体と力を元に戻そうとする者が現れたら？　私が考えていた最悪を為なしてしまう者がいたのなら、きっと起こり得るはず。私は、それが怖こわい。ならばいっそ、手足は種のまま眠らせておきたい。宿主が命尽つきて土に還かえれば、種もそのまま消えるから。宿主となった子こ供どもたちよ、どうか帰らないで。祖そ国こくの土を踏ふむことなく、このまま一生を終えて」


　自分の創った世界を守りたい。彼女の願いはただそれだけ。


　この世界に生きる多くの命にとっては、彼女の願いが貫つらぬかれることこそ幸福かもしれない。ロゥヴァースが持つ破壊の力を、永えい遠えんに封ふうじ込める方法が他にないのなら、わずかな犠ぎ牲せいを誰かが負うことも仕方がないのかもしれない。


　けれど、そんなのは──


「嫌いやだね」


　ルビーウルフはきっぱりと告げた。


「あたしは約束したんだ。グラディウスを豊ゆたかな国にするって。そのためには帰らないといけない。誰がなんと言ったって、あたしは帰る」


　誰のためでもない。自分のために。


　胸を張って生きていたいから。


「邪じや魔まなんてさせないよ。それが神様だろうとね」


　にたりと笑ったルビーウルフの肩かたに、ジェイドの手が添そえられる。ありがとう、と小さなつぶやきが聞こえた。


　礼を言われるようなことではない。当たり前のことを言っただけだ。


　しかし、ロゥヴァースはそれを許してくれなかった。悲しげな闇やみ色いろの眼まな差ざしがルビーウルフを射いる。


「私の願いを受け入れてくれれば、それで良かったのに。私がこの世界に遣つかわした者の血を引く子。できることなら傷きずつけたくはなかった。だけど、こうなったらもう仕方がない。これは、私の世界のため……」


　ロゥヴァースが手を翳かざす。それと同時にフロストとケーナが駆かけ出した。牙きばを剝むき出し、少女の姿すがたをした神に躍おどりかかる。──しかし。


「近寄るな！」


　今まで悲しげな目で滔とう々とうと語っていたロゥヴァースが、初めて激げき情じようを露あらわにした。怒ど号ごうそのものが力を持ち、大きな衝しよう撃げきの波となる。飛び掛かろうとしたフロストとケーナの体は木の葉のように吹ふき飛ばされて闇の中に伏ふし、ルビーウルフとジェイドも立っていられなくなった。空気がびりびりと震ふるえ、眩暈めまいがする。


「私に近寄らないで。触さわらないで。壊れてしまうから」


　怯おびえるようにロゥヴァースは言う。


　あれは虚きよ像ぞうだ。触れることなんてできないはず。


　それなのに、わざわざフロストとケーナを遠ざけたのは、意識だけの存そん在ざいであるロゥヴァースが元の力の一部を持っているから。たしか、彼女がそう言っていた。


　それに、彼女が一時的に体を借りた者たちは壊れてしまったという。近づいて、その破壊の力の影えい響きようを受ければ危き険けんだ。


　衝撃の波は治おさまらず、空気はいまだ震えている。それどころか、見えない大きな手に押さえ込まれているかのように上から圧あつ力りよくが掛かって立ち上がれない。フロストとケーナも飛ばされて怪け我がをした様子はないが、圧力に抗えず地に伏したままだ。


　真しん珠じゆ色の輝かがやきが、足音もなく歩み寄ってくる。ルビーウルフとジェイドの前で立ち止まり、ロゥヴァースは言い訳わけするようにつぶやきを繰くり返す。


「仕方がないの。そう、あなただけで済すむことだから、仕方がないの。種はすでに、一つ再さい生せいしてしまっている。残り三つのうち、一つだけでも潰つぶしてしまえば、私の体は永遠に元には戻らない。力も欠けつ如じよしてしまう。だけど、それでいい。それが世界のためだから」


　もう一歩、ロゥヴァースが歩み寄る。


　その時、ジェイドが座すわり込こんだまま彼女に手を翳かざした。


「導みちびくのはジェイド・コルコット！　呼ばれしものは奔ほん流りゆうの水みず蛇ち！」


　翳した手から青い光の波は紋もんが生じ、そこから水の大だい蛇じやが飛び出す。大蛇は大きく口を開けて真珠色の少女に食らいつき──その牙きばは獲え物ものを捕とらえることなくすり抜けてしまった。それどころか、大蛇はその場で苦しげにのたうち、霧む散さんしてしまう。


「やはり、だめか……」


　悔くやしげにジェイドが呻うめいた。


　相手は虚像だ。魔ま導どうの力でさえロゥヴァースに触れることはできない。抵てい抗こうの手しゆ段だんは、もう何も残されていなかった。


　しかし、ジェイドはまだ諦めない。ルビーウルフを抱だき寄せた。余よ計けいな者を巻まき込みたくないとしているロゥヴァースの思いを利用し、自分を盾たてにするつもりだ。


　ロゥヴァースの歩みが再び止まった。困こまったようにジェイドを見つめている。どうやら効果はあったらしい。けれど、いつまでもこのままでいられない。願いを叶かなえるために悲しみを堪こらえてルビーウルフを殺そうとしている相手だ。ジェイドが諦めないと知れば、ルビーウルフもろともに殺してしまうだろう。仕方がないとつぶやきながら。


　力では敵かなわない。それなら、いっそ──


「馬ば鹿かな奴やつだな」


　ジェイドに抱き締しめられたまま、ルビーウルフは言った。ロゥヴァースを見み据すえて。


「お前は壊すことしかできないんじゃない。壊すことしか知らないんだ。自分でそう思い込んで、壊す方法しか選んでこなかった」


　相手がこの世界の創そう造ぞう主しゆだろうと、知ったことではない。文もん句くがあるなら直ちよく接せつ言う。


　ロゥヴァースは闇色の目を見開いた。予想もしていなかったことを指し摘てきされたというように。


「……そんなことはない。私はたしかに破は壊かいの力を持っている。そうでなければ、闇に閉じ込められることもなかった。触れた光が揺ゆらぐこともなかった。だから私は……」


「それが思い込みだって言ってるんだ。破壊の力を持っているのは本当だとしても、それだけじゃないだろう？　お前はもっと立りつ派ぱな力を持っているじゃないか。この世界を創った力を」


　ロゥヴァースは黙だまり込んだ。目を見開いたまま、唇くちびるを震わせている。


　ルビーウルフは構わず続けた。


「どうしてその力を誇ほこらない？　欠点ばかり振ふりかざすなよ。誰かに哀あわれんでほしいのか？　たしかにお前はひどい目に遭あったよ。悲しくて寂さびしくてたまらなかっただろうさ。だけど、いつの間にかお前はすべてを破壊の力のせいにして、仕方ないって言い訳して、他の解決方法を考えることを放ほう棄きしているじゃないか。創る力も持っているのに、それを使いこなそうとしてない。使ったとしても、寂しさを紛まぎらわすためや妬ねたましい相手を霧きりに閉じ込めるためにしか使わなかった。どれもこれも自分本意だ。世界を見ていたいっていうのだって……」


「やめて！」


　ロゥヴァースは頭を抱かかえて座すわり込んだ。ルビーウルフたちに圧のし掛かかる圧力も増ます。ジェイドは歯を食いしばり、フロストとケーナの苦しげな呻うめきが聞こえた。


　ロゥヴァースは震えている。それと共鳴するように空気も震える。体に圧し掛かる圧力で骨ほねは軋きしみ、空気の震えで脳のうも臓ぞう腑ふも揺さぶられ、激はげしい吐はき気がした。


　しかし、それを堪こらえてルビーウルフは言葉を続ける。


「自分のためで、何が悪い？」


「え……？」


　呆ほうけたような声を上げ、ロゥヴァースは顔を上げた。怯おびえた目でルビーウルフを見つめている。


「お前は神様なんかじゃない。だったら自分のために何かをしたり願ったりすることは悪いことじゃない。幸せになりたいなら、この世界に触ふれたいなら、どうすればそれが叶かなうか考えればいい。試し行こう錯さく誤ごして失敗して傷ついて、そうやって手に入れるんだよ。願いってやつは」


「私の、願いを……手に入れる……？」


「お前はこの世界を見ているだけで我が慢まんするって言ったね？　だけど、はじめにこの世界を創った時もそうだった。見ているだけで良かったのに、触れたくなった。今度こそ見ているだけで我慢できるって言い切れるのか？　あたしはそんなの信用できない。お前は触れていたいんだ。誰かの体を借りてでも、触れようとしたんだから。だったら、大きな失敗をして本当に世界を壊してしまう前に、小さな失敗を繰り返して願いを叶えよう。お前は誰かを傷つけるのを怖こわがってるんじゃない。失敗して自分が傷つくのを恐おそれてるんだ」


「だって、どんなに小さくても、失敗なんて許ゆるされない。私には、許されない……」


「だったら試ためしてみるか？」


　ルビーウルフは手を差し出した。


「おいで。あたしに触さわってごらん」


　差し出された手に、その言葉に、ロゥヴァースはびくりと震えた。誰かに手を伸のばされるなんて初めてで、驚おどろいているようだ。


　驚いたのは彼女だけではない。狼おおかみたちが呻きながら吠ほえ続けている。危き険けんだ、と。


　そんな中、動じなかったのはジェイドだ。ルビーウルフが差し出した手に、自身の手を添そえる。


「大だい丈じよう夫ぶ。おいで」


　彼も呼ぶ。怯えた少女を。


　そう。大丈夫。ルビーウルフにはその自信があった。


　いつか見た夢ゆめ。その中で垣かい間ま見みた、幼おさない少女の姿が胸の中にぼんやりと浮うかんだ。


　ルビーウルフが時折感じた、会いたいという衝しよう動どう。未来で会えるはずの、慈いつくしむべき誰か。それはあの少女だ。


　彼女に会うまでは終われない。ルビーウルフも、ジェイドも。こんなところで倒たおれるわけにはいかないのだ。


　恐る恐る、ロゥヴァースは手を伸のばす。誘さそわれるままに。


　真珠色の透すけた手がルビーウルフとジェイドの手に触れ──すり抜ぬけた。


　虚像だ。触れられるはずがない。なのに、すり抜けていった手には痺しびれを感じた。


　表情には出していないが、ジェイドも同じく手に痺れを感じているはずだ。


「やっぱりだめ……。私は、今は意い識しきだけの存在だから、物に触れることなんてできない……。それなのに相手には痛いたみを与あたえてしまう。これ以上やったら、あなたたちも……」


「壊れないよ」


　彼女がそれを言う前に、ルビーウルフは否ひ定ていした。


「たしかに手は少し痛かったよ。でも、平気。一いつ瞬しゆんだったから、もう痛みは引いてる。──こうやって何度でも試してみればいい。どうすれば触れられるか、考えてみればいい」


「でも、触れるには誰だれかの体を借りなければ……」


「それは人間じゃないとだめなのか？」


「いいえ、そんなことはない」


　ルビーウルフの問いに、ロゥヴァースは首を横に振る。


「では、生き物でないとだめなのか？」


　今度はジェイドが訊たずねる。これにも彼女は否定の意を示しめした。


「命あるものでないといけないわけじゃない。だけど、そうでないとどこにも歩いていけない。自分から触れることができない。それでは意味がないから……」


「そんなことはないよ」


　ルビーウルフは笑った。


「他ほかにもあるだろう？　命あるものでなくていいなら、たとえば──空から降ふる雨とか」


「世界を自由に、どこへでも行けるなら風もいいな」


「雨……風……」


　ルビーウルフとジェイドの提てい案あんに、ロゥヴァースの表情から怯おびえや悲しみの色が失うせていった。その考えに思い至いたったのは初めてなのか、完全に呆けてしまっている。


　それと同時に、ルビーウルフたちに圧し掛かっていた圧力も消えた。空気の震ふるえも、そして虚像の闇やみも。


　辺りに景色が甦よみがえった。本物の夜の闇。けれど、そこには光が満ちていた。月と星と、そして夜明けが近いのか、東の空には仄ほのかな明日が見える。


　自由になったフロストとケーナが駆かけ寄ってきた。しかし、ルビーウルフはそれを制せいする。


「心配しないでいいよ。もう大丈夫。この子はもう、大丈夫だから。見ていてあげて」


（そいつのことなど知らん。俺おれが案じているのは……）


（わかってるわ。わたしはルビーに従したがう。わたしにもわかるから。もう大丈夫だって。だけど、せめて近くで見守らせて）


　フロストの言葉を遮さえぎり、ケーナが言った。フロストは不服そうにケーナを見やるが、ルビーウルフが笑えみを向けるともう何も言わなかった。


「ありがとう。フロスト、ケーナ」


　彼らも傍そばにいてくれている。それだけで、こんなにも心強い。


　ロゥヴァースはじっと自身の両手を見ていた。朧おぼろに透すける、真珠色の両手を掲かかげて。


「風……」


　透けた手を通し、ルビーウルフとロゥヴァースの目が合う。


　風が吹ふいていた。ルビーウルフの葡ワ萄イ酒ン色の髪かみを揺ゆらす風。


　髪だけじゃない。大地に根を張はる草を、木の葉を揺らすのも、乾かわいた砂すなを吹き上げるのも風だ。


　掲げられたロゥヴァースの手に、ルビーウルフは自身の手のひらを合わせる。そのとたん、真珠色の朧な手は消え──突とつ風ぷうがルビーウルフとジェイドに、そして狼たちに吹きつけた。目を開けていられないほどの強い風。


　それでも、うっすらと開けた目に飛び込んできたのは笑顔だった。


「わかる……温かい手が……あなたの手に、髪に、私……触ふれた……」


　歓かん喜きに震える声。零こぼれ落ちる涙なみだが伝う頰ほおはぎこちなく、それでも華はなやかな笑みを浮かべていた。


　その笑顔も、次し第だいに薄うすくなっていく。それに伴ともない、風もどんどん強くなった。彼女が乗り移うつった風は暴ぼう力りよく的で、辺りの草や木の葉を引きちぎっては舞まい上げる。


　しかし、はじめは四方八方に吹く無む茶ちや苦く茶ちやな嵐あらしだった風も、少しずつその流れが定まってきた。ロゥヴァースの意い識しきが風と一体になり、制せい御ぎよを覚え始めたようだ。


「これなら、どこへでも行ける……。どんなものにでも触さわれる。あぁ、でも触れたものを吹き飛ばしてしまう」


「大だい丈じよう夫ぶ。踏ふん張ばれるさ」


　心配を口にしたロゥヴァースに、ルビーウルフは笑ってみせた。


「どこへでも行けるなら、あたしたちの所にも好きな時に来れるね。いつでもおいで。歓かん迎げいするよ」


「……本当に？」


「もちろん。ね？」


　ルビーウルフが同意を求めると、ジェイドも快こころよく頷いた。


「あぁ。こんな個こ性せい的な風ならすぐに君だとわかるよ」


　誰かに好意を寄せられたことなどなかった少女は、強風に姿を変じながら泣いた。


「ありがとう。こんな嬉うれしいこと、初めて……」


　風が踊おどる。彼女の心を表すように。


「いつでも会えるよ、あたしたちは。だからもうお前は独ひとりじゃない。自由だ。──寂さびしさを共有するための霧きりも、もう必要ないね？」


　ルビーウルフが何のことを言っているのか悟さとったロゥヴァースは苦く笑しようした。悲しみがまとわりついて硬かたかった表情も、こういう笑い方をすると純じゆん朴ぼくな少女そのものだ。


「そうね、必要ない。私は独ひとりじゃないもの。吹き消しましょう、この風で」


「それは良かった。じゃあ、最後にもう一つ。──あたしたちが帰ることを、許ゆるして。神具は何があっても必ず守るから。あたしたちには守らないといけない約束が他にもたくさんあるんだよ。だから、お願い」


　その頼たのみに、ロゥヴァースは迷まよいの表情を見せた。しばし考え込み──意を決したように言う。


「……許す。だけど、忘わすれないで。守ると言ったその言葉を。約束は決して違たがえないで。──見に行くから。約束が守られているか、見に行くから」


「どうぞ。いつでも」


　ルビーウルフは自信満々に笑ってみせた。つられたようにロゥヴァースも笑う。


「それなら、種ももう必要ない。今ここで返そう。私を独ひとりきりの闇から解とき放ってくれたあなたたちに、感かん謝しやの印として。また、いずれ会いましょう」


　それだけを言い残し、真珠色の少女は完全に姿すがたを消した。突風が渦うずを巻いて夜空に舞い上がっていく。


　風が治まってからも、ルビーウルフたちは空を見上げていた。自分の世界に触れて回るため、軽かろやかに飛んでいった少女を見送るように。


　すると、ルビーウルフの胸むな元もとから見覚えのある光が抜ぬけ出してきた。神具の種だ。その微かすかな光は眩まばゆい閃せん光こうを放って弾はじける。


　あまりの眩まぶしさに皆みなが目を瞑つぶった。その直後、がしゃんっ、と何かが落ちる音がした。


　目を開けてみると、そこには金の装そう飾しよくが見事な長剣が転がっていた。見み紛まがうはずのない、グラディウスの神具〈導みちびきの剣けん〉。


　ルビーウルフはそれを拾い上げ、胸に抱いだいた。


「ありがとう。必ず守るから」


　優やさしく語りかけながら、幼おさな子ごを撫なでるように剣の柄つかに指を滑すべらせる。その手に、ジェイドの手が重なった。


「彼女の願い、きっと伝えていこう。遠い未来にこの剣を担になっている、グラディウスの血と名を継つぐ者も約束を忘れないように」


　彼の言葉に、ルビーウルフは頷うなずいた。


「その約束も大事だけど、あたしたちには他にもやることが山ほどあるよ。だから、早く帰らないと。ねぇ？」


　ルビーウルフの問いに、フロストとケーナが答えて吠ほえた。ケーナは皆が無事だったことを喜び、堪こらえきれずにルビーウルフに飛びついてくる。


　柔やわらかな砂すな色いろの毛け並なみを撫なでながら、ルビーウルフはもう一度夜空を見上げた。


　東の空には明日の白い輝かがやきが見える。


「終わりのない闇なんて、ないんだよね……」


　久く遠おんの闇から抜け出した少女。彼女のように、いつか自分も乗り越こえていきたい。


　ジェイドとの新しい約束を果たすために。





　　　　†




　狼おおかみの声で皆が目を覚ましたのは、東の空が仄ほの白じろく輝きだした頃だった。


　騒さわいでいたのはダイアナ。バリーもつられて吠えていた。しかし、最近はよく彼らの傍そばにいるフロストとケーナがいない。彼らだけでなく、こういった騒ぎが起こると真っ先に気づくルビーウルフとジェイドの姿もなかった。


「ダイアナ、バリー、どうしたんだ。静かにしなさい」


　マハトが困こまり果てた顔で、檻おりの中の狼たちをなだめようとするものの、彼らは何かに怯おびえているようで甲かん高だかい声で喚わめき続けた。


　眠ねむい目を擦こすりながら興こう行ぎよう師したちが起きだしてくる中、リオンとティグルは気づいていた。少し離はなれた場所で起きている異い常じように。


「あそこ、変な風が吹いてる……」


　リオンが指差した先に、奇き妙みような風の流れがあった。吹き上げられた草や砂で煙けむり、薄うす闇やみの中でもそれがはっきりとわかる。


「陛へい下かとジェイド様がいない……。きっとあの風の所にいるんだ。フロスト様とケーナ様も一いつ緒しよに。……僕ぼくら、役に立たないから置いていかれたのかな……」


　リオンが悔くやしそうに風の流れを見つめている。しかし、ティグルはそうは思わなかった。


「違ちがうよ。僕らは任まかされたんだ。ここにいる人たちを、いざとなったら僕らだけで守れって」


　ダイアナとバリーの咆ほう哮こうに気を引かれ、興行師たちはまだ奇妙な風に気づいていない。しかし、誰かが気づけばすぐに騒ぎが大きくなるはずだ。あの風がここまで来たらどうするか、彼らをうまく誘ゆう導どうして避ひ難なんさせるにはどうしたらいいかと先ほどからティグルは思考を巡めぐらせていた。


　そこへ、ラークがエミリエンヌを連れてやってきた。


「ルビーちゃんたちがいない。お前ら、何か知ってるか？」


　ラークも異変に気づいたようだ。周囲に聞こえないよう、小声で二人に訊たずねてくる。しかし、リオンもティグルも首を横に振ふるしかない。


「ねぇ、何か聞こえませんこと？　風の唸うなりが……」


　エミリエンヌが不安げに見上げたその先に、あの風の渦うずがあった。風はどんどん強くなっているのか、その轟ごう音おんはエミリエンヌにも聞き取れるほど激はげしくなっている。


　当然、興行師たちも気づき始めた。渦巻く風を皆が見上げている。風の流れはこちらに近づいていた。


　速い。ティグルは背せ筋すじに冷たいものを感じた。それと同時に叫さけぶ。


「伏ふせてください！　早く！」


　強い口調に、一人が驚おどろいてその場に座すわり込んだ。誰かが座れば、周りの者もつられて伏せていく。ラークもエミリエンヌを庇かばうようにして伏せ、リオンとティグルもその場に座り──一人、行動が遅おくれているのをティグルは見つけた。マハトだ。ダイアナとバリーを落ち着かせようと、彼らにあれこれ話しかけていたマハトはティグルが何を言ったのか聞き取れなかったようで、どうして皆が急に座り込んだのか理解できていない。きょとんとしたまま立ち尽つくしている。


　ティグルはとっさに駆かけ出した。風の渦はすぐそこまで迫せまっている。マハトの腕うでを摑つかんだティグルはそのまま彼を引き倒たおし、その上に覆おおいかぶさった。


　その直後、竜たつ巻まきのような風が野や営えい地ちの上を通り過すぎていった。ティグルはマハトを支えたまま、傍にあったダイアナとバリーの檻にしがみついて耐たえる。


　風に煽あおられ、馬車が軋きしんだ音を立てる。一台の馬車は荷台の幌ほろが引きちぎられて、幌は上空に舞い上げられた。荷台に積んでいた軽いものの多くが、風に攫さらわれていく。


　一瞬だった。きつく閉とじていた目を開ける頃ころには荒あら々あらしい風はすでに遠ざかり、あとには馬車に積んでいた荷物があちこちに散さん乱らんした惨さん状じようが広がるばかりだった。


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


「あ、あぁ……」


　ティグルが訊ねると、マハトは呆ぼう然ぜんとしつつも頷いた。転んだ拍ひよう子しに擦すり傷きず程てい度どは負ったかもしれないが、大きな怪け我がをした様子はない。


　それを確かく認にんし、ティグルは他の人々の様子を見て回った。皆、風が届とどく前に座り込んだので、風に煽られて倒れたり飛ばされたりはしなかったようだ。


「ティグル、大丈夫か？」


　リオンが駆け寄ってくる。彼と一緒にいたラークたちも無事なようだ。ひとまず全員の安全を確保できたことに、二人はほっとした。


「……なぁ、ティグル。ちょっと変なこと言っていいかな」


　風が駆け去っていった方角を見つめてリオンが言った。そのリオンが、どうにも今の状じよう況きように相応ふさわしくない笑えみを浮うかべているのを見てティグルは眉まゆ根ねを寄せる。


「何？」


「あの風が通り抜けていった時、声が聞こえたんだ。女の子の笑い声が。それがすごく幸せそうでさ。こっちまで嬉うれしくなるような声だったんだよ」


　ティグルにはそんな声は聞こえなかったが、リオンの噓うそや空耳だとはどういうわけか思えなかった。だから、一緒になって微笑ほほえむ。


「そうか。たしかにちょっと荒っぽい風だったけど、相手が女の子なら許してあげないとね」


　そう言って、二人でくすくす笑い合う。


　その時だった。甲かん高だかい女の悲鳴──エミリエンヌの叫び声が聞こえた。


　ティグルとリオンは慌あわててそちらに駆けていく。すると、そこには二つの小さな光が浮いていた。


　ラークとエミリエンヌの傍そばを漂ただよっていたその光は、突とつ然ぜん弾はじけて眩まばゆい閃せん光こうを放った。皆は慌あわてて目を覆おおう。


　再ふたたび目を開けた時、そこには鮮あざやかな紫むらさきのマントと枯かれ草の花はな冠かんむりが現あらわれ出いでていた。ラークとエミリエンヌはそれぞれを受け止め、呆ぼう然ぜんとしている。


「神具が、戻もどった……？」


「さっきの光はあの時の種でしたわ。再生したということ？　どうして？」


　エミリエンヌの問いに答える者はいない。


　けれど、今度はティグルにも聞こえた気がした。そよいだ風の中に、女の子の笑い声を。


　きっと、それが答えなのだろう。


　弾けた光から現れた品々に、興行師たちは好こう奇きの目を向けてきた。それはなんだと訊ねられ、ラークとエミリエンヌはどう答えたらいいか困っている。とはいえ、放ほうっておいてもラークが何かうまい言い訳を思いつくはずだ。リオンとティグルにはそれよりも大事なことがある。


「陛へい下かたちを迎むかえに行かないと」


　リオンの言葉に、ティグルは頷く。──しかし。


「いや、その必要はないみたいだよ」


　月と、星と、夜明けの光を浴びて歩いてくる人ひと影かげを見つけ、ティグルは微笑ほほえんだ。


　白と砂すな色いろの狼おおかみたちが一足先に駆けてくる。その後ろについてくる二人は、微笑ましくも手を繫つないでいた。


　その二人に向かい、ティグルとリオンは大きく手を振る。あちらも気づいてくれたようで、それぞれ繫いでいないほうの手を振り返してくれた。葡ワ萄イ酒ン色の髪かみの少女は、その手に持った長剣を掲かかげ持って。


　暁あかつきの光を浴び、長剣に施ほどこされた金の装そう飾しよくが厳おごそかに輝いていた。




　第８章　終わりなき明日へ







　風が吹ふいた。


　木々の葉を引きちぎり、家屋として使用している天てん幕まくをいくつか壊こわして通り過すぎていった風。


　その風は霧きりを──ローラーティオーを外界から閉とざしてきた呪のろいの霧を攫さらっていった。


　久ひさ々びさに見た青く澄すんだ空には白い綿わた雲ぐもが浮うかび、降ふり注ぐ日の光は眩まぶしかった。眩しすぎて、目を開けていられないほど。


　恋こい焦こがれた太陽に、ヘリオトロープは涙なみだを流しながら手を伸のばしていた。陽光を摑つかみ取ろうとするように。


　しかし、喜んでいたのもしばらくの間だけ。すぐに不安が島を襲おそった。


　霧が消えた。しかし、この島の人間は霧がなければ生きていけない。誰だれもが死を予感し、恐おそれた。


　けれど、エリカは聞いた。あの荒あら々あらしい風の声を。


「大だい丈じよう夫ぶよ。あの風がそう言っていたわ。今までごめんなさい、って」


　我わが身で守る〈全知の書〉に力が戻もどったのもわかった。神具がすべて再さい生せいを果たしたのだろう。


　エリカの罪つみを許ゆるしてくれた人たち。彼らが無事に帰ることができた証しよう拠こと受け取っていいのだろうか。


　白い髪かみを揺ゆらす風。こんなに心地ここち良よい風は初めてだ。霧を吹き消した嵐あらしが言い残していった言葉を、空耳だなんて思わせないほど幸福感を与あたえる風だった。


　エリカが言った通り、それから島の誰にも病の兆ちよう候こうは表れなかった。ローラーティオーが、神の霧から解とき放たれたのだ。


　変化は他ほかにもあった。霧が消え去って数か月経たったある日、島に客人が訪おとずれたのだ。それも、船に乗って海から。


　ローラーティオーには定められた門を通らなければ出入りすることができない。霧は島を隠かくすだけでなく、外の世界から完全に閉とざしてしまっていたのだから。


　それなのに、船で人が辿たどり着いた。もうこの島を閉ざすものは何もないという証あかしだ。


　訪れたのはエピドシスの船だった。漁りよう師しが今まで見たことのない島しま影かげを見つけたと噂うわさしているのを聞きつけ、王家が先せん遣けん隊たいを遣つかわしたらしい。


　ローラーティオーの人々は余所よそ者ものに慣なれていない。そこで応おう対たいに出たのはエリカだ。


　相手がエピドシスの人間で良かった。その国は、かつてエリカが疫えき病びようから救った国。エリカ・ブルーノの名に、先遣隊の誰もが女め神がみと仰あおいで平ひれ伏ふした。


　エリカを間に挟はさんだ交こう渉しようにより、島は不ふ可か侵しんを約束された。エリカの母が生まれたこの地はエピドシスにとっての聖せい地ちだと言えば納なつ得とくさせるのは簡かん単たんだった。


　島でしばらく過すごした彼らと、ヘリオトロープたちも少しずつ触ふれ合うようになった。はじめはそれこそ互たがいを警けい戒かいし合っていたが、今では島独どく特とくの料理を勧すすめて先遣隊の顔をしかめさせている。慣れてしまえばなかなかいける味なのだが、肝かん心じんの慣れるまでが苦しいのだと知っているエリカは苦く笑しようした。顔をしかめつつ、食事を断ことわらない先遣隊の人の良さに呆あきれながら。


　今日もヘリオトロープは数人の従じゆう者しやを連れて先遣隊の野や営えい地ちに行く。先遣隊は接せつ岸がんした船でそのまま生活をしているのだ。


　もともと外の世界に興きよう味みを持っていたヘリオトロープは、すっかり彼らと話をするのがお気に入りらしい。


「毎日よく飽あきないわね」


　手て土産みやげの食料を抱かかえ、集落から出て行こうとするヘリオトロープをエリカは呼び止めた。


「エリカは行かぬのか？」


「何か交渉することがあるなら行くわよ。でも、ないなら行かないわ。面めん倒どうだもの。お昼ひる寝ねでもしてるわ」


「最近は寝てばかりだな」


「大人になるとちょっとしたことでも疲つかれるのよ」


「エリカは大人というよりおば……なんでもない。ゆっくり休んでおくれ」


「あら、そう。じゃあお言葉に甘あまえるわね」


　にっこり笑ってみせると、ヘリオトロープは引きつった笑え顔がおを返してきた。言動はこまっしゃくれているが、なかなか素す直なおで良い子だ。


「で、では、行ってくる」


「ちょっと待ちなさい」


　ぎくしゃくした動きで立ち去ろうとしたヘリオトロープを、エリカは呼び止めた。


「これを持っていきなさい」


　そう言って、エリカは右手をヘリオトロープの胸むな元もとに当てた。その手から発せられた白銀の光は、ヘリオトロープの胸の中へ染しみ込こんでいく。


〈全知の書〉を、次の世代へ受け渡わたしたのだ。


「これは……」


　光が消えた胸元を手で擦こすり、ヘリオトロープはエリカの顔を見上げた。


　ヘリオトロープの頰ほおに、先ほどまでくっきりと描えがかれていた筋すじ模も様ようの痣あざが消えていた。代わりに、エリカの頰にその痣が浮かび上がっているはず。遠い昔、憎にくんでいたあの痣が。


「あなたもしっかりしてきたことだし、そろそろ譲ゆずるわ」


「しかし、これがなければエリカは……」


　そこまで言って、ヘリオトロープは口を噤つぐんだ。ここから先は禁きん句くだと知ったから。


　エリカは今、若わかい頃ころの姿に見せかけている。しかし、〈全知の書〉を失えばそれももうできなくなってしまう。時間が経てば、歳とし相そう応おうの姿に戻ってしまうのだ。しかし──


「いいのよ」


　それだけ言って、エリカは笑った。ヘリオトロープは首を傾かしげつつ、それでも新たに役目を担になった者として前任者へ深く礼をした。


「では、我われは行ってくるよ」


「ええ、行ってらっしゃい」


　青空の下、元気よく駆かけていく黒くろ髪かみの少女を見送ってエリカは自室として与あたえられた天てん幕まくに入っていった。


　天幕の中にある作業台には、昨日完成したばかりの髪かみ飾かざりが置かれていた。島で見つけた綺き麗れいな黒い石を磨みがいて作ったものだ。


　あとは何かで箱を拵こしらえて、その中に髪飾りを納おさめるだけ。


　けれど今は一休みしたかった。作業はあとにしようと思い、寝しん台だいに横たわる。


　最近、すぐ眠ねむくなる。昼も夜も関係なく、気がつくと眠ってしまっていることが多かった。


　魔ま女じよだの女神だのと言われても、所しよ詮せんは人間。若く見せかける術じゆつを使っていても、生きていれば老いるのだ。


「今まで、こんなことは考えるのも嫌いやだったのに……」


　独ひとり言ごとをつぶやき、苦く笑しようした。


　そのまま目を閉とじ、まどろむ。


　風の音が聞こえる。心地ここちいい。しかし、眠りに浸ひたっていたのも束つかの間、ふと意い識しきが現げん実じつに戻もどった。何かの気配を感じたから。


　眠ってからそれほど時間は経っていないのだろうか。天幕の出入り口を遮さえぎる垂たれ幕を透すかして明るい光が室内に差し込んでいる。室内全体が、白くぼんやりと輝かがやいていた。


　その輝きの中に、誰だれかがいた。


　差し込む光で姿がぼやけ、よく見えない。寝起きの目をすがめ、エリカをその人が誰なのか見み極きわめようとし──気づいたとたん、笑みが零こぼれた。


「……遅おそいわ」


　ずっと待っていた。彼を。この日を。


「私、寂さびしかったのよ。あなただけが生きる支えだったのに。……でも、そんな私だからあなたは何も言わず去ってしまったのね。あなたを目の前で失っていたら、私はきっと耐たえきれずに後を追っていたから。私を生かすためだったのね？」


　光の中、彼は頷うなずく。申し訳わけなさそうに。


「いいのよ。もう過すぎたこと。おかげで私はここまで生きてこられたわ。可愛かわいい弟で子しにも恵めぐまれて……。あなたを待ちながら、生きていて良かった」


　寝台に横になったまま、エリカは微笑ほほえんだ。愛まな弟子の顔を思い出して。


「でも、もう疲つかれてしまったわ。待つことにも飽きた。──ねぇ、今度こそ、私も連れて行ってくれるんでしょう？」


　その言葉に、彼は手を差し伸のべてくれた。長い間待ち続けた、愛いとしい人の手。


　ゆっくりと、エリカは自身の腕うでを持ち上げる。


　そして──二人の手が、重なった。
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　嬉うれしい報ほう告こくを胸に抱かかえ、ヘリオトロープは集落に駆け戻ってきた。まず真っ先に知らせようと、エリカの天幕を訪たずねる。声を掛かけたが、我が慢まんできずに返事を待つことなく室内に入り込む。


「エリカ、聞いておくれ！　先遣隊の者たちが近々国へ帰るらしいのだが、我われを船に乗せてくれるというのだ！　ぜひ王に会わせたいと！　この島から出られるのだよ、夢ゆめにまで見た……。──それでだな、我はそのまま、グラディウスへ行ってみようと思うのだ。や、約束を、したから。もちろん、一人で行くわけではないぞ。アピスやウェスパもついてきてくれるから大だい丈じよう夫ぶだ。しかし、その……せっかく譲ゆずってくれたばかりなのに申し訳ないのだが、〈全知の書〉はルーナエに託たくしていこうと思う。さすがに、島の外へ出すのはまだ怖こわいからな。ルーナエはまだ子こ供どもだが、あれはあれでなかなかしっかりしているから……エリカ？」


　気持ちが舞まい上がって一人であれこれ喋しやべっていたが、ヘリオトロープはようやくそれに気づいた。


　エリカは寝台に横になり、ヘリオトロープに背せを向けたまま一言も答えない。そういえば、先ほど別れる前に昼寝をすると彼女が言っていたのを思い出した。


　しまった、とヘリオトロープは口元を手で押おさえた。うるさくして怒おこらせたら、あとが怖こわい。


「昼寝の邪じや魔まをして悪かったな。──おやすみ、エリカ」


　小声で言って、ヘリオトロープは天幕を辞じした。


　船に乗せてもらえることになったのは、きっとエリカがヘリオトロープには内ない緒しよで頼たのみ込んでくれたからに違ちがいない。だからお礼を言わなければ。


　彼女が起きたら、真っ先に言おう。
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　小さな子供の笑い声が、王おう城じようの庭で弾はじけている。


　幼おさない甥おいが、両親に遊んでもらえて上じよう機き嫌げんらしい。抱だっこして、と覚えたばかりの言葉で父にねだる声がミレリーナの部屋まで届とどいてくる。


　それを聞きながら、ミレリーナは手の中の髪かみ飾かざりを撫なでた。綺き麗れいな黒い石で作られた髪飾りだ。


　先日、トライアン王城に訪ねてきた客人が持ってきてくれた。大おお柄がらな男と隻せき腕わんの女戦士を従したがえた、異い境きようの少女。


　彼女がこの髪飾りと共に持ってきた報しらせはミレリーナの心を深く沈しずませたが、この髪飾りの作り手はミレリーナの願いを忘わすれずにいてくれたのだ。新しい髪飾りを作ってほしいという願いを。


　客人たちはグラディウスへ行く途と中ちゆう、ここへ立ち寄よったという。今いま頃ごろは険けわしい山道を越こえ、グラディウスの地に入っているだろう。


　ミレリーナがあの島から帰って以来、安あん否ぴがわからないままだったルビーウルフたちとは意外な場所で再さい会かいを果たした。コロナードだ。


　コロナードの王は、末すえ姫ひめが消えのはグラディウスに原げん因いんがあるという疑うたがいを拭ぬぐいきれず、グラディウス宰さい相しようの言葉も聞き入れなかった。仕方なく、事じ件けんの当事者であるミレリーナが代理として王と話し合いをするためコロナードを訪おとずれたところに、ルビーウルフたちが末姫のエミリエンヌとサルヴロースのラークを連れてコロナードに現れたのだ。


　ミレリーナとルビーウルフらの話が寸すん分ぶん違たがわず一いつ致ちしたことで、コロナードの王はようやく聞く耳を持ってくれた。というより、ほぼエミリエンヌに脅おどされたようなものだったが。


　エミリエンヌはルビーウルフを個こ人じん的な友人と呼び、自分が助かったのは彼女たちのおかげだと主しゆ張ちようした。そんな友人を疑うなら今度は自分から家出するとまで言い出す始末だ。


　昔からこの末すえ娘むすめのわがままに振ふり回されてきたコロナード王は娘の機嫌を損そこねるのを大たい層そう恐おそれて、すべてを許すと約束した。わざわざ馳はせ参じたミレリーナなど、正直言って出る幕なしだった。


　その時のことを思い出し、ミレリーナは小さく笑った。


　エミリエンヌが一緒にコロナードへやってきた興こう行ぎよう師し一いち座ざと旅を続けると言い出した時の、啞あ然ぜんとした王の顔と、成り行きで王族と旅をしていたことを知った興行師たちの困こまったような顔。そしてそれを見て可お笑かしそうに笑うルビーウルフたちの笑顔。


　あれほど心配していたのに、最後の最後で喜き劇げきの舞ぶ台たいに放ほうり込まれたような気分だった。


　けれど、それで良かったのだ。再会したルビーウルフたちが楽しげに笑っていたのだから、それで良かったのだ。


「わたくしの祈いのりが届とどいたのだと、信じていいのかしら……」


　髪飾りを撫でながら、ミレリーナはつぶやく。


　ミレリーナが垣かい間ま見みた神の記き憶おく。ルビーウルフとジェイドは、それ以上の何かに触れたようだ。ロゥヴァースの願いを、彼女たちの口から聞いた。


　神国はその願いを守っていく。この世界で生きていきたいから。どんな理由で創つくられた世界だろうと、大切な人がそこにいるということだけで、この世界は誰だれにとっても尊とうとい場所だ。


　ミレリーナは今つけている髪飾りを外はずした。そして、客人が届けてくれた新しい髪飾りを傍かたわらに控ひかえる騎き士しに差し出す。


「これを、わたくしの髪に飾ってくださる？」


　ロヴィンは無言で一礼し、髪飾りを受け取った。結ゆい上げられているミレリーナの飴あめ色の髪に、髪飾りを差し込こむ。


　作業を粛しゆく々しゆくと終えて離はなれていく手を、ミレリーナは捕つかまえた。


　気づいたのだ。この手が髪や肌はだに触れた時、親愛とは違った情が胸むねを掠かすめていくことに。


　彼の真まっ直すぐさを、主人にのみ依い存ぞんする騎き士しとして利用しようと思った。ミレリーナの言葉に、一いつ切さいの不平や不満を漏もらすことなく従したがう騎士が欲ほしかった。


　だけど、それだけでは満足できなくなっている自分がいる。ミレリーナの指し示じがなくてもある程てい度どのことは先回りしてやってくれる彼だが、一つだけミレリーナが決定的な命令を下さなければ実行に移うつさないことがあった。絶ぜつ対たいに、ミレリーナがそれを求めていると彼も気づいているはずなのに。


「わたくしが今してほしいこと、わかっているのでしょう？」


　普ふ段だんは何事にも動じない黒こく曜よう石せきの瞳ひとみが揺ゆらいだ。逃にげようとする手を、ミレリーナはきつく握にぎって逃がすまいとした。


「申し訳わけありません。お察ししかねます」


　しばしの間を置いて、彼はそう言った。しかし、それは噓うそだとミレリーナはわかっている。


　騎士として傍そばにいること。それが彼の誇ほこりであり、生きる理由。


　だからこの関係を崩くずしたくないのだ。先に進むことを恐れている。


　ミレリーナは小さく溜ため息を零こぼし、手を離はなした。命令すればミレリーナが望んでいることを叶かなえてくれるだろうが、それでは嫌いやなのだ。彼から歩み寄ってほしい。


「そうですか。では、わかるまで待ちます。……わたくしが乙女おとめのままおばあさんになってしまったら、あなたのせいよ」


　どれだけ時間が掛かかるだろう。そう考えると果てしない未来のことに思えて、少しだけ拗すねてみせた。二人が出会った頃ころの、まだ小さな女の子だった時のように頰ほおを膨ふくらませてそっぽを向く。


　その頰に、何かが触れた。気のせいかと思うほどの一いつ瞬しゆんだったけれど、たしかに感じた。


　ミレリーナが振り返ると、彼はさっと顔を離した。目をわずかに伏ふせて言う。


「……今は、これでお許ゆるしください」


　精せい一いつ杯ぱいの歩み寄り。それでも彼は頑がん張ばってくれた。壊こわしたくないはずの主従関係に、彼の手で変化を生じさせたのだ。


　ミレリーナの望みが叶う日も、そう遠くないのかもしれない。


「ええ、今はこれで充じゆう分ぶんです。ありがとう」


　彼が口づけをくれた頰に手を当て、ミレリーナは微笑ほほえんだ。


　庭から聞こえる笑い声。父親となった兄と、その妻つまと、子供。


　感化されてしまったのだろうか。近しい人たちが幸せそうだと、ついついその空気に飲み込まれてしまう。


　兄夫ふう婦ふだけではない。グラディウスにいる友人たちも、今頃は……。


「あまり想そう像ぞうできませんけどね。ルビーさんとジェイドさんがご一いつ緒しよになるなんて。あのお二人は一生あのままかと思っていましたわ」


　コロナードで聞いた時には驚おどろいたが、たしかにあのルビーウルフを制せい御ぎよできるのはジェイドしかいないだろう。普ふ通つうの神しん経けいを持った男には荷が重おも過すぎる。魔女のもとで過か酷こくな幼よう少しよう期きを過すごした彼でなければ、狼おおかみの女王に一生を捧ささげるなんてできるはずがない。


「とはいえ、きっと変わらないのでしょうね。十年後も二十年後も、相変わらず騒そう々ぞうしいような気がします」
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　あの二人が変わってしまうところなんて想像できない。けれど、今までのような関係のまま歳としを重ねていく様子なら容よう易いに想像できた。それがなんだか羨うらやましい。


「わたくしたちは変わっていきましょうね。そうでなければ先へ行けませんもの」


「はい」


　ミレリーナの言葉に、ロヴィンはいつものように落ち着いた声こわ音ねで返事をくれた。


　それでも、即そく答とうしてくれたことが嬉うれしい。


　自分たちの二十年後も、うっすらとだが脳のう裏りに浮うかび始めていた。
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　もうじき短い夏が始まる。


　旅立つには丁ちよう度ど良い季節だ。


　王おう城じようの庭を吹ふき抜ぬける夜風が心地ここち良い。この旅立ちを後押ししてくれるような風だと思った。


　吹き乱みだされた葡ワ萄イ酒ン色の髪かみを搔かき上げ、誰にも見つからないよう姿し勢せいを低くして生いけ垣がきの合間を這はい進んだ。


　たしか、この辺りにあるはず。


　月明かりを頼たよりに、周囲を見み渡わたす。話に聞いただけの、抜ぬけ穴あなの出入り口を探さがして。


「あった……！」


　植え込みの奥おくに、土を被かぶせて隠かくされている扉とびらを見つけた。地下を通り、町の外まで繫つながっている抜け道だ。


　土を払はらい除のけ、扉に手をかける。


　その時、背はい後ごに何かの気配を感じた。反はん射しや的に振ふり返り──ほっと息をついた。


「なんだ、ニクスか……」


　そこにいたのは純じゆん白ぱくの毛け並なみの雌めす狼おおかみだった。


　右目が金、左目が青という特とく徴ちようを持つ狼だ。その色いろ違ちがいの双そう眸ぼうに映うつるのは葡萄酒色の髪と紅こう玉ぎよくの瞳ひとみを持つ少年──スピネル。


　自分をじっと見つめてくるニクスの頭を、スピネルは優やさしく撫なでてやる。


「ごめんな。お前と別れるのは俺おれも寂さびしいけど、どうしても行ってみたいんだ。世界を見て回りたいんだ。父さんや母さんみたいに」


　幼い頃、両親が聞かせてくれた話の数々。遠い異国で出会った人や珍めずらしいものの話はどんな物語よりも魅み力りよく的だった。だって、自分の親が体験したことなのだから。


　羨うらやましいと思った。いつか自分も、同じように見知らぬ土地を歩いてみたいと思った。


　スピネルは明日で十五歳さいになる。父が騎き士しとなり、母が女王となった歳としだ。旅立つなら今しかない。ずっと前からそう決めていた。


　くぅ、とニクスが鼻を鳴らした。心配してくれているようだ。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。小さい頃から王城とエインフェルを行ったり来たりしてたし、トライアンにも何度か行ったことがあるし。旅には慣れてるさ。それに、もう帰ってこないわけじゃない。最終目的地のローラーティオーまで行ったら帰ってくるよ。そしたら、今度は俺がみんなに旅の話を聞かせてやるんだ」


　もちろん一人きりの旅なんて初めてだが、なんとかなる。──根こん拠きよはないけれど。


「じゃあな、ニクス。元気で。俺が出て行ったこと、どうせ明日にはばれるだろうけど誰かが気づくまで黙だまっててくれよ」


　狼にわざわざ口止めなんて無意味なことのように思えるが、このグラディウス王城の主である女王は彼らとの意思疎そ通つうを容易たやすくやってのける。自分の親とはいえ、かなりの変人だ。


　スピネルは抜け道の扉を開けた。下へ延びる階段の先は闇やみに塗ぬり潰つぶされて何も見えない。


　荷に袋ぶくろから取り出したランプに明かりを灯ともす。しかし、その作業をしている間にニクスが動いた。さっと駆け出して抜け道へと入っていく。


「ニクス？」


　呼びかけると、ニクスは振り返った。濃い闇の中で真っ白な獣けものが嬉うれしそうに尾おを振っている。


「もしかして、一いつ緒しよに行きたいのか？」


　問うと、そうだと言うようにニクスは吠ほえた。スピネルは慌あわてて、静かに！　と小声で注意する。


「しょうがないな……」


　溜ため息を零こぼしてそう言ったものの、内心は嬉しかった。旅の仲間がいることは心強い。


「よし。じゃあ一緒に行こう！」


　ランプを掲かかげ持ち、闇を照らす。


　抜け道の扉を閉める時、すぅっと風が地下の抜け道に入ってきた。


　まるで風もこの旅立ちの同どう伴はん者しやだというように。





　　　　†




　二十年近くに及およぶエインフェルの山道整せい備びの工事は一いつ旦たんの終しゆう了りようを遂とげた。〈導みちびきの剣けん〉を使って険けわしい山さん岳がく地帯を整地し、山の向こうの海へ人が出入りできるようになったのだ。


　あとは人の手によって多くの馬車が行き来できるよう道を広げて整えていくだけ。僻へき地ちだったエインフェルも今では西せい域いき一番の都市として機き能のうしつつ、人の手が加わっていない自然も多く残されているということで、他国から遊ゆう興きように訪おとずれる旅人も増ふえてきた。


　山の向こうにある海は噂うわさ通りの荒あら海うみであったが、西側の海から流れ込んでくる温かな海流の影えい響きようで肥ひ沃よくな海であった。


　今はもっぱら陸地からの投と網あみなどで漁りようをしているが、丈夫な船を造つくることさえできれば沖おきへ出ることも可か能のうだろう。


　それに、海から得られるのは魚だけではない。


　希き少しような染せん料りようが採とれる貝が、この海には多く生息していた。この染料で染め上げた絹きぬは高たか値ねで取引される。現げん在ざいのグラディウスはこの染料によって支ささえられているようなものだ。


　もちろん、獲とれるだけ獲ってしまえば貝も尽つきてしまう。


　よって、この貝を人工的に殖ふやすことにした。これなら染料の生産量も一定に保たもつことができる。


　貝の養よう殖しよくに関しては隣りん国ごくトライアン王の妃きさきが様々な助言をしてくれた。海に関する知ち識しきをほとんど持っていなかったグラディウスにとって、彼女の助言は何よりも心強い助けとなった。


　今日もやることは山積みだ。着き替がえて身なりを整えて、朝食を摂とったらまずエインフェルから届とどいた養殖場の報ほう告こく書しよに目を通して──


　一日の流れを頭の中で整理していると、慌あわただしく扉を叩たたく音がした。朝食の用意ができたという報しらせだろうか。


「どうぞ」


　返事をすると、扉が開いて一人の女が顔を覗のぞかせた。生まれた頃から世話になっている女官のキャスだ。


「エスメラルダ様、悪いお報せです」


「……またスピネルが何かしでかしたの？」


「お察しの良いことで」


　エスメラルダは溜め息を零し、父譲ゆずりの金きん髪ぱつを櫛くしで梳すいた。


　あの弟はいつもそうだ。グラディウス王家の人間としての自覚が足りない。……それはたぶん、いや、間ま違ちがいなく母の影響だろうが。


「それで、今朝は何？　一緒に寝ねていた狼と枕まくらを取り合って部屋を羽毛まみれに……これは一月前だったかしら」


　思い出して、また溜め息を零す。今日で十五歳になるというのに、いつまで経たっても子こ供どもだ。


「あの、実は……」


　おずおずとキャスが一枚まいの紙切れを差し出す。


　その内ない容ようを見て、どんなことを知っても驚おどろかないでいようと決めたエスメラルダの表情からみるみる血の気けが失うせていった。


　文面を読み上げる合間に、キャスから他の報告も聞く。それを聞き終えると、エスメラルダは部屋を駆け出した。廊ろう下かを渡わたって、大きな扉とびらを断ことわりもなく押おし開ける。


「お父様！　お母様！」


　そこでは両親が妹のアダマースと一緒に朝食の食しよく卓たくを囲んでいた。大きな声を上げて部屋へ押し入ったため、皆みなが目を丸くして食事の手を止める。


「何？　朝っぱらから騒さわがしいね」


　葡ワ萄イ酒ン色の長ちよう髪はつを背せに流し、男物の服を着た母が怪け訝げんそうに言った。エスメラルダを見やる瞳ひとみはスピネルと同じ紅こう玉ぎよく。


　スピネルはこの母にそっくりだ。容よう姿しも性せい格かくも何から何まで。


　対し、エスメラルダは父に似にた。金髪も翠みどりの瞳も、気苦労が多いところまで似ている。


　父の気苦労の対象は主に母だが、エスメラルダにとっては弟のスピネルだ。


「どうしたんだ？　エスメラルダ。言ってごらん」


　末っ子のアダマースを膝ひざに乗せている父が穏おだやかな口調で話を促うながしてくれた。この声を聞くと混こん乱らんしていた頭がすっきりと透すき通っていくから不思議だ。


　一つ深しん呼こ吸きゆうして、エスメラルダは言う。


「スピネルが家出しました」


　部屋の中はしんと静まり返った。が、すぐに母の大笑いが沈ちん黙もくを打ち破やぶる。その笑い声に搔かき消されているが、父は額ひたいに手を当てて盛せい大だいな溜ため息をついていた。


「お母様、笑い事じゃありません」


「そんな心配することないって。ほっときなよ。そのうちひょっこり帰ってくるさ」


　母親とは思えない発言だ。息子むすこが──仮かりにも神国グラディウスの王子が家出したというのに。


「書き置きもあります。それと、狼おおかみも一頭いなくなっているそうです」


　そう言ってエスメラルダはキャスが持って来た紙切れを父に渡した。


　書き置きには、しばらく一人旅に行ってくるが心配はいらないという旨むねの文章が書かれていた。父はそれを読み上げ、母に聞かせる。


　母はそれを聞いた後、エスメラルダに問うた。


「いなくなった狼は？」


「ニクスだそうです」


「ニクスか……。スピネルと一番仲が良かったからな」


　王おう城じようの庭の一角で生活する狼の群むれはこの母が率ひきいる群れだ。ニクスがスピネルと一緒に出て行ったのなら、ニクスは頭かしらである母よりスピネルを選んだということになる。


「あいつもなかなかやるじゃないか。狼を従したがえて歩くなんて、さすがあたしの息子」


「お母様！」


　まるで心配する素そ振ぶりを見せない母に、エスメラルダは声を荒あららげた。すると、父の膝の上でこのやり取りを聞いていたアダマースが怯おびえたように父の胸むねにすがりつく。


「おねえさま、こわい……」


　まだ小さなアダマースは物静かな少女だ。性格はどちらかといえば父に似ているが、時々妙みように勘かんが鋭するどかったりするあたりは母に似ている。容よう姿しも、髪は金で瞳は紅あか。三姉弟妹の中で、両親の特とく徴ちようを最もよく受け継ついでいるのは間ま違ちがいなく末っ子のアダマースだ。


「エスメラルダ、大きな声出さないで。アダマースが怖こわがってる」


　母の注意にエスメラルダは口を噤つぐんだ。


　怒ど鳴なれば弟が帰ってくるわけでもないし、深呼吸をして気持ちを落ち着ける。


「お母様は心配なさらないんですか？」


「してるさ。でも、それ以上に信じてるし、あいつが無事かどうかはわかるよ。──風が教えてくれるからね」


　そう言って母は笑った。自信たっぷりに。


　母がこういう笑い方をすると、エスメラルダは反はん論ろんできなくなる。妙に説得力があるのだ。


　女王となってからエインフェルと王城を行き来しつつ三姉弟妹を育て上げた人だ。エスメラルダやスピネルも、小さい頃から両親と一緒にエインフェルと王城を行き来してその姿を見てきた。


　狼の群れを率い、エインフェルの山々を駆かけ回る姿は紅い狼のようだった。今でも時々、この人は人間に化けた狼なんじゃないかと思うことがある。


　そして母はよく風と対話するような素そ振ぶりをみせる。つむじ風に煽あおられても楽しげに笑っている姿は、小さな子供と戯たわむれているかのようだった。


　エスメラルダは父の傍そばについて勉強を教えてもらうのが好きだったが、スピネルは奔ほん放ぽうな母に憧あこがれたようだ。民たみから『暁あかつきの女じよ傑けつ』と呼ばれる母に。


「……わかりました。どうせ一人旅なんて言ってもトライアンまで行くのがせいぜいでしょうし、待ちます」


　あとでこっそりトライアンに手紙を出しておこう。王妹のミレリーナに頼たのめば、手て際ぎわ良よくスピネルを捕ほ獲かくしてくれるはずだ。


　父も諦あきらめたらしく、アダマースを撫なでながらエスメラルダに微笑ほほえみかけてきた。


「そうだな。ニクスが一いつ緒しよならそう心配することもないだろう。だから、エスメラルダ」


「何です？　お父様」


「とりあえず座すわって朝ごはん食べなさい」


「はい……」


　すとんと椅い子すに腰こし掛かけて、エスメラルダは溜め息をついた。


　どんな時でもお腹なかは空すくものだ。





　　　　†




　朝食を終えたエスメラルダとアダマースは部屋を出て行った。


　十七歳になったエスメラルダは、今では宰さい相しようのロベールを手伝って国を切り盛もりしている。七歳のアダマースは、ロベールの娘むすめのアンジュに家庭教きよう師しをしてもらっているので勉強だ。


「スピネルのこと、知っていたな？」


「何のこと？」


　ジェイドの問いに、ルビーウルフはとぼけた。ジェイドは小さく苦く笑しようを漏もらす。


「お前が気づかないはずがない。それに、風がどうのと言ったから。ロゥヴァースに見み張はらせるのか」


「一番の護ご衛えいだろ？」


　スピネルはいつもどこか遠くを見ていた。押おさえつけて捕つかまえておくことなんてできない、若わか狼おおかみの目。


「行かせてやろうよ。あたしたちが嫌きらいで逃にげてったわけじゃないんだし、満足いくまで歩き回ったら自分から帰ってくるさ」


「だが、エスメラルダは捕まえる気でいるみたいだぞ。あの目は絶ぜつ対たいに諦めてなかったからな」


「それならそれでいいんじゃない？　捕まるようなら家出なんて十年早いってこと。姉と弟、どっちが勝つかな。賭かけてみる？」


「遠えん慮りよしておく」


　そう言ってジェイドは部屋の片かた隅すみへと目をやった。そこには、〈導みちびきの剣けん〉が飾かざり棚だなの上に置かれて見事なまでの存そん在ざい感を放っている。


　今ではすっかり祭事以外に出番はなくなっているが、きっとそれでいいのだ。この剣は本来、守られるためにあるのだから。


「あたしたち、頑がん張ばったよね」


　山やま越ごえはしなければいけないけれど、人の足で海へ出られるようになった。その海から得られた恵めぐみのおかげで、グラディウスは潤うるおいを取り戻もどし始めている。


〈導きの剣〉を託たくせられる者もいる。


　聡そう明めいなエスメラルダ。明めい朗ろうなスピネル。上の二人にないものを秘ひめているであろうアダマース。誰だれに任まかせても大だい丈じよう夫ぶだと信じているが、その役目を自みずから望む者が担になってくれればいいと思う。


「やっと、行けそうな気がする」


　ルビーウルフのつぶやきに、ジェイドは一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をして──笑った。


「お供ともするよ。どこへだって」


　行き先は言わなくてもいい。どこへ行くのか、それはもう決まっているから。


　思い出すと、いまだに苦しい。どんなに時が経たっても消えない傷きず。


　それでも、今なら行ける。幼おさない日の思い出と仲間たちが眠ねむる地へ、たくさんの業ぎよう績せきを手て土産みやげに里帰りできる。


「行ったらね、言うんだ。『ごめんなさい』じゃなくて『ありがとう』って。モルダたちに助けてもらったから、今のあたしがいる。育ててもらったから、ジェイドとこうして生きてこられたし、エスメラルダにもスピネルにもアダマースにも会えたんだよ。だから、言わなきゃいけないのは『ありがとう』なんだ」


　思い出すのは、ずっと昔に夢ゆめの中で聞いた養よう母ぼの言葉。


　──静かな夜に私たちを思い出したなら、泣いてもいいわ──


　それは、独ひとりきりで泣けという意味ではなかった。誰もが寝ね静しずまった後でも、傍そばにいてくれる人がいる。その人の前でだけは、涙なみだを堪こらえる必要はないんだと教えてくれていたのだ。


「必要なものは着き替がえだね。特にジェイドの」


「着替え？　俺おれの？」


「ずぶ濡ぬれになるから」


「……あぁ、そうだな」


　養母の言葉通り、彼の服は今までルビーウルフの涙をたくさん吸すってきた。幼い頃の夢を見て、夜中に急に飛び起きても涙が乾かわくまで背中を擦さすってくれる。


　ジェイドが一緒なら安心して行ける。辛つらい記き憶おくの傷口が開いても、そっと手で覆おおって傷口を塞ふさいでくれるから。


　ルビーウルフはジェイドの手を取って両手のひらを合わせ、きつく指を絡からめる。そして背せ伸のびをして、軽く唇くちびるを重ねた。


「泣いたらまた鼻が詰つまっちゃうから、先にね」


「……まだ根に持ってるのか」


「愉ゆ快かいな思い出だよ」


　そう言ってくすくす笑うルビーウルフに、ジェイドもつられて笑った。


　昔と何も変わっていない。きっと、この先もずっと二人は変わらず歩いていく。


　まずは約束の場所へ、ありがとうを伝えに。


　そして、その先に続く道の果てでは、互たがいにありがとうと言えるように。


　手を取り合って歩いていこう。






　あとがき







　おひさしぶりです。


　短編集を間に挟はさみましたが、前巻の刊行から一年以上の歳とし月つきが経たってしまいました。


　お待ちいただいた皆みな様さま、お手紙をくださった方々、ようやくこうして刊行の運びとなりました。長らくお待たせしてしまい、申し訳わけありません。





　当シリーズは、これにて完かん結けつとなります。


　第一巻となった応おう募ぼ作さくを書きはじめたのは、たしか十九歳の春でした。


　そして、このあとがきを書いている翌日、二十三歳になります。


　四年近くの年月を、この作品と共に過すごしてきました。思えば長い付き合いです。


　受賞の報しらせをいただき、シリーズ化が決定した時に「この話の続きって考えてますか？」と訊きかれ、「いいえ、さっぱり」と答えたのも今となっては懐なつかしい思い出。それをここまで続けることができたのは、多くの関係者様のご協力と応おう援えんしてくださった皆様のおかげです。


　どんな言葉でも言い尽つくせないほど、感かん謝しや致いたしております。





　今、私の手元には古いノートがあります。


　私は小説を書くにあたって、思いついたことをひとまずノートにメモしていくのですが、これは丁度、四年前に使っていたもの──デビュー作となった応募原稿の構こう想そうを書き留とめていたノートです。


　そこに書かれているメモによると、最初の予定ではルビーウルフ（この時点では名前は別のものでした）が連れている動物は狼ではなく豹ひようだったり、ジェイドも性格がやんちゃだったりして現在の設定とはかけ離はなれたものです。


　そのままで書いていたらどんな物語になったのだろうと考えてみると面白いですが、やはり現在の形に落ち着いて良かったのだと思います。物語やキャラクターを気に入っていただいて、ご感想が届とどくたびに、書いて良かったと安心していました。


　この最終巻も皆様のお心に届くものであればいいなと願っております。





　こうして最後のご挨あい拶さつができることを嬉うれしく思う反面、寂さみしい気持ちがあることも事実です。


　この作品を通じてたくさんの方とお知り合いになれましたし、いろんな経けい験けんをさせていただきました。


　楽しいことも、もちろん苦しいこともありました。


　そんな密みつ度どの濃こい日々の中、常に傍そばにいてくれたのは間違いなくキャラクターたちです。


　自分で創つくったキャラクターなのに、いつの間にか本当にそこにいるみたいになって、励はげましてくれたり叱しかってくれたりするのは不ふ思し議ぎな感覚でした。


　今では、彼女たちは戦友のようなものだと思っています。


　皆様にとっても、友達のような気持ちで見守れるキャラクターたちだったなら、この上ない喜びです。


　ご感想をくださった方々の年齢層そうから、この作品をお読みいただいているのは中高生のお若い読者さんが大半だと思います。


　私にも経験のあることですが、その頃に好きだった作品は、大好きだったはずなのに毎日の忙いそがしさの中でいつの間にか忘れていってしまうものです。


　けれど、それでいいのだと思います。


　この作品が皆様の思い出として一ひと欠片かけらでも残り、ふと本棚の整理をした時に出てきた本を、卒業アルバムを開くような気持ちで再びページを捲めくってくださればいいな、と。


　本を開けば、いつでもキャラクターたちは変わらない姿でそこにいて、「ひさしぶり、元気だった？」とあなたに問いかけるはずですから。





　最後になりましたが、デビュー当時から長らくお世話になりました担当様。完結まで共に走り抜ぬけてくださいまして、ありがとうございました。とても心強かったです。


　イラストの椎しい名な優ゆう様。はじめてキャラクターデザインを見せていただいた時の感動は今でも忘れられません。この物語がこれほど長く続けてこられたのは、間違いなく麗うるわしいイラストのおかげです。雑誌の特集などでたくさんのカラーイラストを描いていただき、拝見するたびに幸せを嚙み締めていました。これからも一ファンとして、ご活躍を楽しみにしています。


　お知り合いになれた作家の皆様。困っている時に問題の解かい決けつ方ほう法ほうを教えてくださったり励ましてくださいまして、ありがとうございました。


　傍で支えてくれた家族、友人の皆様もありがとう。


　これからも心配や面倒はかけると思いますが、どうぞ見守ってやってください。


　そして、ここまでお付き合いいただきました、あなたに。


　ルビーウルフの物語はいかがでしたでしょうか。あのラストは気に入っていただけましたでしょうか。


　この物語を書くことができて、私は幸せです。





　それでは、いつかまたどこかでお会いできますように。








　　　　　二〇〇七年十一月二十九日　紅葉が色づいた秋の夜に




淡路帆希　　





紅こう牙がのルビーウルフ　６


自由の風が吹く夜明け





淡あわ路みち帆ほ希まれ
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